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Sカレ

SカレFacebookもチェック！

Sカレ
@StudentInno
vationCollege

Sカレ202２ WEBサイト公開！

Sカレ

参加ゼミの皆さまをはじめ、
企業の皆さまや、

Sカレ学生委員会のメンバーに支えられ、
17年目も無事に終了することが出来ました。

本当にありがとうございます。

Sカレ委員会一同
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17年目を迎えたSカレは、31大学36ゼミ531人もの学生による164チームが、8つのテーマの商品企画

を競い合ってきました。過去最大の参加者数であり、500人を超えたのも初めてになります。累計参加者

数も5,552人となり、多くのマーケターが経験する大会となりました。

今回は、コロナ禍は終わってはいませんでしたが、関西大学の徳山美津恵先生のご尽力で、同大学

にて、3年ぶりにリアルで開催することができました。冬カンでは、美しい関西大学高槻キャンパスに多くの

学生や教員、企業の皆さんなど約600名が集い、大きな拍手や歓声が起きる、リアルならではの白熱した

プラン発表や優勝戦となりました。一方、コロナ禍で培ったオンラインイベントのノウハウも活かすべく、秋カ

ンは、高崎経済大学の佐藤敏久先生のご尽力で、ZOOMによりオンライン開催をしました。

こうした秋カンはオンライン、冬カンはリアルという開催方法は、アフターコロナ後も継続していく予定で

す。このことは、Sカレの運営問題を解決することになります。これまで、秋カンと冬カンは、いずれかが関東

で、もう１つが関西で開催していましたが、Sカレの参加人数が多く、開催校探しに苦労していました。さら

に、中部や九州などの大学での開催は、多くの学生が2回とも長距離を移動することになるため、実施す

ることを困難にしていました。しかし、リアル開催を1回にすることで、開催校の選択肢が全国に広がりまし

た。また、オンライン開催であれば、今まで教室の大きさの関係で開催できなかった大学が、主催校となる

ことも可能としました。

オンラインとリアルの併用は、学生の成果発表においても、両手法を上手く使いこなした探索・検証的

調査や販促・営業活動が多く見られました。こうした併用により、コロナ禍以前だけでなく、リアルが困難で

あった昨年度に比べても、多くの調査を実施した充実した成果へとつながっていました。

最後になりましたが、Sカレを支えて頂いている方々にお礼を申し上げます。いつもながらSカレの意義を理

解し多大のご協力を賜った支援各社の皆様、学生たちを丁寧に指導していただきありがとうございました。

Sカレを運営して頂いた学生委員の方 も々大変だったと思います。これで培ったプログラムをマネジメン

トする経験や、協力し合った仲間たちとのつながりが、これからの皆様にとって大いなる力となることを期待

しています。

こうした多くの方々の支援に対してあらためて心よりお礼を申し上げます。

Sカレ委員会　西川英彦

Sカレの趣旨

Sカレ（Student Innovat ion Col lege）は、実際に商品化を目指す商品企画

のインターカレッジです。その趣旨は、「未来のマーケター」の育成となります。大学は

違えどもマーケティングを学ぼうと志を同じくする若い仲間たちが、互いに助け合いそし

て切磋琢磨し、商品企画の理論を学びつつ、それを実践していく中で、自らの企画を

サイトで公開しユーザーからの意見を聴き、そこから改善した企画を企業に提案し、

実現した商品を現実の市場において問う、というプロセスを体験します。具体的に

は、他にはない以下のような特徴が、育成のカギだと考えています。

商品化の実現

各テーマで1位になったプランは、実際に商品化されます。もちろん検討した結果

中止もありますが、毎年多くの商品が発売されています。これが、他の商品企画コン

ペにはない、Sカレの最大の特徴といえます。

実践的コミュニケーション

商品企画プロセスの中で、学生の皆さんが実際のユーザーや企業の方とコミュニ

ケーションしながら商品企画を進めるという実践的なマーケティングを学ぶ機会も、世

界広しといえどもこのSカレにしかありません。

リアルタイムの競争

企画段階のライバルチームの成果を見ながらリアルタイムに競争するという場も特

徴的です。こうした競争が、アイデアの差別化や、その完成度の向上に拍車をかけて

いきます。

全員での交流の場

コンセプト発表の「秋カン」（カンファレンス）や、プラン発表の「冬カン」など全員が

集まるイベントを重視しています。単に発表するというだけでなく、参加学生と企業、さ

らにはライバルチームとも交流が生まれています。秋カンでは、前年度の商品化達成

チームにより総合優勝も競われ、参加学生に良い影響を与えています。

Sカレ委員会

Sカレ2022を終えて
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参加ゼミ紹介

愛知学院大学
油井 毅ゼミ
愛知学院大学　油井ゼミでは、「デザイン思考」
という製品開発の手法を学び、実践している
ゼミだ。昨年結成されたばかりだが、私たちは
1期生としてゼミの土台を作れるように「楽しく」

「真剣に」何事にも取り組んでいる。

関西学院大学
石淵 順也ゼミ
石淵ゼミは「考動力」と「結束」をテーマに、
学業だけでなく多方面で活躍する個性豊か
な学生がそれぞれの知見を持って活発に議
論するゼミだ。我々の強みであるリサーチと創
造力を用い、商品化を目指して精度の高い

「刺さる」提案に磨きをかける。

関西大学
徳山 美津恵ゼミ
5月から各チーム頑張ってきた。
秋カンに提案したアイデアと全く違うチームもい
て、不安も抱えているチームが多い。しかし、私
たちのキャンパスである高槻キャンパスでやれ
るので、それを強みに全員で力を合わせて頑
張りたい。

京都橘大学
瀨良兼司ゼミ
瀨良ゼミは、実践を通じてマーケティングを学
んでいる。様 な々プロジェクトにおいて培ったス
キルを活かし、熱意のある提案をする。「#Sカ
レさまです」を合言葉にゼミ生が一丸となり、自
分ごととして、生活者や顧客に寄り添った企画
提案に挑戦する。

京都産業大学
上元亘ゼミ
上元ゼミでは個性豊かなゼミ生
達がチームとして一丸となり、マーケティング・
ミックスを軸にプランを考え、活動を行ってい
る。自主性に重きを置きつつ、様 な々場面にお
いて楽しみながら結果を残すことを目標にして
いる。

共立女子大学
東 利一ゼミ
私たち東利一ゼミは、Sカレや輪
読を通しマーケティングについて学んでいる。フ
レンドリーで協調性がある11人のメンバーで、
和気あいあいと活動している。身につけた知識
と団結力を冬カンにて発揮し、「Sカレ優勝」を
目指す。

近畿大学
廣田 章光ゼミ
近畿大学廣田ゼミは、デザイン思考を用いて
ペルソナへの共感から、人々の潜在的な悩み
を発見し解決する。秋カンを通して学んだこと
を踏まえ、廣田ゼミ生ならではの視点からアイ
デアをブラッシュアップし、冬カンでは全チーム
が優勝を目指す。

駒澤大学
菅野 佐織ゼミ
私達菅野ゼミは消費者行動論を主に日々研
究に励んでいる。「やりたいことやり、言いたいこ
とを言う」をモットーに互いに刺激し合い高め
合うことで成長を止めない。冬カンでは秋カン
での悔しい思いを優勝という形で書き直すた
めに全力で取り組んでいる。

甲南大学
佐藤圭ゼミ
笑顔の素敵な佐藤先生を筆頭に、個性豊か
なメンバーが揃っている。Sカレ冬カンでは各
チーム優勝を目指す。冬カンまでの残り1ヶ月
程の期間、優勝を掴み取るために更に試行
錯誤したり、メンバーで切磋琢磨し最後まで力
を合わせて全力で駆け抜ける。

高崎経済大学
佐藤 敏久ゼミ
佐藤敏久ゼミは、2年次から積極的にビジネス
プランコンテストやマーケティングのインカレに参
加している。中でも最も力を入れているのが、S
カレである。チームで課題に立ち向かい、切磋
琢磨しながら商品化を目指す。

山梨学院大学
粘 逸彦ゼミ
山梨学院大学粘ゼミは「アイディアを形にす
る」をテーマに、様々なニーズに応えるための
ボードゲーム開発を行っている。今回は初のS
カレの参加なので、他大学の素晴らしいアイディ
アに刺激を受け、切磋琢磨ができたら嬉しい！

滋賀県立大学
山田 歩ゼミ
私たち山田ゼミはデザイン
的な思考から人々の行動を嫌な気持ちにさせ
ることなく変えることを活動内容としている。今大
会も、人々の行動を前向きに促しながら社会
課題を解決する商品の企画を行っている。個
性豊かなメンバーと共にSカレ優勝を目指す。

滋賀大学
山下 悠ゼミ
山下悠ゼミ、それは滋賀大学随一のクリエイ
ティブゼミナール。激しい選考を勝ち抜いた個
性豊かな十人十色の精鋭集団。商品企画
の楽しさ・難しさを感じながら挑んだ秋カンは
結果が振るわず。悔し涙は胸にしまい、お互い
に切磋琢磨しながら優勝を目指す！

神戸大学
吉田 満梨ゼミ
私たち神戸大学吉田ゼミは、先
生を含め個性豊かな14人が集まったゼミであ
る。主にマーケティングについて学び、Sカレでは
チームに分かれて日々切磋琢磨している。Sカ
レ冬カンでは各チームがテーマ優勝を目指
す。

神戸大学
宮尾 学ゼミ
私たち宮尾ゼミは、多様な活動
に積極的に取り組む個性豊かなメンバーと協
力して、Sカレに全力で打ち込んでいる。憧れる
先輩が昨年勝ち取った「コンセプト優勝」。私
たちもという思いで、冬カンに挑む。

専修大学
奥瀬 喜之ゼミ
私達は奥瀬先生ご指導のもと、
輪読・グループワークを通して商品開発や消
費者行動を学んでいる。ゼミ生の真面目で優
しい性格は奥瀬ゼミの強みである。メンバー同
士で支え合いながら商品化を目指し大会に
挑む。

大阪市立大学
小林 哲ゼミ
私たち大阪市立大学小林ゼミ
は営利企業のマーケティングをベースにしソー
シャルビジネスや地域活性化のためのマーケ
ティング手法について学んできた。さらにそれぞ
れの個性を生かして、Sカレも躍動して行く。

中京大学
宮内 美穂ゼミ
宮内ゼミでは、年間3つのビジネスコンテストへ
の出場を通してマーケティングについて学ぶ。
また、発信力や課題解決力など社会人に必
要な能力を身に付けるため、日々 取り組んでい
る。Sカレでは、これまで学んだことを発揮し優
勝を目指す。

同志社大学
冨田健司ゼミ
同志社大学冨田健司ゼミは、25名中女性が
8割を占める華やかなゼミだ。全テーマに出場
しているため、ゼミ一丸となって切磋琢磨しな
がら、全チーム優勝を目指して企画に取り組
んでいる。

南山大学
川北 眞紀子ゼミ
私たち川北ゼミは、春から秋にか
けて産学連携活動をさせていただきながら、
企画開発やPR活動を行ってきた。その経験
を活かして、Sカレでは個性溢れる15人のメン
バーが互いに切磋琢磨し合いながら、優勝を
目指している。

日本大学
水野学ゼミ
水野ゼミのコンセプトは多様性！
個性豊かなColorful Innovators18人が新
しい世界を切り拓く。それぞれが持つ才能と
日々 積み重ねた努力で、Sカレで大きな爪痕を
残したい。

日本大学
石田大典ゼミ
私たち石田ゼミは、先生のご指
導のもと輪読やグループワークを通し、マーケ
ティングについて学習している。チームワーク力
と何事にもひたむきな姿勢が取り柄のメンバー
で、日々 切磋琢磨している。チーム毎の優勝を
目指し、冬カンに挑む。

武庫川女子大学
高橋 千枝子ゼミ
武庫川女子大学高橋ゼミは、
今春に十人十色な20名が集い、一期生とし
て高いモチベーションを持って、日々様 な々活
動に励んできた。初参加となるSカレに対して
も、全チームが優勝という目標に向けて精力的
に取り組んでいる。

武庫川女子大学
西口 智美ゼミ
武庫川女子大学西口ゼミは、
個性を活かしてチャレンジ精神を大切にする
ゼミだ。月替わりで企画担当者がイベントを企
画することで、企画力を身につけている。また、
褒め合い・助け合いながら、初参加となるSカレ
へ向け、ゼミ一丸となり取り組んでいる。

武蔵野大学
古川 一郎ゼミ
武蔵野大学古川ゼミは、個性溢れるゼミ生と
古川先生の下、日々楽しく協力しながら、商
学・マーケティングの研究をしている。各チーム
互いに切磋琢磨しながら、より良い商品を企
画・提案することを目標に、冬カンで成果を残
していきたい。

兵庫県立大学
秋山 秀一ゼミ
活気あふれるメンバーが揃う秋山ゼミでは、事
例を用いた研究を行い、カフェとのコラボを通
してマーケティング力をつけるなど、実践的な活
動に取り組んできた。冬カンでは、秋カンでの
悔しさをバネに独創的な切り口で商品化を目
指す。

法政大学
杉浦未樹ゼミ
杉浦ゼミは、和気あいあいとした雰囲気のも
と、商品開発やマーケティングをアフリカ経済な
ど幅広い視野から学ぶ。各チームは、多くの
方 と々の触れ合いたくさんの刺激を受けなが
ら、優勝という目標に向けて日々意欲的に課
題に取り組んでいる。

法政大学
西川 英彦ゼミ
法政大学西川英彦ゼミは『「楽しい」をカタチ
にする実践的マーケティング』をテーマに、大
会への参加や企業様への企画提案等を通
じて商品企画を学ぶ。ゼミ生の多様な個性を
活かした活発な議論によって、切磋琢磨しな
がらＳカレ「優勝」を目指す。

名古屋市立大学
山本 奈央ゼミ
私たち名古屋市立大学山本奈
央ゼミは、実際の商品開発に向けた活動を
通してマーケティングを学んでいる。８人という
少人数ゼミではあるが、大胆な発想と行動力
を生かして、消費者の求める価値を提供でき
る商品・サービスを提案し、優勝を目指す。

明海大学
小谷恵子ゼミ
明海大学小谷恵子ゼミでは多
くの課題発見と解決に向け、主にグループ
ワークを用いた活動を行っている。相互扶助
の精神に基づき冬カンでは各チームごとに顧
客のニーズを汲み取った、価値提供が可能
な商品を提案をする。

目白大学
長崎秀俊ゼミ
目白大学長崎ゼミでは毎週企画書を作成
し、各チームのプレゼンに一人一人が必ず意
見することで、ゼミ全体で企画書を深掘りして
いる。マーケティングのノウハウだけでなく社会
で活かせる人間性もグループワークの経験と
学びを得て、磨き上げている。

立命館大学
今井 まりなゼミ
私たちのゼミはそれぞれのチーム
がSカレでの優勝、商品化を目指して日々活
動している。その中で思うように行かない時も
多々あるが、諦めずに各メンバーが自分に出
来ることを一生懸命取り組んでいる。Sカレでは
そんな努力の成果を存分に発揮したい。

流通科学大学
清水 信年ゼミ
私達は、独自のユーモアと各々
の経験を糧に、常に進化し続ける新たな世代
の逸材である。笑顔溢れる日々のゼミ活動の
ように、関わる全ての人を笑顔にさせることがで
きる。Sカレを機に個々の素晴らしさを示せるよ
う、全力で臨む。

和歌山大学
佐野 楓ゼミ
和歌山大学観光学部佐野楓ゼミでは、個性
豊かなメンバーの人柄を活かして、一人一人
が自分なりの意見を考えて討論している。
自分だけの考えに固執せず、幅広い視点や
観光学部ならではの考え方を活かして総合
優勝に向けて奮闘している。

和歌山大学
柳 到亨ゼミ
和歌山大学柳ゼミでは、柳先生のご指導のも
と実践的なマーケティング手法やプレゼン技
術を学んでいる。先輩方や同期との強固な繋
がりを活かし、ゼミ全体で協力して切磋琢磨し
ながら冬カン優勝に向けて全力で挑む。
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参加ゼミ紹介

愛知学院大学
油井 毅ゼミ
愛知学院大学　油井ゼミでは、「デザイン思考」
という製品開発の手法を学び、実践している
ゼミだ。昨年結成されたばかりだが、私たちは
1期生としてゼミの土台を作れるように「楽しく」

「真剣に」何事にも取り組んでいる。

関西学院大学
石淵 順也ゼミ
石淵ゼミは「考動力」と「結束」をテーマに、
学業だけでなく多方面で活躍する個性豊か
な学生がそれぞれの知見を持って活発に議
論するゼミだ。我々の強みであるリサーチと創
造力を用い、商品化を目指して精度の高い

「刺さる」提案に磨きをかける。

関西大学
徳山 美津恵ゼミ
5月から各チーム頑張ってきた。
秋カンに提案したアイデアと全く違うチームもい
て、不安も抱えているチームが多い。しかし、私
たちのキャンパスである高槻キャンパスでやれ
るので、それを強みに全員で力を合わせて頑
張りたい。

京都橘大学
瀨良兼司ゼミ
瀨良ゼミは、実践を通じてマーケティングを学
んでいる。様 な々プロジェクトにおいて培ったス
キルを活かし、熱意のある提案をする。「#Sカ
レさまです」を合言葉にゼミ生が一丸となり、自
分ごととして、生活者や顧客に寄り添った企画
提案に挑戦する。

京都産業大学
上元亘ゼミ
上元ゼミでは個性豊かなゼミ生
達がチームとして一丸となり、マーケティング・
ミックスを軸にプランを考え、活動を行ってい
る。自主性に重きを置きつつ、様 な々場面にお
いて楽しみながら結果を残すことを目標にして
いる。

共立女子大学
東 利一ゼミ
私たち東利一ゼミは、Sカレや輪
読を通しマーケティングについて学んでいる。フ
レンドリーで協調性がある11人のメンバーで、
和気あいあいと活動している。身につけた知識
と団結力を冬カンにて発揮し、「Sカレ優勝」を
目指す。

近畿大学
廣田 章光ゼミ
近畿大学廣田ゼミは、デザイン思考を用いて
ペルソナへの共感から、人々の潜在的な悩み
を発見し解決する。秋カンを通して学んだこと
を踏まえ、廣田ゼミ生ならではの視点からアイ
デアをブラッシュアップし、冬カンでは全チーム
が優勝を目指す。

駒澤大学
菅野 佐織ゼミ
私達菅野ゼミは消費者行動論を主に日々研
究に励んでいる。「やりたいことやり、言いたいこ
とを言う」をモットーに互いに刺激し合い高め
合うことで成長を止めない。冬カンでは秋カン
での悔しい思いを優勝という形で書き直すた
めに全力で取り組んでいる。

甲南大学
佐藤圭ゼミ
笑顔の素敵な佐藤先生を筆頭に、個性豊か
なメンバーが揃っている。Sカレ冬カンでは各
チーム優勝を目指す。冬カンまでの残り1ヶ月
程の期間、優勝を掴み取るために更に試行
錯誤したり、メンバーで切磋琢磨し最後まで力
を合わせて全力で駆け抜ける。

高崎経済大学
佐藤 敏久ゼミ
佐藤敏久ゼミは、2年次から積極的にビジネス
プランコンテストやマーケティングのインカレに参
加している。中でも最も力を入れているのが、S
カレである。チームで課題に立ち向かい、切磋
琢磨しながら商品化を目指す。

山梨学院大学
粘 逸彦ゼミ
山梨学院大学粘ゼミは「アイディアを形にす
る」をテーマに、様々なニーズに応えるための
ボードゲーム開発を行っている。今回は初のS
カレの参加なので、他大学の素晴らしいアイディ
アに刺激を受け、切磋琢磨ができたら嬉しい！

滋賀県立大学
山田 歩ゼミ
私たち山田ゼミはデザイン
的な思考から人々の行動を嫌な気持ちにさせ
ることなく変えることを活動内容としている。今大
会も、人々の行動を前向きに促しながら社会
課題を解決する商品の企画を行っている。個
性豊かなメンバーと共にSカレ優勝を目指す。

滋賀大学
山下 悠ゼミ
山下悠ゼミ、それは滋賀大学随一のクリエイ
ティブゼミナール。激しい選考を勝ち抜いた個
性豊かな十人十色の精鋭集団。商品企画
の楽しさ・難しさを感じながら挑んだ秋カンは
結果が振るわず。悔し涙は胸にしまい、お互い
に切磋琢磨しながら優勝を目指す！

神戸大学
吉田 満梨ゼミ
私たち神戸大学吉田ゼミは、先
生を含め個性豊かな14人が集まったゼミであ
る。主にマーケティングについて学び、Sカレでは
チームに分かれて日々切磋琢磨している。Sカ
レ冬カンでは各チームがテーマ優勝を目指
す。

神戸大学
宮尾 学ゼミ
私たち宮尾ゼミは、多様な活動
に積極的に取り組む個性豊かなメンバーと協
力して、Sカレに全力で打ち込んでいる。憧れる
先輩が昨年勝ち取った「コンセプト優勝」。私
たちもという思いで、冬カンに挑む。

専修大学
奥瀬 喜之ゼミ
私達は奥瀬先生ご指導のもと、
輪読・グループワークを通して商品開発や消
費者行動を学んでいる。ゼミ生の真面目で優
しい性格は奥瀬ゼミの強みである。メンバー同
士で支え合いながら商品化を目指し大会に
挑む。

大阪市立大学
小林 哲ゼミ
私たち大阪市立大学小林ゼミ
は営利企業のマーケティングをベースにしソー
シャルビジネスや地域活性化のためのマーケ
ティング手法について学んできた。さらにそれぞ
れの個性を生かして、Sカレも躍動して行く。

中京大学
宮内 美穂ゼミ
宮内ゼミでは、年間3つのビジネスコンテストへ
の出場を通してマーケティングについて学ぶ。
また、発信力や課題解決力など社会人に必
要な能力を身に付けるため、日々 取り組んでい
る。Sカレでは、これまで学んだことを発揮し優
勝を目指す。

同志社大学
冨田健司ゼミ
同志社大学冨田健司ゼミは、25名中女性が
8割を占める華やかなゼミだ。全テーマに出場
しているため、ゼミ一丸となって切磋琢磨しな
がら、全チーム優勝を目指して企画に取り組
んでいる。

南山大学
川北 眞紀子ゼミ
私たち川北ゼミは、春から秋にか
けて産学連携活動をさせていただきながら、
企画開発やPR活動を行ってきた。その経験
を活かして、Sカレでは個性溢れる15人のメン
バーが互いに切磋琢磨し合いながら、優勝を
目指している。

日本大学
水野学ゼミ
水野ゼミのコンセプトは多様性！
個性豊かなColorful Innovators18人が新
しい世界を切り拓く。それぞれが持つ才能と
日々 積み重ねた努力で、Sカレで大きな爪痕を
残したい。

日本大学
石田大典ゼミ
私たち石田ゼミは、先生のご指
導のもと輪読やグループワークを通し、マーケ
ティングについて学習している。チームワーク力
と何事にもひたむきな姿勢が取り柄のメンバー
で、日々 切磋琢磨している。チーム毎の優勝を
目指し、冬カンに挑む。

武庫川女子大学
高橋 千枝子ゼミ
武庫川女子大学高橋ゼミは、
今春に十人十色な20名が集い、一期生とし
て高いモチベーションを持って、日々様 な々活
動に励んできた。初参加となるSカレに対して
も、全チームが優勝という目標に向けて精力的
に取り組んでいる。

武庫川女子大学
西口 智美ゼミ
武庫川女子大学西口ゼミは、
個性を活かしてチャレンジ精神を大切にする
ゼミだ。月替わりで企画担当者がイベントを企
画することで、企画力を身につけている。また、
褒め合い・助け合いながら、初参加となるSカレ
へ向け、ゼミ一丸となり取り組んでいる。

武蔵野大学
古川 一郎ゼミ
武蔵野大学古川ゼミは、個性溢れるゼミ生と
古川先生の下、日々楽しく協力しながら、商
学・マーケティングの研究をしている。各チーム
互いに切磋琢磨しながら、より良い商品を企
画・提案することを目標に、冬カンで成果を残
していきたい。

兵庫県立大学
秋山 秀一ゼミ
活気あふれるメンバーが揃う秋山ゼミでは、事
例を用いた研究を行い、カフェとのコラボを通
してマーケティング力をつけるなど、実践的な活
動に取り組んできた。冬カンでは、秋カンでの
悔しさをバネに独創的な切り口で商品化を目
指す。

法政大学
杉浦未樹ゼミ
杉浦ゼミは、和気あいあいとした雰囲気のも
と、商品開発やマーケティングをアフリカ経済な
ど幅広い視野から学ぶ。各チームは、多くの
方 と々の触れ合いたくさんの刺激を受けなが
ら、優勝という目標に向けて日々意欲的に課
題に取り組んでいる。

法政大学
西川 英彦ゼミ
法政大学西川英彦ゼミは『「楽しい」をカタチ
にする実践的マーケティング』をテーマに、大
会への参加や企業様への企画提案等を通
じて商品企画を学ぶ。ゼミ生の多様な個性を
活かした活発な議論によって、切磋琢磨しな
がらＳカレ「優勝」を目指す。

名古屋市立大学
山本 奈央ゼミ
私たち名古屋市立大学山本奈
央ゼミは、実際の商品開発に向けた活動を
通してマーケティングを学んでいる。８人という
少人数ゼミではあるが、大胆な発想と行動力
を生かして、消費者の求める価値を提供でき
る商品・サービスを提案し、優勝を目指す。

明海大学
小谷恵子ゼミ
明海大学小谷恵子ゼミでは多
くの課題発見と解決に向け、主にグループ
ワークを用いた活動を行っている。相互扶助
の精神に基づき冬カンでは各チームごとに顧
客のニーズを汲み取った、価値提供が可能
な商品を提案をする。

目白大学
長崎秀俊ゼミ
目白大学長崎ゼミでは毎週企画書を作成
し、各チームのプレゼンに一人一人が必ず意
見することで、ゼミ全体で企画書を深掘りして
いる。マーケティングのノウハウだけでなく社会
で活かせる人間性もグループワークの経験と
学びを得て、磨き上げている。

立命館大学
今井 まりなゼミ
私たちのゼミはそれぞれのチーム
がSカレでの優勝、商品化を目指して日々活
動している。その中で思うように行かない時も
多々あるが、諦めずに各メンバーが自分に出
来ることを一生懸命取り組んでいる。Sカレでは
そんな努力の成果を存分に発揮したい。

流通科学大学
清水 信年ゼミ
私達は、独自のユーモアと各々
の経験を糧に、常に進化し続ける新たな世代
の逸材である。笑顔溢れる日々のゼミ活動の
ように、関わる全ての人を笑顔にさせることがで
きる。Sカレを機に個々の素晴らしさを示せるよ
う、全力で臨む。

和歌山大学
佐野 楓ゼミ
和歌山大学観光学部佐野楓ゼミでは、個性
豊かなメンバーの人柄を活かして、一人一人
が自分なりの意見を考えて討論している。
自分だけの考えに固執せず、幅広い視点や
観光学部ならではの考え方を活かして総合
優勝に向けて奮闘している。

和歌山大学
柳 到亨ゼミ
和歌山大学柳ゼミでは、柳先生のご指導のも
と実践的なマーケティング手法やプレゼン技
術を学んでいる。先輩方や同期との強固な繋
がりを活かし、ゼミ全体で協力して切磋琢磨し
ながら冬カン優勝に向けて全力で挑む。
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Sカレ2022  活動実績・予定

学生委員会 コンセプト発表

Autumn Conference

テーマごとに審査
コンセプト・テーマ1位

8つのテーマ
31大学36ゼミ531名の3年生

随時Facebookページ公開

Zoomミーティングにて、
Sカレ委員・学生委員に
よる会議を開催

秋カンでの指摘をうけ、
再検討しつつ、企画書作成

Zoomミーティングによる秋カンに
て、テーマに分かれてコンセプト
発表と審査により、コンセプト・
テーマ1位を決定

同時に、昨年度のSカレ2021の
商品化達成（実際に発売）チー
ムの総合優勝戦により、総合優
勝などを決定 

その後、懇親会実施

関西大学で開催された冬カンに
て、テーマに分かれてプラン発表
と審査により、プラン・テーマ1位を
決定
これにより各テーマごとに商品化
決定チームが決まる
さらに各テーマ１位はプラン優勝
戦へ
その後、審査・表彰を行い、懇親
会実施

次年度秋カンの参加学生の前
で実施される、ファイナリストの
商品化発表と審査により、総合
優勝などを決定（開催校・時期
は未定）

プラン発表 商品化発表 Sカレ2022総合優勝

Winter Conference

プラン・テーマ1位
プラン優勝 準優勝 3位

学生賞 日本マーケティング学会賞
吉田秀雄記念事業財団嘗

Autumn Conference

商品化達成の
優秀賞チーム対象

総合優勝 
準優勝 3位

テーマ企業との打ち合わせを行う

9月末（予定）までに商品化達成
（実際に発売）のチームには優
秀賞が授与され、総合優勝戦
のファイナリストとなる
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Sカレ2022  活動実績・予定

学生委員会 コンセプト発表

Autumn Conference

テーマごとに審査
コンセプト・テーマ1位

8つのテーマ
31大学36ゼミ531名の3年生

随時Facebookページ公開

Zoomミーティングにて、
Sカレ委員・学生委員に
よる会議を開催

秋カンでの指摘をうけ、
再検討しつつ、企画書作成

Zoomミーティングによる秋カンに
て、テーマに分かれてコンセプト
発表と審査により、コンセプト・
テーマ1位を決定

同時に、昨年度のSカレ2021の
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Autumn Conference
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総合優勝 
準優勝 3位

テーマ企業との打ち合わせを行う

9月末（予定）までに商品化達成
（実際に発売）のチームには優
秀賞が授与され、総合優勝戦
のファイナリストとなる
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Sカレ実績 今年度商品化 Sカレ実績

ノートラブル

Sカレ2021 商品発売

ノートラブルは聴者と難聴者との
コミュニケーションを円滑にする
筆談具である。「誰もが想いを届
けられる社会」の実現が目標だ。

（和歌山大学/柳到亨ゼミ） 

はぴたつ

Sカレ2021 商品発売

玄関周りに貼り付けて使用する
マグネシート商品。メモと足跡の
マグネットで置き間違いを防ぎ、
置き配をより便利にする。

（甲南大学/ 佐藤圭ゼミ） 

南紀白浜
SDGsを学ぶリアル謎解き旅

Sカレ2021 商品発売

ゲーム感 覚で楽しく真 剣に
SDGsを学べるツアー。白浜に眠
る伝説を基にしたストーリーと謎
解き問題を片手に新しい視点で
観光を楽しめる。

（和歌山大学/佐野楓ゼミ）

ぺらっぷ

Sカレ2021 商品発売

ピアノ演奏者の94%が抱える「楽
譜めくり」の悩みを解決する商
品。譜めくりを簡単にすることで、
快適な演奏環境を届けられる。 

（法政大学/西川英彦ゼミ）

小動物だって弔ってあげたい
～小動物用供養（埋葬）キット～

Sカレ2021 商品発売

生分解性の成分でできた、土に
還る小動物埋葬用の袋。埋葬
に丁寧な過程を加えることで、
ペットとの大切なお別れの時間
を提供する。

（神戸大学/宮尾学ゼミ） 

多可むすび

Sカレ2021 商品発売

兵庫県多可町の定住人口・交
流人口・関係人口という三者を
むすび、多可町産山田錦と特
産品を使用したおむすび型のサ
ブレである。

（京都橘大学/瀨良ゼミ） 

FIG COOKIE

Sカレ2021 商品発売

愛知県産の小麦粉と規格外イ
チジクを使用し、地域の食材を
生かしたクッキー。
保存料や化学調味料を一切
使用しない、自然派スイーツ。

（法政大学/杉浦未樹ゼミ） 

かくしてほせるん

Sカレ2021 商品発売

プライバシーのない避難所で、
下着を隠しながら干せる商品。S
字フックがついており、段ボール
の壁などどこでも使用できる。

（専修大学/奥瀬喜之ゼミ） 

Sカレ2020 商品発売

快眠スイッチ
温パジャマ
Sカレ2018 商品発売

愛守枡（めもります）
Sカレ2019 商品発売

キャリーの
ようにひらく
多機能
リュック
Sカレ2019 商品発売

ポッチャリン袋
Sカレ2019 商品発売

Dream リポD
Sカレ2019 商品発売

愛を
叫ぼう！
アイス
クリーム
の旅
山中温泉
Sカレ2019 商品発売

chackhome
Sカレ2019 商品発売

めくって揃えて 懐話ふだ
Sカレ2019 商品発売

むしキャッチリー デコペタシール

緊張しがちな
若手社員に
リポD！ 

今を高める
コレクション
～多可コレ～

3R Trip in 滋賀 ピタッとチェキ
Sカレ2020 商品発売

START UP↑ 就勝メーク
Sカレ2020 商品発売

Sカレ2020 商品発売

Sカレ2020 商品発売 Sカレ2020 商品発売Sカレ2020 商品発売

Sカレ2020 商品発売
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Sカレ実績

Sカレ2014商品発売
わちゃ

Sカレ2014商品発売
組み立てマス。

Sカレ2014商品発売
Revolutionary Movement

Sカレ2014商品発売
たためるクッション”Guard”

わってダース
Sカレ2015 商品発売

絆Ｔシャツ
OSORO
Sカレ2015 商品発売 Sカレ2015 商品発売

ASOBody

Sカレ2015 商品発売
ます香

a_MUG 
～絆を繋ぐマグカップ～
Sカレ2014商品発売

Sカレ2015 商品発売
クレンジング☆サプライズ

作ろう！自分地図
Sカレ2016 商品発売

gp
Sカレ2016 商品発売

Sカレ2016 商品発売
RAINBOUU

Ｂ-ＳＫＥＴ
Sカレ2015 商品発売

インターンシップ
から始める
就活ノート
Sカレ2015 商品発売

Sカレ2016 商品発売
Ｍasmoke

カル肩
クッション
トート
Sカレ2016 商品発売

ますこふれ
Sカレ2017 商品発売

サンカットヘアホイップ
Sカレ2017 商品発売

けなみんぐテープ
Sカレ2017 商品発売

Deco-cheer～デコッチャ～
Sカレ2017 商品発売

MAMA
LEISURE
Sカレ2016 商品発売

まぐねわらい
Sカレ2017 商品発売

ますカプセル
Sカレ2018 商品発売

ドシラソふぁみネット
Sカレ2018 商品発売

関空限定 リラックマTシャツ
Sカレ2018 商品発売

DolFitter（どるふぃったー）
Sカレ2018 商品発売

ぺっちゃんこ虫かご
Sカレ2018 商品発売

ますカプセル
Sカレ2018 商品発売

RuCush i on (りゅっくしょん)
Sカレ2017 商品発売

ポジレコ
Sカレ2017 商品発売

Sカレ実績
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置け枡-Okemasu- 
Sカレ2013 商品発売

UP STAND 
Sカレ2013 商品発売

Harful 
Sカレ2013 商品発売

木礼
Sカレ2013 商品発売

掛～かける～
Sカレ2013 商品発売

Toki Tate
Sカレ2013 商品発売

STEP UP 企業研究
Sカレ2013 商品発売

CONSHELF
Sカレ2013 商品発売

１からの学生生活
企む大学生
学生の視点から徹底解明！

Sカレ2013 
商品発売

１からの経営学部
Sカレ2013 商品発売

エソラ
Sカレ2013 商品発売

１からの学生生活
大学生活に潜む影響力を
学生の視点から徹底解明！

Sカレ2013
商品発売

１からの学生生活
大学生×きっかけ

Sカレ2013 
商品発売

Sカレ実績 Sカレ実績
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FLAT
ペットボトルが入るPCバック
Sカレ2006 商品サンプル化

Sカレ実績
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美販

体験価値のある段ボール商品

顧客のニーズを正確に捉え、商品を購⼊・使⽤することでユーザー

がどのような体験が出来るのか、また、ユーザーがその利⽤体験に

魅⼒を感じ、購⼊するまでの道筋を設計し、商品開発を⾏い、顧

客にとって今までになかった新たな”利⽤体験価値”を創造する段

ボール素材の商品を提案する。

商品化は、様々なパッケージデザインで段ボールケースや化粧ケース

などの企画・製造・販売をトータルで行う「美販」が実施。

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 2 15

016	 Dan－finity

017	 BABY ART

018	 ナイステール

019	 かぶせてないと

020	 FUNフラワー

021	 キッカケダルマ

022	 動物部位パズル

023	 フォトプレイ

024	 クリーンボックス

025	 福想ボード

026	 NEKO&

027	 wrappis

028	 貯きゅん箱

029	 AKUSPO

030	 紙芝居 「はらぺこげきじょう」

031	 いい子とコロリン

032	 たすけてあげる

033	 お箸ハウス



1 .観察 Observation 2 .試作品制作 Prototyping 3 .販売促進 Promotion

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 216

愛知学院大学　油井毅ゼミ/池田梨来、宮嵜凱生、森本裕麻

子どもの自己肯定感を高める玩具

「Dan－f i n i t y」は、子どもの創造力を
鍛えると同時に、自己肯定感を高めるこ
とのできる玩具である。
従来の知育玩具と違い、親も楽しむこと
ができるのがこの商品の特徴である。限
られたピースで形を作るため、子どもも親
も同じ難易度で取り組むこととなる。テー
マに対して、特徴を捉えて形を作る子ど
もの姿を簡単に褒められることも従来の
知育玩具にはない特徴である。
この商品を通して自分のアイデアに自信
を持てるような体験を提供したい。

私達は、段ボールと体験価値という
テーマから遊びについて着目した。日
本のZ世代は「自分の創造力に自
信を持てていない」という問題から、
創造力を身につけられる遊びはない
かと考えた。その結果、知育玩具が
最も有効的であると考え、大人でも子
どもでも楽しめる玩具を作りたいと考
えた。

大人も子どもも楽しめる玩具を考えた
結果、平面でも立体でも組み立てら
れるパズルを考えた。子どもを対象に
していることから、誤飲しないような大
きさを反映させた。実際に使って遊ん
でもらうと、最初は平面だけで遊んで
いたが、切り込みに気づき自ら組み立
てる姿が見られたため、創造力を鍛え
る効果は十分にあると言えるだろう。

指導教員
油井毅先生
からのコメント

段ボールを使用した便利グッズと体験価値の違いに試行錯誤しながら、組み立てパズル
が完成した。諸外国に比べ、我が国は創造性に自信がある生徒が少ないことを問題定義
し、幼少期から自己肯定感を高める非常にチャレンジングな取り組みである。

体験価値のある段ボール商品

チームYuToR i〔Dan－f i n i t y〕

競合製品は知育玩具やブロックなど
の玩具であるが、価格の面で差別化
が図れている。しかし、店頭に並べてし
まうと段ボール素材ということから手に
とってもらいにくいと考え、保育園や託
児所などで製品について理解してもらう
ことから始める必要があると考える。 大
人向けにはパーティーグッズとして細か
いピースなどでの展開を想定している。



St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 2 17

1 .観察 Observation 2 .試作品制作 Prototyping 3 .販売促進 Promotion

関西大学　徳山美津恵ゼミ/新垣萌、佐藤尚哉、山下ちひろ

ワクワク!毎月のマイホーム撮影
会～月齢フォト×AR体験～

「BABY ART」は、生まれてから毎月
1枚ずつ赤ちゃんの記念写真を撮る月
齢フォトとAR機能を組み合わせた画期
的な商品である。毎月のワクワクによっ
て子育てをもっと楽しんでもらいたい。数
年後、成長した子どもと一緒にアルバム
を見ることが楽しみになる商品を目指し
た。
プロカメラマンに頼らず、赤ちゃんの体調
に合わせて短時間かつ低コストで可愛
い写真をママが撮影できることが商品の
長所である。AR機能をつけることで、ア
ニメーションによって写真に更なる楽し
みを付加することができた。

インスタグラム調査によって月齢フォト
の注目度がかなり高いことが判明した
が、プロカメラマンによる撮影が主流
である反面、コロナ禍の影響や育児
負担により撮影が困難だと感じるター
ゲットのニーズを発見した。このことか
ら、自分で手軽に可愛い写真を撮影
できる商品が現代の母親のニーズに
当てはまるのではないかと考案した。

AR機能は通常、二次元コードから
読み込む方法が利用者・制作者と
もに断然扱いやすいのだが、写真に
写っても可愛いように段ボール製イ
ラストによりARが発現するための試
作を繰り返した。BOXのパッケージ
デザインにもこだわりがあり、ブック型
BOXを採用することで、インテリアとし
ても可愛い商品を目指した。

AR機能を活用した商品の面白さを
理解してもらう必要があるため、SNS
のハッシュタグを活用しターゲットに
向け拡散することや、母親の創意工
夫によって段ボールシートを組み合
わせる楽しみを提案することを目指し
た。セットごとにテーマを振り分けるこ
とで、シリーズ購入してもらえる施策
を商品アイデアとして組み込んだ。

指導教員
徳山美津恵先生
からのコメント

月齢フォトは、イマドキのママが創り出した子育てにおける楽しみであり、そのニーズをうまく
見つけ出して商品アイデアにした点は非常に評価できる。しかも、AR機能を追求したこと
で、総合情報学部らしいアイデアのアップグレードが見られた。

体験価値のある段ボール商品

TAURUS〔BABY ART〕
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京都橘大学　瀨良兼司ゼミ/小川日菜多、髙橋英康、水谷瑠伽

包丁を捨てる際の不安を無く
し、安心安全に捨て～る

「ナイステール」は、使えなくなった包丁
を処分する際に、迷わず包んで捨てら
れ、回収していただく業者の方も、安全
に作業していただける商品になってい
る。多くの地方自治体が推奨している
素材と捨て方に準拠した設計となって
おり、安全に捨てることが可能である。ま
た、包丁に付属して販売をし、包丁を購
入の際に、ナイステールで使わなくなっ
た包丁を包み、処分していただく。実際
に、回収業者の方が怪我をする事故も
発生しており、ナイステールを通して、刃
物を捨てる際に、正しい処分の仕方を
当たり前にする。

包丁を捨てた経験のない一人暮らし
の方へインタビューを行ったところ、自
治体の推奨する正しい捨て方を、知
らない方が多いことが分かった。また、
自己責任で捨てることに対して、不安
を感じるかと調査を行ったところ、9割
以上の方が不安であると回答した。
この結果から、包丁を安心して捨て
られる商品を作りたいと考えた。

よく使われている包丁のサイズや、各
自治体が定めている包丁の捨て方の
ルールにもとづいて設計した。ユーザー
テストでは、容易で安全に処分できる
かを検証し、柄の部分・刃の部分・先
端の部分を折りたたむ構造で安全性
を向上させた。さらに、説明書も付け、
処分時に自治体の定める捨て方を、
調べてもらうことを促すようにした。

指導教員
瀨良兼司先生
からのコメント

冬カン直前まで、メンバー全員が納得のいくクオリティを求めて試行錯誤していたチームで
ある。暗中模索の数ヶ月を経験したことによって、問題が定義された後は、プロトタイピングに
よる検証も速やかに行われた。最後まで粘り強く諦めない気持ちが、提案にも宿っていた。

体験価値のある段ボール商品

Try  Ang l e〔ナイステール〕

認知度を高めるために、TikTokの
ショートムービーなどのSNSを活用し、
商品紹介や使用方法、発生した事故、
回収していただく業者の方の生の声を
発信する。使い方だけでなく、危険性に
ついても共有することで、自分事として考
えてもらうきっかけにする。また、単品販売
ではなく、付属での販売にすることで、包
丁を買う人に認知してもらいやすくした。
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近畿大学　廣田章光ゼミ/伊藤隆、池山由伽子、梶原颯

すくすく育ってほしいという願いを
形にしたい

アクアリストが抱える、飼魚の安眠問題
の解決のための商品である。この商品
は段ボールの特性をいかに活用すること
ができるかということに注力した。段ボー
ル特性の遮光性・保温性の二つを活か
し、安眠の提供・水槽の苔の抑制・水
温維持の安易化を実現できた。段ボー
ルの加工が安易であることを活かした窓
の設置や、カスタムデザインの提案を行
い、機能だけでなくペットを可愛がりたい
というニーズの実現もできた。アクアリス
トのペットへの気持ちを反映するため、ア
クアリウムショップでのヒアリングを行い、
多くの方々にご協力いただいた。

商品企画を行うにあたり、身近な人が
抱える課題や悩みについてインタビュー
を行った。その結果、アクアリストの悩み
に着目した。彼らの悩みを解決するた
め、魚に安眠を提供するように囲いを
作るだけでなく、様子をのぞける形にす
ることで魚の安眠だけでなく飼い主が
安心して観察することができるようにし
ペットと人お互いのニーズを満たした。

プロトタイプ作成のために、実際にペ
ルソナに何度もこれでいいかと確認
を取りながら何度も作成を行った。
またアクアリウムショップの店員さん
や、プロモーション先の方にも実際に
フィードバックをしていただくことで、よ
り販売を視野に入れた改善を行うこ
とができた。

販売促進のため、販路先獲得と認
知度拡大の二つの観点から取り組
んだ。実際にアクアリウムの情報を
発信している方とズームでのオンライ
ンでのミーティングを行なったり、アク
アリウムショップへは直接店舗へ行
かせていただくことで、商品の良さを
伝えることができたと感じている。

指導教員
廣田章光先生
からのコメント

アクアリストという魚をペットにする人々が抱える魚の睡眠問題を解決する製品。規模は限
られるが強い解決要求のある問題を発見。企業の持つリソースと学生のネットワーク資源
を活用し実験を何度も繰り返した。優勝できなかったが、ゼミ生らしい斬新なアイデア。

体験価値のある段ボール商品

Done ³ !〔かぶせてないと〕
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甲南大学　佐藤圭ゼミ/磯部莉那、佐藤碧、松野胡桃

一人でも簡単!笑顔咲かせる段
ボールフラワー

「FUNフラワー」は、手作りダンボールフ
ラワーである。この商品は、いくつになっ
ても綺麗なものやおしゃれなものを好む
女性の気持ちを尊重したいという願い
と、手作りの楽しさを込めた、新しい造
花キットである。花の表面を無地、裏面
をカラー付きにすることで、見栄えを重視
したい人とアレンジをしたい人の双方の
意見を取り入れた。色ペンや色紙などで
アレンジ可能であるため、作り手の工夫
によって、世界でたった一つの自分だけ
の花を作ることができる商品である。

ある介護士の「多くの女性の利用
者は、花は好きだが、フラワーアレン
ジメントは知識がないからできない」
という声から花に着目した。市場調
査の中で、介 護 士の方からレクリ
エーションの考案に関する悩みを多
く耳にした。その想いを叶えるべく、室
内で一人でも簡単に綺麗な花を楽
しむことができる商品を考案した。

段ボールと花のイメージが真逆にあるこ
とを解消するために、花の色は原色に
し、段ボール感が少ないデザインにして
いる。介護施設に伺い、高齢の女性に
体験してもらうことで、組み立てやすさ
や見栄えなどを追求した。ヒアリング調
査や実証実験を複数のターゲットに行
い、改良を重ねることで、簡単・綺麗・楽
しさを兼ね揃えた試作品が完成した。

指導教員
佐藤圭先生
からのコメント

活動初期から、ターゲットを介護施設のユーザーに設定。現場の意見を丁寧に汲み取ってき
た活動姿勢は好感が持てる。段ボールを素敵な「花」に創り変える製品を提案。最後までユー
ザー目線で難易度の調整や見栄えにこだわった、チームの優しさが滲み出る商品となった。

体験価値のある段ボール商品

me ime i〔FUNフラワー〕

購入者である介護士の方がレクリ
エーションの購入先として挙げていた
ことから、店舗販売でハンズ様、EC
販売でAmazon・楽天を販路先とし
て選択した。プロモーションは、介護
事業所向け月刊誌である「月刊デイ」
や、介護施設のレクリエーションをサ
ポートする情報誌「レクリエ」を通して
行い、認知拡大や販路獲得を図る。
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神戸大学　吉田満梨ゼミ/坂田幸翼、柿添達哉、山下菜帆

受験生も支える人もみんなが幸
せに

キッカケダルマは、受験生に受験は周囲
の人の支えがあって成り立つものだとい
うことを感じるきっかけになってほしいとい
う思いを込めた受験生応援グッズであ
る。
この商品は、受験生のメッセージを送り
合うという文化に着目し、それらの保管
という機能を持たせることで、受験生本
人が集まったメッセージや手紙などをみ
て、周囲の想いや支えに気づくことがで
きたり、キッカケダルマに付属しているメッ
セージカードを使用することで、その支え
てくれた人たちへ感謝の気持ちを伝える
キッカケができたりするという利用体験
価値がある。

私たちはダンボールの特性から、組み
立てるとボックスとして活用できる点を
活かすために、受験期の贈り物の保
管場所について調査した。その結果、
バラバラに保管している人や、引き出
しに保管している人が約75%で、一
つの定まった場所にまとめて収納して
いる人が少ないことから、想いを一つ
にする商品を作りたいと考えた。

手紙を入れるという使用法から、一般
的な便箋を4つ折りにした際に入る大
きさに調整した。箱の内側には、取り
外し可能なメッセージカードが付属し
ている。また、納品時のことを考慮して
写真のようにシート状にし、かつ、顧客
が簡単に組み立てられるような設計
を意識した。そして、合格祈願の意味
を込めて、だるまの色を白色にした。

塾や予備校への販売だけでは販
売機会が受験期に限られてしまうた
め、幅広くキッカケダルマを活用して
もらう必要がある。そのため、本来だ
るまにはその色ごとに意味が込めら
れていることから、用途に応じて達磨
の色を変えての販売も考えている。目
標達成の他に、魔除けや健康祈願
など幅広く活用できる。

指導教員
吉田満梨先生
からのコメント

秋カンから大きくピボットしたものの、最終的に完成度の高い企画となったと思う。販売経
路の塾や寺院とも繰り返しやり取りする行動力と、ユーザーの思いや体験価値だけではな
く、パートナーにとっての価値を繰り返し議論したチームワークが素晴らしかった。

体験価値のある段ボール商品

うりぼーる〔キッカケダルマ〕
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駒澤大学　菅野佐織ゼミ/河村詩恵、新藤未来人、山口緩海

食を楽しむきっかけになるパズル

「動物部位パズル」は、牛・豚・鶏の三
種類あり、その動物の部位の名前が書
かれたピースが部位の位置に配置され
ているパズルである。
この商品はすでに市場に存在している
プラスチック製の動物部位パズルの、高
価である、手に取る人が限られる、捨て
るのにためらうという点を段ボールで作る
ことで克服した商品だ。
この商品を焼肉店でお土産として配布
することにより、家族と一緒に焼き肉を楽
しむ体験とパズルを楽しむ体験が得られ
る。この二つの体験価値によって食に興
味を持つきっかけを作っていく商品であ
る。

パズルの食材は、小学生の八割が
好きと答えた肉を採用した。配布す
る店舗は、最も人気の調理方法で
ある焼肉を提供している焼肉店に
決定した。また、段ボールならではの
特性として好きな色に塗るシールを
貼るなど自由なカスタムが可能で、オ
リジナルパズルを作ることができる。

試作品を作り、学童保育を訪問し
た。実際に小学生からパズルに対す
る意見を集め、改良を重ねた。また、
パズルの仕様に関しても三店舗の
焼肉店を訪問し、お店の方からの意
見を反映させた。お客様に対しても
パズルを体験してもらいアンケートを
実施し、消費者の声を集めることで
市場の反応も集めた。

指導教員
菅野佐織先生
からのコメント

彼らは常にユニークな発想で多くのアイディアを創出し、最終的にこの肉の部位パズルを
提案した。プロトタイプを数種類作成し、学童の子どもたちに意見をもらったり、近隣の焼肉
店数店に協力を仰いで調査を行ったり、行動力と遊び心のある発想が素晴らしかった。

体験価値のある段ボール商品

とろっこ〔動物部位パズル〕

販路として焼肉店でのお土産配布
をすることで認知を拡大させる。ま
た、プレゼントがもらえる店という印象
を付ける、遊ぶことで思い出させる。
その結果再来店につながるというサ
イクルを確立することで焼肉店にもメ
リットが生まれる。お土産配布するこ
とで、販売促進にもつながる。
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滋賀大学　山下悠ゼミ/知花瞬、尾方翼

フォトブックを手軽に飾れてその
まま保管できるケース

現在は、スマートフォンやパソコンから簡
単に写真を編集してフォトブックとして
製本まで行うサービスの利用者が増加
している。しかし、フォトブックを保管する
ケースは存在するものの、そのままインテ
リアとして飾り、見返すことまで想定した
商品はひとつも無い。私たちが考案した
「フォトプレイ」は、フォトブックを保管す
ることができるだけでなく、インテリアとして
飾ることができる商品である。これにより、
気軽に思い出を振り返ることができる。

子どもの写真の保管について調査
を行った結果、アルバムではなくフォ
トブックを作成する家庭が4割いるこ
とが判明した。フォトブックについて
市場調査したところ、市場規模は拡
大しているが、フォトブックを作成もし
くはプレゼントとして受け取った後の
保管や扱いに困る人が多いことを発
見した。

インテリアの一部として、フォトブックを
飾ったままで保管できるような方法がな
いか検討した。インテリアとして飾るため
には、外からフォトブックが綺麗に見える
ようにしなければならないが、見える範
囲が大きすぎると保管する際に問題が
生じるため、そのバランスに苦戦した。ま
た、ケースを飾るスタンドもどれぐらいの
大きさが妥当なのか試作を重ねた。

フォトブックを利用する消費者が、フォ
トブックを注文した際にオプションと
して「フォトプレイ」を付けることが望ま
しいと考え、販売経路としてフォトブッ
ク通販サイトを想定した。様々なサイ
ズのフォトブックに対応したケースを
つけることができれば、フォトブックを
作成するメリットも高められると考え
た。

指導教員
山下悠先生
からのコメント

アクシデントによりチームメンバーが2人になったこともあり、アイデア出しと絞り込みに非常に
苦労したチームだった。方向性が定まってからの行動力は抜群だったので、「アイデアが
出ればすぐにプロトタイプを作って試す」ということを今後も実践していってほしい。

体験価値のある段ボール商品

ホースラディッシュ〔フォトプレイ〕
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同志社大学　冨田健司ゼミ/大曲美緒、関本友加里、宮田愛佳

手軽に買えてそのまま捨てられる
サニタリーボックス

「クリーンボックス」は、手軽に購入して、
そのまま捨てることができる使い捨てのサ
ニタリーボックスである。
この商品は、外泊をしたい生理中の女
性にターゲットを絞っている。それは、高
性能なサニタリーボックスは多くの企業
から発売されているが、手軽に安く買え
て持ち運びのできるサニタリーボックス
は販売されていないからである。
全ての女性に、今まで感じたことのない
快感と満足感という体験価値を提供し
ていきたい。

商品の開発を始めるにあたり、消費
者のニーズを探るため「急に生理にな
り、生理用品を捨てる場所に困ったこ
とがあるか」というアンケートをとった。そ
の結果、回答者307名のうち252名が
「ある」と答えた。そこで、手軽に購入
でき、衛生面にも優れた段ボール製の
サニタリーボックスを開発すれば、多く
の女性の悩みを解決できると考えた。

生理用品を捨てるボックスであるた
め衛生面にこだわり、一度中に入れ
ると逆さにしても出てこない蓋の形式
を導入した。アンケート結果に基づ
き、花柄などの派手なデザインではな
くシンプルな白と黒のデザインを採用
した。また、実際に作成した試作品
を使い、箱の大きさや色などの細や
かな商品改良を繰り返した。

指導教員
冨田健司先生
からのコメント

この商品は女性ならではの視点で、女性には不可欠な商品と言える。人には言いにくい悩みが
解決され、女性の行動がより活発的になることが予想できる。この商品は友人宅に泊まる時を
主に想定しているが、女性の社会化には必須の商品へと発展していく可能性を秘めている。

体験価値のある段ボール商品

同志社大学 冨田ゼミ〔クリーンボックス〕

この商品は、“緊急時にも手軽に買
える”をコンセプトにしている。「どこで
買えることができたら嬉しいですか?」
というアンケートを実施したところ、多
数がコンビニやドラッグストアと回答。
そこで京都を中心に展開しているド
ラッグストアでの販売が決定。大学
の多いエリアに展開することで、女子
大生の共感を生み認知を得る。
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兵庫県立大学　秋山秀一ゼミ/高重采希、永阪万理、山小瀬巧

大切な人を思い出や想いと共
に送り出す副葬品

台紙にメッセージを書き、写真や故人の
思い出の品を貼りつけ火葬の副葬品と
することで、思い出や想いと共に天国へ
旅立ってもらう商品だ。死という誰しもが
通る道を悔いなく送り届けたいという想
いから考案された商品で、①故人との
思い出の写真を選んでもらい貼りつけ
る、②親族や大切な人からメッセージを
書いてもらう、③フリースペースのページ
に故人のコレクションの切手やお孫さん
が折った折り紙など故人に気持ちが伝
わるものを貼りつける、④この商品と共に
故人を見送る、というそれぞれの場面に
おいて体験価値を創出する。

大学生を対象としたアンケートや街頭
でのインタビューから、多くの人が普段
から大切な人に気持ちを伝えることがで
きていないという結果が判明し、また、
大切な人が亡くなった後に伝えたいこ
とがあるということがわかった。調査結
果をもとに葬儀会社に聞き取りを行い、
言い残した気持ちを形にして想いを伝
えることができるような商品を考えた。

段ボールをA4サイズで三つ折りにで
きるように切れ込みを入れ、最初の2
ページは写真が貼れるように、3ペー
ジ目はフリースペースにした。折り紙
を副葬品として入れたいという意見
から試作品では折り紙を貼りつけ
た。デザインは葬儀をイメージし表紙
には百合の花のデザインや、裏面に
も花をデザインするなど工夫をした。

実際に葬儀場で取り扱ってもらうこと
が希望だったため、様々な葬儀場へ
連絡し商品の提案を行った。いくつも
の葬儀場に断られたが、最終的には
年間1万件以上の葬儀を行っている
某企業様から、葬儀のプランに組み
込むなどの販売方法であれば販売
可能という意見をいただき、商品化
決定後の交渉権をいただいた。

指導教員
秋山秀一先生
からのコメント

大切な人に気持ちを伝えるメッセージボードとして、葬儀の副葬品に着目した。人生最後の
イベントを起点として、それに関わる人々の体験価値を創出する。終活への関心の高まりや
葬儀スタイルの多様化を背景に、利用シーンがイメージできる秀逸なコンセプトである。

体験価値のある段ボール商品

エトワ〔福想ボード〕
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法政大学　杉浦未樹ゼミ/佐々木由斗、佐藤梨緒、千田俊英

簡単に猫ハウスに変身する配送箱

「NEKO&」は、配送箱と猫ハウスの2つ
の役割を持つ商品である。
この商品は、定期的に配送段ボールを猫
ハウスに自作している猫の飼い主がター
ゲットだ。
普段段ボールで猫ハウスを自作している
飼い主の3つのニーズを叶える事が出
来る。その3つのニーズとは、「既存の段
ボール製猫ハウスを購入したくない」「もっ
と簡単に段ボールを加工したい」「猫ハ
ウスに必要な条件を満たす」である。
猫ハウスに変身する、という付加価値を加
える事で配送箱はコストにしかならないと
いう既成概念を覆す事が出来る、これま
で類のなかった商品だ。

私たちは段ボールから猫を連想し、段
ボールで猫ハウスを自作している飼い
主に着目した。なぜ段ボールで猫ハウ
スを自作しているのかアンケート調査を
行ったところ猫が好きな段ボールで安く
簡単に猫ハウスを作りたい人が多くいる
ことに気付いた。そこで私たちは普通の
配送箱にこれらのニーズに応えた付加
価値のある配送箱を作りたいと考えた。

普段から段ボール配送箱で猫ハウス
を自作している家族をペルソナに設定
し、試作品を実際に使用してもらいな
がら商品改良を繰り返した。猫が落ち
着けるサイズや配送箱としての強度を
保つための設計を模索した。また、作
成した試作品を何名かに配り、実際
に加工が簡単か、強度は十分か、猫
が使用するかなどの確認を行った。

指導教員
杉浦未樹先生
からのコメント

ダンボールを日常使いしているエンドユーザーを見出したことが大きく、その存在を検証する
ために、猫の飼い主にSNSを通じて丁寧にリーチした。商品を猫ベッドから猫ハウスへと変
更したが、ターゲットのニーズからぶれずシンプルな仕様にした点もよかった。

体験価値のある段ボール商品

ニャンボール〔NEKO&〕

ペット用品通販サイトを通して顧客
に届く仕組みだ。「NEKO&」を取
り替える目安となる1～2ヶ月に合わ
せ、通販サイトで販売しているキャッ
トフードやおやつのセット販売商品
での配送箱として販売する。飼い主
は自分の猫の可愛い写真を撮って
SNSで交流を楽しんでいるため、認
知度の向上が見込める。
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法政大学　西川英彦ゼミ/市原実佳、釜谷円香、髙橋昂希、山口玲奈

一人ひとりに向けたおもてなしが
できる結婚式DIY商品

「wrapp i s」は結婚式で席札としても、
ギフトブーケとしても活躍する商品だ。
結婚式でゲストの座席を伝える主流の
アイテム「席札」と、コスメやお菓子、写
真などを入れて作る流行のアイテム「ギ
フトブーケ」とを掛け合わせた新たな
結婚式DIY商品である。結婚式内で
使用するアイテムを自作する「結婚式
DIY」を行う新郎新婦が多いことに着
目をした。
この商品は、メッセージを書いて準備す
るのは新郎新婦、花やプチギフトを入れ
てブーケを完成させるのはゲストという、
新しい参加型の結婚式で思い出に残る
おもてなしや、体験価値を届ける。

テーマの体験価値を「嬉しいをもっと嬉
しくする体験」と定義し、嬉しいが溢れ
る結婚式に着目。結婚式で段ボールを
生かすものとして結婚式DIYに注目。9
割以上の新郎新婦が行う結婚式DIY
は、嬉しいを届けるおもてなしの手段だ
と判明。また新郎新婦、式場の方、ゲス
トの方への調査から「一人ひとりに向け
たおもてなしが大事」だと分かった。

結婚式という華やかな場でも映えるよう
に見た目にもこだわり、新郎新婦やゲス
ト、結婚式アイテムを取り扱う企業の方
にヒアリングを重ね、改良を繰り返した。
たとえば、「デザインがシンプルで淋し
い」という意見を改善すべく、そのままで
もおしゃれに見えるように花束のデザイ
ンを加えるなど細部にまでこだわって制
作した。

結婚式関連のアイテムを扱う通販サイト
や、式場で用いられるカタログへの掲載
を通じて販売。また、結婚式関連の情
報を取り上げるSNSアカウントや、専門
店での紹介によって認知拡大を目指
す。さらに、この製品のアレンジ性を活か
し、ギフト専門店でも販売。多様な販売
方法によって、新郎新婦がこの商品に
触れる機会を増やし、購買促進を狙う。

指導教員
西川英彦先生
からのコメント

結婚式DIYという時流を捉えた、独自性の高い製品である。新郎新婦をはじめ、販路とな
る可能性のある多くの企業に積極的にアポイントを取り、多くのアドバイスを受け、試作品の
ブラッシュアップを繰り返した姿勢はとても評価できる。

体験価値のある段ボール商品

N i i i i c o t〔wrapp i s〕
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武庫川女子大学　高橋千枝子ゼミ/有馬鈴葉、岡梨奈、小谷麻椰

「ありがとう」できゅんと未来を変
える

「貯きゅん箱」は、ありがとう貯金ができ
る商品だ。しかしそれだけではない。貯
金後は、写真やメッセージなどの装飾を
することで、ありがとうと共に思い出の詰
まったアルバムとしてプレゼントをすること
もできる。そしてこの商品の最大の魅力
は「貯める・装飾する・アルバムを渡して
一緒に見る・飾る」全ての瞬間に相手を
想う「きゅん」とする気持ちも自然と心に
貯まっていくことだ。「きゅん」がたくさん貯
まれば、相手への「愛」も深まる。これこ
そが未来を変えるきっかけになるかもしれ
ない。そのような可能性を秘めた商品で
ある。

私たちは体験価値を考える際、人の感
情に焦点を当てた。そしてZ世代に行っ
た調査で、「お礼をしたかったが感謝
の言葉だけで終わってしまった」という
経験が多く見られた。このもどかしさの
解決法を探す中で、アルバム等の手作
り市場拡大と、完全に手作りの「ありが
とう貯金」がSNSで流行し始めている
ことに着目し、商品化を目指した。

ありがとうとお金を貯めて、さらに思い
出も一緒に残せる構造を考えると、ア
ルバム型貯金箱にたどり着いた。ま
た、真っ白な段ボールを使用すること
で装飾する際に創造するワクワクを、
メッセージ部分を扉タイプにすること
で渡した相手が開けるときに「中には
何が書いてあるのだろう」というドキド
キを感じられる仕組みになっている。

指導教員
高橋千枝子先生
からのコメント

アイディアの練り直しが続いた中、「貯きゅん箱」は彼女達らしい視点を織り込んだ秀逸な
商品企画案だと思う。プロトタイプや紹介動画、スライドへのこだわりが強く、心配なぐらい
ミーティングを重ねていた。その真剣な姿勢は今後も継続してもらいたい。

体験価値のある段ボール商品

MaRS〔貯きゅん箱〕

インスタグラムで「キュンクラブ」を開
設し、ターゲットのニーズにあった情
報発信を行う。認知拡大後、同垢で
「貯きゅん箱」の宣伝を行い、購入ま
での機会創出をはかる。また、購入者
には貯きゅん箱のハッシュタグで投稿
してもらうことで、顧客同士のコミュニ
ティを作る。同時に新規顧客への宣
伝となり更なる認知拡大を目指す。
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武庫川女子大学　西口智美ゼミ/朝山綾香、井上莉緒、亥野遥

推しの記念日を推しが主役にな
れる背景で撮影しませんか

「AKUSPO」は、アクリルスタンドで写
真を撮る際に背景として使う商品であ
る。この商品は推し活をしている人に対
して推し活をもっと楽しくいいものにでき
ないかという思いから考えた商品である。
そこで推し活で活用されているアクリルス
タンドで困りごとがないかと模索し、背景
が足りないのでいい写真が思い出として
残せないというアクリルスタンドを持って
いてもいい活用の仕方がなくて困ってい
る人に目を向けたものである。

私たちには家で写真を撮る際、綺麗
な背景が無いという困りごとがあっ
た。また、SNSで推しのアクリルスタン
ドを使い写真を撮っている様子をよ
く目にしていた。そこで、家で推しの
写真を綺麗に撮ることができる背景
があれば、需要があるのではないか
と考えた。

アクリルスタンドを持っており、推し活
をしている女性をペルソナに設定し、
試作品を使って撮影をしてみて写
真の映り方、アクリルスタンドとの相
性などの見ながら商品の改良を行っ
た。また実際に推し活やアクリルスタ
ンドを持っている方に使用していただ
き、改良しながら作成した。

アクリルスタンドという市場は確立し
ているが、その背景という市場は存
在しているが、認知は低い。そのため
認知を広げる事から始める必要が
あると考えた。沢山の人の目に入る
SNS特にInstagramやTiktokで
ばずらせる必要があるため、#アクス
ポを作ることが重要である。

指導教員
西口智美先生
からのコメント

もっと綺麗な背景で写真を撮りたいという若者ニーズに注目したアクリルスタンド商品。段
ボール素材の特性を活かし、軽い、安い、汚れても良い、簡単廃棄がこの商品の魅力だと
言える。推しが主役になれる特別な背景で記録に残す商品価値を創造する。

体験価値のある段ボール商品

あいうえお〔AKUSPO〕
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明海大学　小谷恵子ゼミ/大坪一輝、大槻丈、内海翔陽

お家でカンタン紙芝居体験、価
格は税抜き980円

「はらぺこげきじょう」は、4才から7才の
子供を持つ親をターゲットにした商品で
ある。この商品は、従来の紙芝居との違
いとして手軽に、自宅で子供自ら体験で
き、私たちが考えたストーリーで楽しく遊
ぶことができる。。本体とスライド12枚で
構成され、スライド全てを入れた状態で
出し入れがしやすい商品である。中身を
変えれば、自分の考えたストーリーで紙
芝居屋さんのような事もできるのも利点
である。

戦後は紙芝居のブームとなった時
期でもあり、全国観客動員数はなん
と6億人もいた。紙芝居は、映画、テ
レビの参入、紙芝居師の高齢化、
政府からの規制などから産業が大
きく衰退し、今では需要が大きく下
がっていることが現状だ。そんな伝統
ある紙芝居の現状に着目し、復興し
たいと考えた。

対象年齢の子どもが扱いやすいサイ
ズを想定して作成した。また、スライド
をセットする奥行も全てのスライド+人
の指1本入れることのできるスペース
を作った。スライドはオリジナルストー
リーを考え、紙芝居ならではの世界
観と協調性を培うことを目的とした内
容である。

指導教員
小谷恵子先生
からのコメント

昔ながらの紙芝居のよさを段ボールで表現しようとした商品を考案。現状分析もしっかり行
い、試作品も作ったが、試すところまでできずに時間切れとなってしまった。実際使ってみて
もらって改良していければ、さらに良いものになったと思う。

体験価値のある段ボール商品

焼き芋〔紙芝居 「はらぺこげきじょう」〕

新市場の開拓ではないので、どんなも
のかは想像しやすいだろう。商品の販
売はBASEというネット通販を予定し
ている。 簡単で、初心者でも販売しや
すいサイトで、お子様や、保護者に「は
らぺこげきじょう」の事を知ってもらう必
要がある。 ダンボールの優位性や、
価格設定の安さ、家でもできる手軽さ
において、 良さを知ってもらいたい。
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立命館大学　今井まりなゼミ/榎園凌河、土屋花乃、萩原雅貴、山添花純

目標を達成することでもらえるプ
レゼントボックス

「いい子とコロリン」は子供がお手伝い
の大切さや楽しさを学ぶことが出来る商
品である。この商品は、既存製品として
存在している「プレゼントボックス」と「お
手伝い」を掛け合わせた新しい商品で
ある。幼稚園～小学校低学年くらいの
子供を持つ母親はお手伝いを通して子
供に他人を思いやる気持ちや主体性な
どを育んで欲しいと考えている。しかし、
心の中でそう思っていても現実ではなか
なか子供はお手伝いをしてくれない。そ
こで、私たちはこのような課題を解決す
るために子供が進んでお手伝いをしたく
なるような商品を考えた。

私たちは小学校低学年の子供を持つ
母親にお手伝いに関するインタビュー
を行ったところ、「お手伝いをして欲し
いけどなかなかやってもらえない」「気
分に左右されて継続してやってもらえな
い」という声を聞くことが出来た。そこで、
これらの課題を解決するために子供が
お手伝いの大切さや楽しさを感じるこ
とが出来る商品を作りたいと考えた。

子供がお手伝いをしたくなる仕組み
になるよう工夫した。そこで、ボックスの
側面部分に行うお手伝いの内容とも
らえるご褒美が書けるスペースを印刷
し、フタ面部分にはリボンを印刷した。
そして、子供が実際にお手伝いをする
ごとにリボンに色を塗っていき、最終的
にリボン全体に色が塗れたらご褒美
のプレゼントがもらえる仕組みにした。

まずこの商 品を大 型 商 業 施 設に
入っている雑貨屋で販売してもらうこ
とを考えた。これは大型商業施設に
はターゲットである親子連れがたくさ
ん訪れ、商品に触れる機会を多く創
出できると考えたためである。そして、
ママさんインフルエンサーにこの商品
をPRしてもらうことで商品の認知度
をより向上させていくこととした。

指導教員
今井まりな先生
からのコメント

秋カン後に商品企画内容を変更したが、変更後の段ボールの特徴を生かすアイデア創出
に苦労していた。その後のサイクルはうまく回し、時間がない中で商品提案を形にするところ
までこぎつけた。アイデアが早めに定まっていればより良い提案ができていたと考えている。

体験価値のある段ボール商品

ぽっぺっぴ～〔いい子とコロリン〕
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流通科学大学　清水信年ゼミ/松本晴、末本祐一郎、金丸健臣

大切な人へ心配を想いにのせ、
手渡す

「たすけてあげる」は心配をギフトボック
スという形で渡し、受け取ったその日から
備えができるといった、防災バックとかけ
合わせた商品である。
私たちが普段、他人に抱く心配をどうに
か形にできないかと考え生まれた商品で
ある。
ダンボールの加工ができる点、包む点を
利用し、「受け取る瞬間」と「受け取っ
た後」の二つのタイミングで、気持ちのあ
り方と、形が変化していくギフトボックス
型の防災バックである。
今までのギフトボックスのあり方を変える
ことのできる商品である。

私たちは、近年の災害の多さから、
大切な人に防災の意識を持たせる
シーンを想像した。その際、「直接防
災バックを手渡す人は少ない」という
こと、それから「相手に対しての直接
的な想いは、どうしても恥ずかしい」と
いうことに気づき、焦点を合わせた。
そこで生まれたのがこの「たすけてあ
げる」である。

私たちは、秋カンや冬カン以外にもさ
まざまな商品を考えて作る、「ムダヅ
クリ」を行なった。日常のあらゆる不
便を解消するため、片っ端から制作
した。そこでの気づきもあり、デザイン
はギフトとして使える「子供っぽさ」に
注力し、災害時では子供の心細さ
の拠り所になれるようウサギなどの動
物を中心に試作品制作を行った。

指導教員
清水信年先生
からのコメント

秋カンでの提案内容から大きく変更したため、かなり苦労を重ねたチーム。短い期間で試
作品づくりまで行い冬カンに間に合ったことは評価したいが、限られた時間を最大限活用
できるようなチームワークがとれたか、よく反省をして今後に生かしてほしい。

体験価値のある段ボール商品

ミライヅクリ〔たすけてあげる〕

私たちはプレゼントを贈る際、ギフトボッ
クスを利用する全ての人をターゲットと
設定し、外装を「動物」にした。この外
装は防災バッグの観点では新しく、子
供でも親しみやすい絵柄にすることで災
害時「心の拠り所」として人形の立ち位
置も持つ。段ボール特有の「包装」を
違った角度で打ち出し、雑貨店やスー
パーといった異なる専門店で展開する。
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和歌山大学　柳到亨ゼミ/王新慧、滝下連太郎、山本啓太郎

子供が配膳のお手伝い!ハウス
型お箸ケース

「お箸ハウス」は子供に配膳のお手伝
いを促す商品である。この商品はお箸
を入れるケースを親子で制作することに
より、子供が食事の時に自分から食器
を出し入れすることを目的とした商品で
ある。特徴としては、ケースの外観を子
供の感性で自由にアレンジできることや
収納場所に家族の名前が書けること、
屋根裏のスペースにも収納機能があるこ
とがある。制作した商品は食卓に置き、
子供が制作した作品を飾りながらお箸
ケースとして実用的に使用してもらう。特
に食事の切り替えが難しい子供が楽し
く食事の準備をすることを目指したい。

アンケートやインタビューを通して、親
が子供との食事で多くの悩みを抱えて
いることに気付く。専門家へのヒアリン
グを経て、お箸を準備することから始め
させるという発想は、お母さんの悩みを
解決したい、子供のお手伝いを促した
いというところから考えた。子供が食事
の準備をするきっかけ作りとして、私た
ちのチームはお箸ハウスを企画した。

子供が食事に積極的に参加してくれ
ないというお母さんたちの悩みを問題
意識として設定し、商品の展開図から
デザインまで試行錯誤を繰り返した。
実際に複数のターゲットに試作品を
使ってもらった感想を商品に反映させ
たり、子供の教育に詳しい専門家の方
にフィードバックをもらったりすることで、
より完成度の高い商品を目指した。

この商品は親子で制作する工作キット
であるため、子供向けの工作商品が
置いている店舗での販売を想定した。
例えば、書店のキッズコーナーやスー
パーの文具売り場に着目し、販売交
渉に力を入れた。他にも、子供向け施
設での体験型工作イベントを検討し、
多くの方と一緒にオリジナリティ溢れる
作品を楽しく制作する方法を考えた。

指導教員
柳到亨先生
からのコメント

お箸ハウスは、子どもが配膳の手伝いを通じて、食事への積極的な参加を促す商品である。TRRRY
は、企画をより精緻化するために、①親子が一緒に制作する体験核の実現、②段ボール素材で耐
久性や衛生管理、に時間を割合した。3人の根気強さが見事に発揮された商品企画である。

体験価値のある段ボール商品

TRRRY〔お箸ハウス〕
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DHC

地球が笑顔になる通販配送箱

通信販売を主とするDHC では毎⽇多くの箱をお客様のもとへと届

けている。環境問題が話題になっている今、地球にもお客様にも笑

顔になってもらえるような配送箱を提案してもらう。⼿に取ったお客様

⾃らが、⾯⽩い、他の⼈にもシェアしたいと思う仕掛けを考案し、SNS 

等を通じて環境保全の輪を広げられるような配送箱を提案する。

商品化は、化粧品・健康商品・ダイエット・ファッションなど、あらゆる

事業から女性の美と健康を支えている「DHC」が実施。
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036	 進んで分別!レトロボックス
037	 通販配送箱でできる、大人のためのプラネタリウム
038	 リピートしたくなる2wqy 配送箱
039	 めくるんぼっくす
040	 B－BOX
041	 Re :pack
042	 ウマい防災ボックス
043	 ミステラBOX
044	 エコ育BOX
045	 ハコビ－
046	 Letter from ヨシ子さん
047	 fanサbox
048	 フォーチュンボックス
049	 ユニバーサルサニタリーボックス
050	 安心まも～ル
051	 ペットスタンボール
052	 作って備える「防災ボックス」
053	 環境問題に触れるパズルボックス
054	 にゃんにゃんツアー
055	 エコクロスワード
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大阪市立大学　小林哲ゼミ/岡田紗也加、中本実優、野尻智聡

簡単かつ自発的に分別を行え
る配送箱

「進んで分別!レトロボックス」は簡単か
つ自発的に分別をすることが出来る商
品である。
この商品は真ん中に仕切りがあり、ゴ
ミ箱が二つに分かれているため、簡単
に分別を行うことが出来る。表面には
チェックボックスを設けることで地域に
よって異なる分別方法にも対応すること
が出来る。また、ターゲットである20代女
性に訴求するためにデザインを今Z世代
の間で流行している昭和レトロにした。こ
れから持続可能な社会を作っていかな
ければならない世代の意識を、その世代
である私たちが自ら根本的に変えようと
試みた商品である。

私たちは若者が分別に対して、どの
ような意識を持っているのか調査し
た。質問の一つとして「分別は面倒
か」と伺ったところ、約75%もの人が
面倒だと答えた。面倒だと感じてしま
う分別をより簡単かつ自発的に行っ
てもらえるような商品を開発したいと
考えた。

ターゲットである20代女性が使いた
くなるようなデザイン性とゴミ箱として
の実用性を兼ね備えた配送箱の作
成に取り組んだ。旧式の箱を用い、
仕切りを二次使用するなど工夫を凝
らした。作成した試作品は何名かに
配り、実際にゴミ箱として使用してもら
い、使用感の確認・改善点の発見
に努めた。

指導教員
小林哲先生
からのコメント

配送用段ボールをゴミ箱として活用することで、分別を促し環境保護に活用しようという考
え方やレトロの包装を使用するという方向性は高く評価できる。その方向性をさらに洗練さ
せ、プレゼンの段階で「欲しい」と思わせることができればなお良かった。

地球が笑顔になる通販配送箱

エコにイイコト ecot〔進んで分別!レトロボックス〕

この配送箱の知名度を上げるため、
昭和レトロがコンセプトの#ディーエイ
チシーとエコにイイコトキャンペーンを
行う。内容は、昭和レトロ風なLINE
スタンプを無料配布し、HPやSNS
のデザインをレトロに統一する。また、
#をつけてゴミ箱の写真を投稿してく
れた人の中から抽選でプレゼントが
当たるイベントを実施する。
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関西大学　徳山美津恵ゼミ/影井颯斗、早坂百花、森川晴菜

DHC様の商品と共に"星"を運
ぶ通販配送箱

「通販配送箱でできる、大人のためのプ
ラネタリウム」は、様々な理由で星を観
ることが少なくなった大人たちに、星を届
け、環境について考えてもらうきっかけを
生む商品である。
これは、忙しい大人たちが頭を使うことな
く、視覚で楽しめることを目指したアイデ
アである。星のデザインは季節に合わせ
て変更し、プレゼントとしてDHCの商品
を贈る場合は、星の代わりにメッセージ
を写すこともできる。また、箱を開けるとす
ぐに目に入る位置に地球と環境の豆知
識を掲載し、環境保全への意識を高め
られることもこの商品の特長である。

私達が行った調査で見えてきたの
は、SDGsの理解度の低さと、星は
好きだけど様々な理由で観ることが
少なくなったという大人たちの声だっ
た。私たちは、こうした背景をもとに、
通販配送箱自体がプラネタリウムと
なり、楽しみながら環境について考え
られる商品を作りたいと考えたのであ
る。

試作品制作は1番労力のかかった
部分である。箱の形や大きさはどの
程度変えるのか、何度も議論と試行
錯誤を重ねた。ガムテープを使わず、
ワンタッチで折り畳めるというDHC
様の箱へのこだわりを壊さない設計
を心がけた。箱のデザインにもこだわ
り、モノラボで塗装まで行った。

DHC様の会員数は1560万人以上
であるため、実際にこの配送箱を送
るだけで多くの顧客の関心を集めら
れるだろう。主要商品が口コミの多
い化粧品や健康食品であることから、
『 SN S映え×口コミ』の効果による
拡散を狙う。また、人気女性誌の記
事を皮切りに、様々なメディアに取り
上げてもらい、幅広い認知を得たい。

指導教員
徳山美津恵先生
からのコメント

非常にロマンチックなアイディアとそれに基づいたプロトタイプだったと考えている。ただ、
DHCにおいて通販における配送箱とは何か、ということを深く考えることでアイディアを更に
深められたのではないかとも感じている。

地球が笑顔になる通販配送箱

三方よし〔通販配送箱でできる、大人のためのプラネタリウム〕
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京都産業大学　上元亘ゼミ/城阪伸哉、石田夏奈、八木美月、村田愛夏

ただ物を運ぶ配送箱から使って
いただけるような配送箱へ

引き出し付きで、ドレッサーにも変化する
2wayタイプの配送箱。箱の魅力を上げ
ることによって顧客がシェアしたくなる、か
つSDGsに配慮した箱になり、商品が自
宅に届いた後も使い続けてもらえる。引き
出しにすることで収納としての強度を高
め、積み重ねてアイテムごとにまとめて収
納ができるようになる。またふたを組み立
て手持ちの鏡を立てかけると簡易的なド
レッサーになり、この製品の簡易さとお
手軽さを、他の化粧品を使う人たちに教
えてあげたいという気持ちにさせる効果
が見込める。

株式会社DHCの現状分析を行い、主
な売り上げが出ている顧客層と製品の
把握、次に世界で流行の配送箱のビ
ジュアルとなぜ評価されているかの推
察。主なターゲットを最も売上がある化
粧品を購入している顧客層に限定し、顧
客層に沿ったテーマとコンセプトの決定、
物を運ぶ配送箱から繰り返し使っていた
だけるような見た目と機能面を考案した。

内箱と外箱に分けることで配送面で
の安全性を強化し、ドレッサー用と
引き出し用の使い分けができように
切り取り線を追加した。実際にDHC
の配送箱を手に取って、全体のサイ
ズ変更は行わずに引き出しタイプ・ド
レッサータイプへの変更が可能であ
るかを検討した。

指導教員
上元亘先生
からのコメント

通販配送箱を捨てずに活用する点ではドレッサーという企画はそれなりに意味があると考
えられる。ただし、顧客がこのドレッサーを使うことにどういった価値を見出すことができるの
か、また企業にとってどういった意義があるのかについてもう少し検討すべきであった。

地球が笑顔になる通販配送箱

はこちーむ〔リピートしたくなる2wqy  配送箱〕

①購入時に既存の配送箱を希望の
顧客に配慮し、変更後の配送箱での
配送が可能であるか可否を選択式に
する。②中サイズと大サイズに変更を
加え、ターゲットを化粧品などの小物
を買ってくださる顧客に限定。③繰り
返し使える点においてSDGsを考慮し
ていることの周知、配送箱の変化を顧
客にSNSなどで使用感を周知する。
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共立女子大学　東利一ゼミ/三田村舞、市原実來、大石真帆、大和ゆり佳

届いた人の笑顔から地球の生
き物へ笑顔の連鎖

この配送箱には2つ大きな特徴がある。
1つ目はリサイクルできないものがついて
いないということだ。2つ目は伝票をそのま
ま捨てることができるということだ。この配
送箱は、今まで届いた時に少しめんどく
さいと思ってしまう分別やゴミ捨てを極
限まで楽にする。さてダンボールはもとも
と高いリサイクル率をほこるがその高リサ
イクル率にあぐらをかいてはいないだろう
か。私たちはありそうでまだ見たことのな
かった思わずリサイクルしたくなる配送
箱で地球全体に笑顔になってもらう。

私たちはどれくらいの人がダンボール
についているガムテープや伝票を剥が
しているか聞いてみたところ、約9割の
人が剥がしていないと回答した。また9
割がリサイクルされているダンボールだ
が、その一部が未剥がし物によってリサ
イクルに不適切なものになっているとい
う点に着目し、楽に片付けられるうえに、
リサイクルに貢献できるものを考えた。

実際にダンボールを何個も使い、切り
（時には手で無理やり自分たち好み
の形にしたことも）、試作品を作り続
けた。どうにかガムテープを使わない
組み立て方を生み出した。また伝票
を直接捨てるための方法に最も苦戦
し、現在の差し込み式の非木材に
貼る形を考えついた。作成した試作
品を知人に見せ、反応を確認した。

この配送箱はまずサプリメント等の小
さいサイズのものを注文した人のみ
に使用する。よく利用する40代～50
代の主婦にこの配送箱の便利さ、楽
さを感じてもらい笑顔になってもらっ
たところで井戸端会議の話題にして
もらい、徐々にDHC様の知名度アッ
プに繋げていく。

指導教員
東利一先生
からのコメント

リサイクル率9割という段ボールをより快適にリサイクルしてもらおうという企画。実際に段
ボールをリサイクルに出している人は、本当に快適なリサイクルを実感するはず。テープや送
り状はがしは案外面倒くさいもの。しょうがないと思いがちな不満への着目が面白い。

地球が笑顔になる通販配送箱

D班〔めくるんぼっくす〕
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近畿大学　廣田章光ゼミ/城内彩伽、温井麻夏、北野悠平

自分磨きのモチベーションを高
めてくれる配送箱

B－BOXは自分磨きに努力を重ねる女
性のモチベーションを高めてくれる配送
箱である。
この配送箱は、自分磨きを頑張る40、
50代女性が、綺麗でいるための努力に
対して「孤独感」を感じてしまい、高いモ
チベーションを維持することができないと
いう問題をMVPカードやデザインを通し
て解決できるものである。また、自分磨き
を頑張る女性たちがお互いにモチベー
ションを高め合える場所を提供するため
に、公式LINEを利用したDHCのオー
プンチャットを開設し、そこに参加するた
めの二次元コードも添付している。

私たちは、DHCが美と健康をサポー
トする商品を提供していることから、
自分磨きを頑張る40.50代の女性に
注目した。そこで、インタビューやアン
ケートを通して、彼女たちが日常生
活の中で抱える綺麗でいるための努
力に対して「孤独感」を感じてしまう
という隠れた問題を発見した。

日々美容サプリを試したり、トレーニ
ングに取り組んでいる49歳の女性を
ペルソナに設定し、彼女と共に試作
品作成を行い、試行錯誤を繰り返し
た。配送箱を折りたたんだ時にしか
見えないメッセージをつけることや、今
月のMVPカードなどに関しては、実
際にペルソナや同じ悩みを抱えた人
にも体験してもらい検証を行った。

指導教員
廣田章光先生
からのコメント

自分磨きに努力を重ねる女性が孤独を感じていることを探索調査から明らかにした。この問
題が努力を持続できなくなる要因であることに気づく。この問題を同じ状況にある他者とつな
げることで自分磨きをする人々を応援する解決するサービスを開発した視点がすばらしい。

地球が笑顔になる通販配送箱

KUH .〔B－BOX〕

特に、私たちは自分たちが作った配
送箱を「誰に」届けるかという部分に
着目した。そこからMVPカードつける
ことや、オープンチャットとという機能
をつけることで、顧客とDHCの接点
をより多く作り出そうと工夫した。この
ように接点を多く作り出すことで、顧
客にECサイトから商品を買いたいと
思ってもらおうと考えた。
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駒澤大学　菅野佐織ゼミ/佐々木優衣、寺田さくら、橋本奈々

商品を受け取った人が誰かに
送りたくなる配送箱

配送箱として再利用するのに特化した
箱である。外側だけでなく内側にもデザ
インを入れることで開けた時に更に喜び
を感じられる。またメッセージカードと封
入できるフレームをつけたことで、離れて
いる人にも想いを伝えることができる。自
分に届いた箱が、何処からきたのかがわ
かる「箱の旅履歴」を付けることで目に
は見えない繋がりを感じられる箱にした。
リサイクルするにもエネルギーがかかる
段ボールを、再利用することで環境に配
慮した行動ができ、開けた時の幸せを
誰かに届けることで、人との繋がりを感じ
られる箱である。

実体験に基づき、商品だけでなくメッ
セージカードも封入されていた方が
嬉しいと考えアンケートをとった結果、
9割の人が嬉しいと回答したため、こ
の案を採用した。また、配送箱が何
回再利用されたか知りたいという意
見をいただき、旅の履歴という仕掛
けを作った。

試作品は、耐久性、汚れの目立ち具
合、届いた人の反応を検証した。
結果、耐久性は3回までの再利用が
可能、汚れの目立ち具合は気になら
ないという意見が多く、また、届いた
人から「開けた瞬間に相手への気
持ちが伝わり、ワクワクした」という意
見をいただいた。

都道府県を書いてもらい、再使用し
て次の誰かに届いた時に、この箱が
どこを旅してきたのかわかるようにし
た。 遠くから旅してきたという面白さ
や、何回も再使用されているとわかる
ので、SNSでシェアされやすく、DHC
が再使用を促して環境を笑顔にして
いることを拡散できる。

指導教員
菅野佐織先生
からのコメント

彼らは早くからプロトタイプを作成し、試行錯誤しながら、最終的な完成品としてのプロトタ
イプを作成していった。高いチームワーク力はもちろん、このデザイン・シンキングによるアイ
ディア改良が今回のプラン優勝につながったのではないかと思っている。

地球が笑顔になる通販配送箱

菅野ゼミ DHC班〔Re : p a ck〕
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滋賀県立大学　山田歩ゼミ/藤崎由渚、音谷ちさと、武立あかり、柴田海透

防災を楽しく日常に取り入れる

「ウマい防災ボックス」は、非常食を日
常で美味く食べて、上手く防災すること
がコンセプトの配送箱である。ローリング
ストックによる食材備蓄の方法には「賞
味期限を確認するのがめんどう」「食材
の管理が難しい」「食べなれないもので
献立を考えるのが難しい」などの問題が
隠れていた。この箱はそれらの問題を全
て解決することができる。また、笑顔あふ
れる食卓を目指して、冷蔵庫の余り物も
同時に消費できる栄養バランスの良いレ
シピを記載、フードロスをなくしながら普
段のご飯をもっと楽しくできるようにした。

私たちはフードロス問題に注目して調
査を進めたところ、災害時のための食
材備蓄がフードロスにつながっていたと
いう現状を知った。その問題の解決手
段としてローリングストックがあるものの、
管理が難しいなどの様々な問題があ
り、実践しづらい点があることに気づい
た。そこで私たちはローリングストックを
手助けする配送箱を作りたいと考えた。

仕事や家事に追われている主婦で
も簡単に楽しくローリングストックを実
践できるように、様々な工夫を凝らし
た。箱に賞味期限を書く欄をつけて
日にちを管理できるようにし、商品の
パックごはんを一個一個取り出しや
すい箱の構造にした。また、箱の蓋に
レシピを印刷して非常食を日常でも
美味しく食べられるようにした。

指導教員
山田歩先生
からのコメント

備蓄対策として浸透してきたローリングストック。食品ロスの一因だったという盲点を突き、
「季節の献立」機能などを織り交ぜながら楽しく課題解決する配達箱。防災や食品ロスと
いうと口うるさいアイデアになりがちだが、生活感情に寄り添った「上手い」アイデアである。

地球が笑顔になる通販配送箱

ニャンボール〔ウマい防災ボックス〕

DHCの公式HPや公式LINEなど
に、ローリングストックと「ウマい防災
BOX」に関する特集を掲載してもら
い、認知度の向上を図る。また、サプ
リメントやコスメなど、ローリングストッ
クに対応していないDHCの他の商
品も同じ「ウマい防災BOX」と記載
された箱で配送して、配送箱自体
が広告になるようにする。
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専修大学　奥瀬喜之ゼミ/加藤小雪、永久七海、笹川美咲

楽しみながら環境保全について
学べる配送箱

「ミステラBOX」は、謎解きを通して地
球環境保全を学ぶことのできる配送箱
である。配送箱とLINEの連携を行い、
環境保全をゲーム感覚で学びながら、
その面白さでSNSへのシェアへと促す。
ターゲットは新規顧客となる20、30代を
メインとしているが、謎解きは知識ではな
くひらめきで解くことができるため、DHC
様の既存顧客も取り残さずに新規顧客
の獲得へ繋げることができる。定期便の
お客様に商品が届くたびにワクワク感を
届け、笑顔にするため、3ヶ月に1回更新
を行えるよう、全4テーマを考案・自作し
た。

デプスインタビューを行ったところ、「環境
保全にはあまり興味がない」といった回
答が大半だった。さらに、既存調査より
環境問題の中でも関心度に差があるこ
とが判明したため、関心が低い環境問
題に着目をした。また質問紙調査や既
存調査では、謎解きが若年層に人気が
ありSNSとの相性が抜群と判明し、「環
境保全×謎解き」の考案に至った。

DHC様からお客様への配慮の詰まっ
た箱の形は変更せず、DHC様だか
らこそできる謎の仕掛けを内装に施し
た。また、謎と環境保全の質を高める
ため、謎解き制作会社や環境教育の
関係者と連携し、作成した。外装には
SNS映えを意識したインパクトのある
メッセージを印刷し、遊びながら学ぶ
前と後の2回でシェアされるようにした。

利用するSNSとして、拡散力のある
Twitterと若年層の利用率が高い
Instagramを取り上げ、「あなたは
この謎を解くことができますか」という
画像をDHC様の公式Tw i t t e rと
In s t a g r amのストーリーズで投稿
し、詳細をオンラインショップで確認で
きる形とすることで興味を引き、購入
へと促すこととした。

指導教員
奥瀬喜之先生
からのコメント

DHCの配送箱を開封した時の独特な形状を生かした提案。4テーマのクイズ、LINEとの連携
を含め、完成度の高い企画提案ができた。実際にクイズに取り組むかどうか、効果検証をした点
もよかった。完全にDHCにカスタマイズした提案だっただけに、実装化につながらず残念だった。

地球が笑顔になる通販配送箱

Te r r a  g i r l s〔ミステラBOX〕
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高崎経済大学　佐藤敏久ゼミ/久保颯汰、蛭川芽依、鍛治凜

親子で畳もう楽しく学べるエコ
育BOX

エコ育BOXは、箱に印刷されたリサイク
ルに関するストーリーとクイズを読み進め
ながら楽しく畳むことが出来る配送箱で
ある。ストーリーにはDHCのオフィシャル
キャラクターが登場し、漫画形式で子
供が楽しんで読めるような内容になって
いる。そのストーリーの中で、リサイクルに
関するクイズが3問出題される。箱の底
に書かれた最後のクイズを解くと、自然
と箱が畳まれる仕組みになっており、子
供に楽しくリサイクル体験を、提供するこ
とができる。

ターゲットである子育てママ100人に
アンケートを実施。配送箱にどのよう
なメリットがあれば通販を利用し続け
たいと思いますか?という質問に、約
過半数の人が「廃棄しやすい」という
回答をした。この事からエコ育BOX
には簡単に箱を畳める機能を持た
せ、尚且つ子供でも簡単に箱を畳て
るメリットを持たせる事が出来た。

畳みやすいDHCの配送箱の形をほと
んど変えずに使用した。DHC公式キャ
ラクターを漫画風のオリジナルストー
リーに登場させ、イラストとセリフを切り
貼りした。底のキャラクターを引っ張った
ら畳める仕組みをより簡単に行えるよう
に組み立てを繰り返した。実際の箱は
印刷を想定。また、試作品は親子に体
験してもらい子どもの反応を確認した。

指導教員
佐藤敏久先生
からのコメント

配送箱を楽しくたたむことで生まれる「親子の笑顔」を「地球の笑顔」につなげるという意欲
的な商品である。箱を開けた親子がDHCのキャラクターが登場するストーリーを読みながら
クイズ形式でリサイクルについて学び、最終的に箱をたたむことができる工夫を凝らした。

地球が笑顔になる通販配送箱

Ka l an〔エコ育BOX〕

プレゼントキャンペーンを実施する。切
り取りできるキャラクターと通販で購入
した商品とを一緒に撮り、Instagram
にシェアする。#エコ育BOXで地球を
笑顔に」と公式Instagramのタグ付
けを必須とし、取り組みを拡散する。企
業の認知度向上も図る。抽選型で当
選者にはオリジナルグッズや割引クー
ポンをプレゼントする。
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同志社大学　冨田健司ゼミ/甲斐万琴、島千智、新浜陽花

配送箱を再利用する配送システム

通販配送箱を使った配送システム『ハコ
ビー』とダンボールに仕掛ける『QRメッ
セージ』である。ダンボールを1度の使用
で終わらせず、極限まで使用してもらうこ
とを目的とした。繰り返し使ってもらうた
めに、配送箱を使用し、宅配配送サー
ビスを利用した際、通常よりも2割程、安
価に配送することができるという配送シス
テムを考案した。また、誰かに送りたくな
るような仕掛けをダンボールに取り入れ
た。 QRコードを読み取るとメッセージを
入力することができ、受取人に差出人か
らのメッセージが届くというものである。

私たちは、ダンボールの現状を分析
することで、日本におけるダンボール
の回収率・古紙利用率は共に90%
を超える高い水準であることがわかっ
た。そこで、世の中に出回るダンボー
ルの量を減らすことはできないか、と
考え、通販配送箱を繰り返し使って
もらえるようなシステムを構築しようと
考えた。

誰かに送りたくなるような仕掛けを考
えた。コストを重視し、ダンボールに対
しては、QRコードを印刷するだけでよ
い仕掛けを考案した。QRコードを読
み取ると、送り手が入力したメッセー
ジが、ARでキャラクターとともに表示
されるというものである。メッセージの
表示方法において、どのような形態を
取るのがベストかを何度も検討した。

販利用者が、配送箱を使用し、送る
ことで、その方へのプロモーションとな
る。受取人がさらに他の方に送れば、
それもプロモーションとなり、より通販の
販売促進に寄与する。ヤマト運輸と
提携することを考えていたため、ヤマト
運輸の方の利用率も上がり、販売促
進では、DHCとヤマト運輸の互いにメ
リットのあるシステムであると考える。

指導教員
冨田健司先生
からのコメント

地球を笑顔にするために、配送箱を極限まで使ってもらうという観点から、配送システムに着
目した興味深い商品となった。確かに配送箱は丈夫に作られているため、繰り返し使うこと
が可能であり、環境を考慮した商品である。非常に熟慮された新時代の逸品と言えよう。

地球が笑顔になる通販配送箱

MHC（エムエイチシー）〔ハコビ－〕

※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。
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名古屋市立大学　山本奈央ゼミ/後藤洋平、近藤龍之介、松本朱音、家森理彩子

のぞいて発見!学んで経験!地球
に貢献!

箱をメディアにして環境意識を向上させ
ることを目的とした通販配送箱である。
穴から覗きたくなるというナッジを利用し、
ついつい二次元コードを読み取りたくな
る工夫を施した。二次元コードを読み取
ると、LINEでの診断につながる。ここで
は、2つの質問に答えることで、それぞれ
の顧客に合った環境保全行動をサポー
トするDHC商品を提案する。このプロセ
スを通じて、顧客の環境意識だけでな
く、行動変容も促すことができる。「穴を
覗く」という面白さにフォーカスした新し
い通販箱である。

我々は、顧客の意識向上のために二
次元コードの活用を考えた。身近な商
品や、街中には二次元コードがあふ
れており、今や主要なウェブへのアク
セス手段である。しかし、意外に読み
取られない!そこで、観光地の顔ハメパ
ネルや望遠鏡などに注目し、人々が穴
を覗きたくなる性質を利用することで今
までにない新しい通販箱を目指した。

親しみを感じてもらえるように、DHCの
キャラクターのタマ川ヨシ子さんからの
お手紙をいれたデザインにし、のぞき穴
も開封時に開けられるようにした。この
試作品を35名に試してもらった。「新
しい発想だった」、「覗かざるを得な
い!」など、高評価だった。楽しみながら
環境に対する意識を向上させることが
できるという確証を得ることができた。

指導教員
山本奈央先生
からのコメント

「いかに行動変容につなげるか」を「意外と読み取らない二次元コード」という着眼点から
考えた点、また「覗き穴」という誰もがついやりたくなる行動で課題解決した点が評価できる。
また試行錯誤しながらも提案ならびに論拠を丁寧に積み上げていたことが印象的である。

地球が笑顔になる通販配送箱

A IMABLE〔Le t t e r  f r om  ヨシ子さん〕

※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

二次元コードを読み取ると、LINEでの
商品診断につながる。メイン顧客層が
主に使っているSNSがLINEであった
ため、心理的負担もない。診断結果を
LINEなどのSNSでシェアするだけでな
く、楽しさを身近なコミュニティのなかで
シェアすることも期待できる。3ヶ月に一度、
テーマを変えることで定期購入者でも飽
きずに楽しむことができるよう工夫した。
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日本大学　水野学ゼミ/伊藤妃里、佐々木瑛士、舟田羽雛

配送箱で現場オタクから地球を
笑顔に!

「fanサbox」は年々市場を拡大してい
るオタクに焦点を当て、オタクを通して
環境問題の解決を目指す商品である。
この商品は、ライブなどで持つファンサう
ちわを作る際に発生する材料集めの手
間を解消し、かつ自分の「推し」の情報
を進んで発信するオタクの特性を活用
したプロモーションから、環境問題につ
いて身近に考え、情報の発信を促すこと
が可能である。また、DHCにはオタクに
人気のある「速攻ブルーベリー」という
商品があるため、既存商品を活用した
相乗効果も見込める。

私たちは若年層の8割以上がオタク
であることと、DHCの商品の中でオタ
クに圧倒的認知度を誇る商品を発
見した。そこでターゲットをオタクに絞
り、ニーズを調査したところ、ファンサ
うちわを作るための材料集めを手間
に感じている人が多いことに気付い
た。そこで私たちはその手間を解消で
きる商品を作ろうと考えた。

現場オタクに配送箱の一部をファン
サうちわ作りに使ってもらうという商品
設計のもと、使ってもらう部分は何色
が良いのか、どんな形が良いのか調
査しながら作成した。また、配送箱なら
ではの工夫として折り畳んだ時にメッ
セージが出てくる仕組みも考えた。そし
て、作成した試作品は実際にターゲッ
トに手に取ってもらい、改良を重ねた。

商品の機能だけでは環境保全の輪
を広げることができないと感じ、「私と
推しの環境グランプリ」というプロモー
ション企画を考えた。環境問題と推し
を絡めることで、問題解決への義務感
をなくすとともに、環境問題への関心
を持ってもらう。また、オタク同士でエピ
ソードを楽しくシェアしてもらうことで、こ
の商品の認知度を高める目的がある。

指導教員
水野学先生
からのコメント

商品開発は、自分たちの思いや理屈だけでは不十分。周囲から学ぶ謙虚さ、現場に何度
も通うフットワーク、試作品へのこだわり、そして日程管理。それが揃わないと自己満足。次
の成長に向けて、足りなかった部分を見直しましょう。

地球が笑顔になる通販配送箱

ゆかし〔fanサbox〕
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法政大学　杉浦未樹ゼミ/北野可恋、孫婉婷婷、竹花芽衣、竹内美裕

占いの力で、気づいたら地球を
笑顔にする配送箱

フォーチュンボックスは、今までにない手
紙型のデザインに、世に人気な占い要
素を取り入れたワクワクいっぱいの通販
配送箱である。
一見普通の配送箱と同様だが、開封す
るとかわいくデザインされた手紙が目に
入る。さらに手紙を開けるとかわいいヨシ
子と占いが全面に登場する。商品だけ
でなく、開封過程にもちょっとした笑顔や
喜びを届けるのが狙いだ。
フォーチュンボックスを通して、お客様の
現在の悩みを解決し、お客様を笑顔に
したい。同時に、再配送などリユースの
文化を浸透させ、段ボールの使用量の
削減や環境問題の解決に貢献したい。

私たちは3Rのリユースに着目し、
DHCユーザーにアンケートをとった
ところ、多くの方が「再配送」に利用
していることが分かった。また、「再配
送に利用する際の悩み」も伺った。リ
サイクルとリユースの相乗効果で、お
客様の現在の悩みを解決し笑顔に
しつつ、環境に優しい配送箱を作り
たいと考えた。

数多くのアンケートとインタビューを行
い、その都度デザインの修正を行っ
た。送り状の貼付や実際の梱包作
業に配慮した上で、お客様に最大な
ワクワクを届けられるよう、工夫を凝
らした。また、作成した試作品を使っ
て実際に配送・再配送を行い、再配
送できる回数と強度面の確認も行っ
た。

指導教員
杉浦未樹先生
からのコメント

箱を再配送に使っているDHCユーザーが多いことを丹念な探索調査で実証し、再配送
しやすくする改良を早くから進めた。その後、多数が関心をもつようなキャンペーンを「占い」
を鍵にまとめた。多要素をどう整理し、統一したイメージにするか最後までがんばっていた。

地球が笑顔になる通販配送箱

Ｄｅａｒ〔フォーチュンボックス〕

顧 客にフォーチュンボックスという
「DHCのエコでかわいい箱」を認知し
てもらう必要性を感じた。キャンペーン
を運用することで、多くの方にフォーチュ
ンボックスを届け、「手元に届いた配
送箱を使い捨てるのではなく、再配送
に使う」という意識を浸透させ、新たな
配送箱として更なる支持を得て、公式
オンラインストアの利用を増加させる。
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武庫川女子大学　高橋千枝子ゼミ/冨士久海子、松野莉子、三木悠以奈

あの不快感と共に捨てられるサ
ニタリーボックス

「ユニバーサルサニタリーボックス」は、
通販配送箱を用いた誰もが使用できる
使い捨てサニタリーボックスである。
近年では前立腺がん罹患者数の増加
により、男性でも「汚物入れ」需要があ
るのが現状だ。「女性のもの」として認
識されていたものに対し、人々の平等の
輪を広げることを目的に、ユニバーサル
デザインを配送箱に乗せて届ける。
配送箱に対する抵抗感を梱包材で覆う
ことで軽減させ、工夫を重ねた蓋によっ
て、衛生面を保つ仕組みを取り入れ
た。
「誰もが安心して暮らせる」世の中への
一歩を踏み出すねらいである。

配送箱のアイデアを得るため調査し、約
5割は環境への配慮に注目していること
がわかった。 地球もお客様も笑顔にな
る配送箱を誰もが使用できるサニタリー
ボックスと定義し、配送箱を使い捨てサ
ニタリーボックスとして利用する仕組み
を考えた。さらに調査を重ねSDGsとユ
ニバーサルデザインの関連性、サニタ
リーボックスの男性需要に注目した。

衛生的でストレスフリーなサニタリーボッ
クスを作るため、蓋の構造に拘った。蓋
の先端を差し込むことで弁の役割を果
たし、跳ね返り式で蓋が自動的に開閉
する。これによりワンタッチで汚物を入れ
ることが出来、入れた後も中身が見えな
い構造を実現可能とした。また、デザイ
ンも木目調とし、男女どちらも使用しやす
いユニバーサルデザインとした。

近年の男性需要にも着目し、SDGsと
ユニバーサルデザインによる人の平等、
ジェンダー平等で「誰もが安心して暮
らせる」平等の輪を掲げる。これにより
家族で抵抗感のない使用に繋げ、認
知を拡大する狙いである。また蓋裏に
施された仕掛けで、ユニバーサルデザ
インや男性・女性の悩みにアプローチ
することで、潜在的な需要に訴求する。

指導教員
高橋千枝子先生
からのコメント

秋カン提案内容からの軌道修正には迷いもあったようだが、「誰もが使用できるサニタリー
ボックス（ユニバーサルデザイン）」を掲げてからは一気にプランの整合性や精度が上がっ
た。特に消費者の声を丹念に拾ってのプロトタイプの工夫は素晴らしかった。

地球が笑顔になる通販配送箱

ここなっつ〔ユニバーサルサニタリーボックス〕
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武庫川女子大学　西口智美ゼミ/竹中葵、善塔千晶、川村亜矢子、松岡佑奈

楽しく気軽に、安心の輪を広げよ
う!もしもに備える防災箱

「もしもに備える防災箱、安心まも～ル」
は、長期的に防災意識を向上させる
DHCの配送箱である。
この配送箱は、保存食を定期便で配送
する際に使用する。災害に備えて家に置
いている保存食の期限を切らしてしまう、
という悩みを解決するために開発した。
配送箱の側面には期限チェック表を、
開けてすぐ見える位置に防災に関する
チェックリストや防災クイズを印刷する工
夫を施した。私たちの考えたサブスク用
の配送箱で、保存食のロス削減、人々
の防災意識の向上を目指す。

私たちはまず、防災に関しての現状
を知るために、防災意識調査を行
い、同時にサブスクの需要調査も
行った。その結果、防災意識は特に
若者世代が低く、サブスクはあれば
利用したいと回答した人が約7割で
あった。それを踏まえ、若者世代を
ターゲットにした防災サブスクを新し
く作り出したいと考えた。

子供が2人いる20代の女性で、最
近多発している地震に対して備えて
おいている保存食の期限を切らして
しまうという悩みを持つ人をペルソナ
に設定し、試作品を制作した。期限
切れを防ぐには何をどうすればいい
のか、また本当にそれがあれば少しで
も悩みを解決出来るのかを試行錯
誤しながら考えた。

指導教員
西口智美先生
からのコメント

災害が多い日本では、防災商品が非常に注目されている。しかし、防災商品には、サブスク定
期便という発想がまだ導入されていない。この商品は、「楽しく、気軽に、安心の輪を広げよう!
もしもに備える防災箱」という位置づけから開発され、食品ロスと防災意識の向上に役立つ。

地球が笑顔になる通販配送箱

まも～ル〔安心まも～ル〕

新しい市場への参入の為、しっかりと
プロモーションを行わなければ成功す
る可能性は低い。そこでプロモーショ
ン内容として、HPでのPR、そして有名
芸能人を起用したCM広告、最後に
公式LINEでの促進をする必要があ
る。はじめは公式LINEなど身近なとこ
ろから見てくれる、知ってくれる機会を
増やし、徐々にその幅を拡大していく。
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武蔵野大学　古川一郎ゼミ/松川奈央、竹内美結、鈴木沙奈

身近な命から守り、生物多様性
への意識を高める。

「ペットスタンボール」は、段ボールとペッ
トボウルスタンドを掛け合せた配送箱
だ。
コロナ禍で需要が増えたペット市場に着
目し、環境問題でも普段私たちが深く
恩恵を受けている生物多様性をテーマ
にした配送箱だ。特徴として、生物多様
性を意識したデザインや高さ展開が可
能であること、キャンペーンの詳細などが
記載されているサイトに飛べるような二
次元コードを添付し、環境問題に対す
る輪が広がるような工夫がされている。
生物多様性を広げるために、まずは身
近な動物であるペットの健康問題を解
決できる配送箱を私たちは提案する。

私たちは、ペットの健康問題から、
ペットが使う餌入れには高さが必要
だということを知っているかについて
アンケート調査した。そこで、約6割の
人が認知をしていることがわかった。
しかし、認知しているが実際に使って
いる人が少ないということに気づく。そ
こで、私達は餌入れ台を段ボールで
代用できる配送箱を提案した。

実家暮らしのペットを飼っている20
代女子大学生をターゲットに設定
し、小型犬や中型犬、猫に実際に
試作品を試してもらいながら、簡単に
高さ調節できる段ボール箱を制作し
た。また、既存のデザインから一変し
て、生物多様性を意識したデザイン
を1から制作した。

ペットを飼っている人に、DHCのペット商
品を通販で買ってもらう必要がある。最
初は、DHCユーザーであり、ペットを飼っ
ている母親世代の方にペット用品を通
販で購入してもらう。届いたDHCの配送
箱に関心を持った娘世代である20代女
子大生に、SNSにペットスタンボールと愛
犬の写真をシェアしてもらい、話題性と生
物多様性への意識拡大へと繋げていく。

指導教員
古川一郎先生
からのコメント

ペットの健康向上を意図し、その方法を商品配送の段ボール箱で伝えていくという発想は
ペット好きのメンバーならではで、大変興味深い。この着想をSDGsの理解へと繋げていく
ロジック構築に苦心し、タイムマネジメントに課題が残ったが良い学びになったと思う。

地球が笑顔になる通販配送箱

わにゃぱらず〔ペットスタンボール〕
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目白大学　長崎秀俊ゼミ/平野千春、林菜々香、森田夏未

防災グッズになる通販配送箱

「作って備える防災ボックス」は、防災
グッズが作れる通販配送箱である。
日本は地震や季節ごとに起きる自然災
害に多くの被害を受ける国である。それ
にもかかわらず「いざという時の準備」を
していない人が多くいる。「わざわざお金
をかけてまでいつ起こるか分からない災
害のために準備をしようとは思わない」と
いった人たちを中心に、届いた通販配
送箱で防災というきっかけを提供し、そこ
から避難所生活を強いられた際に作成
したグッズで少しでも心身の負担を減ら
すという、段ボール箱を箱以外の用途
で使っていただく商品である。

私たちは、配送箱を普通の箱として
2次利用していただくことは長期保存
という観点から難しいと考え、普段は
日常の生活スペースの邪魔をせず、
使用時にのみ形を作ることができ、さ
らにはお客様にとって非日常であり
ながらも身近な問題に着目したことで
あれば興味を引き、2次利用してい
ただけるのではないかと考えた。

SNSで発見した段ボールで作る防災
グッズの作成動画を視聴しながら、より
簡単にできる形状を考えた。可能な限り
テープの消費を抑えること、グッズは避難
所で作ることを想定してハサミをなるべく
使用しない形状であることなど話し合いを
重ね、椅子に関しては耐久性の確認も
私たちで実際に座ってみるなど提案した
防災グッズ全ての試作品を作成した。

指導教員
長崎秀俊先生
からのコメント

当初はアイデア出しに苦労が見られたが、防災ボックスという 案にたどり着いてからは、積極
的にアイデアを進化させ、試作品をつくり、顧客の声を集める活動に動いていた。 最後企
業様より良いコメントをいただいたようで本人達の納得感が得られたのは非常に良かった。

地球が笑顔になる通販配送箱

マロン〔作って備える「防災ボックス」〕

防災に関するグッズは防災意識の高
い人は購入につながるが、そうでない人
たちには認知すらされていない現状が
あると感じた。商品を購入された全ての
お客様に共通する通販配送箱で、3か
月ごとに作れる防災グッズのラインナップ
を増やし、さらに箱のサイズごとに作れる
グッズの種類を変えることで商品購入と
同時に防災意識も芽生えると考えた。
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立命館大学　今井まりなゼミ/山﨑憲征、川神茜音、和田みなみ

楽しくリサイクルを学んでみんな
で地球防衛隊

「環境問題に触れるパズルボックス」
は、配送に使われた配送箱を再使用
し、電池やペットボトルキャップなどの家
庭でよく出るゴミを使用し、子供が楽しく
環境問題に触れることができる知育玩
具である。
「子どもに環境問題に触れてほしいが教
え方がわからない」「手間がかかる」と
いった、現在子育て中、または子育て経
験のある方々のご意見を頂いたことから
この製品の開発をおこなった。
この製品を通じて、子供がゴミの分別・
環境問題に興味を持つこと、配送箱を
ただの配送するだけの箱にしない、と
いった願いが込められている。

現在子育て中、または子育ての経
験がある方の中から、ゴミの分別を
教えていない、または教えなかったと
答えた方にその理由を聞いた。結果
は、教え方が分からない、手間がか
かると答えた方が約8割であった。そ
こから、私たちは手間をかけずに楽し
く、正しくゴミの分別について学べる
知育玩具を作りたいと考えた。

小さな子供の手に触れるということで
衛生面に配慮し、箱を平らにして人
が触れていない内側の面が外側に
なるように組み替えることができる仕
組みの配送箱を考案した。また、知
育要素を加えるために複数のサイズ
の穴を用意し、オリジナル性を出すた
めにあえてイラストの印刷を減らした
シンプルなデザインにした。

近年ではSNSで話題になったことに
よる売上の増加が多く見られる。そ
こで、DHCの箱をオリジナル作品に
仕上げて楽しく遊んでもらい、その作
品・様子を写真に撮って親御さんに
SNSを通して投稿してもらう。その投
稿がDHCの宣伝に繋がり、話題性
が生まれ、若い顧客層の獲得へと繋
がることを狙う。

指導教員
今井まりな先生
からのコメント

遊びを通じて環境問題を体験するという商品の着想と、何度も試作品を作り直しながら粘
り強く商品企画に取り組む姿勢は評価に値する。検証的調査で小さな子供に商品を受
け入れてもらえたことは、これまでおこなってきた取り組みの成果だと考えている。

地球が笑顔になる通販配送箱

sm iRe〔環境問題に触れるパズルボックス〕
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流通科学大学　清水信年ゼミ/喜多詠菜、羽吉遥、グエンヴクアインアイン

癒されながら環境問題を理解し
てもらう

「にゃんにゃんツアー」は、DHC公式
キャラクターのタマ川ヨシ子が世界遺
産の建造物を旅しているデザインであ
り、このデザインを見てお客様は旅をし
ている気分を味わうことができ、世界遺
産の環境問題についても知ってもらうこ
とのできる商品である。 大抵の人は、環
境問題が深刻であることから、そういった
報道を見ると不安や恐怖心を抱くことが
ある。 その様なことから、多くの人にタマ
川ヨシ子の絵を見て癒されながら、環境
問題について理解をし環境へ配慮した
行動をして欲しいという願いから商品を
作成した。

ダンボールは、湿気を吸いやすくカビ
が発生しやすいことやゴキブリなどの
虫の栖になることに着目し、長期的に
使用するものではなく捨てるまでの期
間で利用できるものを考えた。 私た
ちは、考えている際に飼っている猫が
ダンボールに入っている姿から着想
を得て、配送箱と猫を掛け合わせた
ものを作成した。

タマ川ヨシ子さんが世界遺産を旅して
いるデザインにし、箱を開けた部分の右
側には、世界遺産の問題についての
知識を記載し、定期便で商品を頼む
人のことを考え、デザインは、1パターン
ではなくシーズンごとの季節を意識した
世界遺産の風景も作成した。 更に猫
を飼っている人には、猫が顔を出して遊
べる顔出しパネルのような仕様にした。

指導教員
清水信年先生
からのコメント

偶然にも「体験価値のあるダンボール商品」でテーマ1位に選ばれたチームの提案内容と似
たものを検討していた当チーム。その意味では着眼点は良かったと言える。その妥当性を裏
付ける検証調査や、マーケティング計画全般の仕上がりでもう一息、ということが悔やまれる。

地球が笑顔になる通販配送箱

meow〔にゃんにゃんツアー〕

DHC公式InstagramとDHCペットの公
式Instagramで商品についての宣伝
を行うこと、そしてInstagramにて、ペット
のフォトコンテストを実施する。私たちの考
えた配送箱にペットが入った写真をハッ
シュタグにゃんにゃんツアーをつけ、投稿
を行なってフォトコンテストに参加してもら
う。 Instagramに配送箱とペットの入っ
た写真を投稿してもらうことで商品の宣
伝効果が期待できる。



St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 2 55

1 .観察 Observation 2 .試作品制作 Prototyping 3 .販売促進 Promotion

和歌山大学　佐野楓ゼミ/中島姫奈、森貞諒香、向井文音、長末勘太

環境への意識を高め、身近な
行動から変えてもらう

エコクロスワードは環境とクロスワードと
配送箱を組み合わせた商品だ。
「地球を笑顔にする」と「楽しみながら
環境意識を高め、行動につなげてもら
う」ことをテーマにDHCの既存顧客で
ある40代から60代の女性をターゲットに
した。ゼミメンバーの母が毎回新聞に掲
載されているクロスワードを楽しみにして
いたことをきっかけに商品の開発が進め
られた。お子さんやお孫さんとの交流も
視野に入れていたため問題の難易度
設定には苦労した。エコクロスワードを通
して楽しみながら知識を得てもらい環境
への意識変革の一助になればいいと考
えている。

私たちは環境に関する知識を身につ
けることが難しいかというアンケートを
行ったところ約6割の人が難しいと回
答した。このことから気軽に楽しく環
境について学べるクロスワードをピッ
クアップした。答えだけでなく、問題
文も含め、学ぶ過程において環境に
関する知識を学習できることを心が
けた。

クロスワードを箱の内側に掲載する
だけでは少し物足りないと感じたた
め、外側にモノクロのイラストを加え
た。このイラストはクロスワードの答え
のヒントとなるデザインにしており、問
題文だけでなくイラストからもヒントを
得ることができ、かつ視覚的に楽しめ
る工夫を凝らした。

DHCのインスタグラム公式アカウント
を活用したキャンペーンを展開してい
く。エコクロスワード、そして視覚的に
楽しめる箱のデザインを知ってもらう
ため写真付きの投稿が必須のインス
タグラムを活用することにした。クロス
ワードを解いてキーワードを見つけ、
インスタグラムに投稿してもらうことで
認知拡大を目指す。

指導教員
佐野楓先生
からのコメント

40代～60代の女性が興味を持つクロスワードを配送箱に印刷し、「ゲーム感覚で環境に
ついて学び、環境問題を身近なものに感じてもらいたい」というコンセプトは面白かった。何
度も試行錯誤をして、丁寧に作成されたプロトタイプも素晴らしかった。

地球が笑顔になる通販配送箱

Nemo fu〔エコクロスワード〕
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ニチレイマグネット

マグネット商品でSDGｓ！

世界的にSDGｓという、環境を壊さず、良い社会の実現を⽬指す未

来志向の社会テーマが取り上げられている。そこで、得意な柔らかい

マグネットの技術を活かし、学⽣視点で⾒つけたマグネット商品の活

⽤で、SDGｓに貢献する商品を提案する。

商品化は、「磁石を変え、社会に貢献したい。」という理念をもとに

様々なマグネット、マグネット商品を製作している「ニチレイマグネット」

が実施。
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058	 UMERUN
059	 ささエール
060	 机にも椅子にもなる家具
061	 な推し活マグネット
062	 マグもぐ
063	 家事まるわかり分担表
064	 もぐリミット
065	 推しマグちわ
066	 ピタクリ
067	 助かルンダー
068	 KAKETA
069	 Link Chat
070	 ゴミ箱からのひとこと。
071	 モッテテ
072	 うでぴた
073	 消費期限カレンダー
074	 ヘルスマグボード
075	 マグひげ図
076	 マスクボックス
077	 ウェルカムマーク
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愛知学院大学　油井毅ゼミ/汲田凌汰、安達一晟、澤田佳歩

カーテンの隙間を埋める

「UMERUN」は、カーテンの隙間を防
ぎ、節電や隙間からの木漏れ日による
睡眠不足を防ぐアイテムである。
カーテンを何度閉めても隙間が空いてし
まって、直すのが面倒という悩みも解決
してくれる。
デザインは、子どもが喜んで自分からカー
テンを閉めてくれるように遊び心のある、
蝶やハートといったデザインにした。子ど
もがカーテンを閉めるというお手伝いを
促進するアイテムにもなっている。

私たちは、私生活の中で困り事を2
週間にかけて探索した。その中でも、
カーテンの隙間に対しての問題はグ
ループメンバー全員に共通であり、ア
ンケートをとったところ対策をしてない
人が多くいた。そこから、カーテンの隙
間をなくす事ができないかと考え、マ
グネットによって解決できる商品を作
りたいと考えた。

隙間をいかに埋めることができるの
か。インテリアに溶け込むことができる
のか。この2点について重点を置きな
がら改良を重ねた。ユーザーに何度
も使用してもらい、問題点を出し、客
観的な意見をたくさんいただいた。
色んな種類のカーテンに装着してみ
て、デザイン性と機能性を何度も確
認した。

指導教員
油井毅先生
からのコメント

マクロ、ミクロな視点からマグネシートのとがった活用方法を考え、コンセプトを主張した。
カーテンを閉める補助装置は遊び心がありデザインに温もりが感じられる。小さな力で開閉
ができることで広い世代に愛着を持って使っていただける商品である。

マグネット商品でSDGs !

アトラクト〔UMERUN〕

流行の最先端を走るTikTokによっ
て、テストマーケティングを行った。総
再生回数は1万回を超え、いいねも
300近くいただくことができた。いただい
たコメントの中には、300円だったら買
う、かわいいなどの好評をいただいた。
TikTokの影響力は大きく、TikTok
上のリンクから販売サイトにとぶことが
できる仕組みで販売を考えた。
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関西学院大学　石淵順也ゼミ/石丸光、佐藤来美、森田夏生

お家でできる、予定管理と感情
表現に特化した療育グッズ

「ささエール」は、一日の予定管理と振
り返りで感情表現を練習できるボード状
の療育グッズだ。目で見て予定を把握
でき、直感的に表情マークを選ぶことで
自身の感情を表現し、他者とのコミュニ
ケーションや自己理解をサポートする。
実際の療育現場での声を基に、お子
様の困りごとである「予定管理・感情表
現」と療育上の課題である「療育の機
会が限られていること」を解決する療育
グッズだ。またマグネシートなので、時計
が苦手な方は数字に変更したり、予定
管理に特化したりカスタマイズ可能。お
子様に合わせたサポートができる。

私たちは、マグネットの「くっついて剥
がせる」性質が、教育現場において
親和性が高いと感じた。その中でも
療育現場では非常に多くの手作り
マグネット製品が使用されている。そ
こで既存品の少なさも踏まえて『療
育』に着目し、自閉症や、知的障が
いを抱えるお子様の生活のしにくさ
を軽減させる療育製品を提案した。

自閉症・知的障がいを持つお子様が
いるご家庭をターゲットにし、実際に試
作品を何度も使って頂いた。他にも専
門家の先生からお話を伺ったり、療育
に関わるボランティアやイベントに参加
したり、「困りごとを持っている方に寄り
添う事を1番に考えて製品を作ろう」と
いう想いで真のニーズを探りながら商
品改良を繰り返して完成させた。

宣伝として、療育の業界紙や療育
グッズ専門サイト、そして児童発達支
援センターでの広告の掲載を検討
している。また、ニチレイマグネット様
のショールームでの展示、そして実際
に療育現場で効果を体験していた
だけるようにサンプリングを実施するこ
とを検討している。

指導教員
石淵順也先生
からのコメント

不便・不快をうまく伝えられない消費者の生活をより良くできる商品を開発できれば、それは
本物のマーケティングである。「ささエール」はマーケティングの本質を体現している。フィー
ルド調査、グループでの議論など、貴重な経験を就活、将来の仕事に活かしてほしい。

マグネット商品でSDGs !

c h am〔ささエール〕
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京都産業大学　上元亘ゼミ/浦辻颯太、小坂優太朗、清水慶翔

部屋のスペースを有効活用でき
る家具

この商品は部屋のスペースが少なく、家
具を置く場所が限られてくるといった悩
みを持つ1人暮らしの学生の悩みを解
決する家具である。この商品は2個セット
での販売を想定している。製品上部と
蓋部分にマグネットが付いており、2つ重
ねると机として使え、離すと椅子として使
える。また蓋を開けると中に物を収納する
ことができる。この商品は部屋のスペー
スを取らないという強みがある。素材は
端材を使っているので安価で販売する
ことができる。この商品は1人暮らしの学
生の「部屋のスペースが少ない」という
悩みを解決することができる。

この製 品を利用したいかといった
アンケート結果からはターゲットに
した一人暮らしをする大学生から
肯定的な意見を得ることができた。          
製品にはどのようなサイズがふさわし
いか、どのくらいの耐久性が必要かと
いった点が重要だと分かった。

試作品製作では実寸大サイズでは
なく、3分の1サイズで作成し、作りや
すくした。作りやすくしたことで何度か
作り直すことができた。この間反省点
を改善しながらの製作ができた。素
材にする予定であった端材の確保
については、試作品の段階では調
達できなかったという反省点が残っ
た。

指導教員
上元亘先生
からのコメント

廃材を活用し、大学生にとってベネフィットを与え得る商品の企画になりそうであったもの
の、マグネットの良さを活かすという点ではいまいちで、商品力という点で弱かったのが惜し
く、企画が決定するまで試行錯誤していた点は評価できる。

マグネット商品でSDGs !

はんなり〔机にも椅子にもなる家具〕

①店舗での販売 
②多くの人に商品を知ってもらうため
にフリーマーケットでの販売
③学生に向けた商品であるため大
学内の学生生協での販売
④SNS（Tw i t t e rやIn s t a g r am
等）での宣伝
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京都橘大学　瀨良兼司ゼミ/木村優太、仲井あみ、横山景惟

表紙とあなたの心が折れないた
めに!

この商品は「直す」と「推し活」からイン
スピレーションを受けた、「#な推し活マ
グネット」である。「推し活」をしている人
の大切な推しの雑誌を飾っていると折
れてしまう. . .という問題を解決する商品
だ。雑誌の折れている部分を挟み、矯
正することにより推しの雑誌を直すという
ものである。また、推しの写真を貼り、デ
コなどを施す事が可能で、その作成過
程自体も推し活になるという推し活に特
化した商品である。マグネシート 3mmを
カットし、単体のマグネットを剥離紙シー
トに貼り付けることで、クリップになるよう
にした。

私たちは熱 心に推し活をしている
人、10名にデプスインタビューを行っ
たところ、「飾っている雑誌の表紙が
折れる」という困りごとが挙がった。推
し活をしている人にとって、推しグッズ
は綺麗に守りたいものである。そのた
め、私たちはこのような困りごとで推し
活をしている人の、心が折れない商
品を作りたいと考えた。

プロトタイプを20名の方に実際に使って
いただいた。
本来は「折れてしまった雑誌を直す」と
言う目的の物であるが、マグネットはならで
はの汎用性を活かせるよう、別の使用方
法を見出すためのアンケートを行った。
「教科書に挟んでストッパーにした」、
「A4のクリアファイルに挟んで中身が出
ないようにした」などの意見が得られた。

クラウドファンディングによる資金調達
を行い、ユーザーを獲得する。他に
も、推し活をしている人はSNSで推し
グッズの写真の投稿を行う傾向があ
るため、「#な推し活マグネット」、「#
推し活」、「#推しのいる生活」といっ
たように拡散してもらい認知度を高め
る。また、ニチレイマグネット様のオンラ
インショップで販売を考えている。

指導教員
瀨良兼司先生
からのコメント

推しへの磁愛が溢れる企画である。この商品によって、推しごとが捗り、推し活体験の可能
性も拡がる期待感がある。プロトタイピングにも細部までこだわったことで、ユーザーからも推
される商品になったのではないか。メンバーの個性を活かしたプレゼンも魅力的であった。

マグネット商品でSDGs !

L augh t e r s〔な推し活マグネット〕
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近畿大学　廣田章光ゼミ/犬塚楽々、原実希、西田野乃花

マグネットでペットとストレスフリー
な暮らしを

マグもぐは、人とペットの生活がより豊か
なものとなるペット用フードボウルである。
犬や猫を飼っている多くの人が抱える
「ペットの食べこぼしの掃除が面倒」と
いう問題を解決する商品だ。ターゲット
は、「掃除に手間をかけたくない犬・猫
を飼っている方々」である。マグネットの
特性を活かして、フードボウルを宙に浮
かせることで、掃除の際にお皿を上げ下
げする必要がなくなり、フードボウル下を
簡単に掃除することができる。また、フー
ドボウルの高さ変更可能により、ペットの
首の負担や吐き戻しを防ぎ、ペットの健
康を守ることにも繋がる。

犬・猫を飼っている方を中心にインタ
ビューを行った結果、共通する悩みと
して「ペットは食べこぼしがひどく掃除
が面倒。掃除をもっと簡単にしたい。」
という思いを持っていることがわかっ
た。 この観察の結果から、手間がかか
りストレスを感じている「食べこぼしの
掃除」に着目し、掃除の手間が簡単
になる商品を考案する運びとなった。

様々な種類の犬や猫に試してもらい、
飼い主の方々から意見をいただいた。
犬や猫がマグもぐを使用し食事して
いる姿を動画で撮影し、分析した。ま
た、獣医師からも意見をいただいた。
これらを参考に、「掃除のしやすさ」
「食べやすさ」「強度」の面で何度
も改良を加え、人にもペットにも優しい
フードボウルになるようにした。

指導教員
廣田章光先生
からのコメント

ペットの食事の姿勢がペットにダメージを与えるという、ペットの気持ちへの共感ができたか
らこそ生まれた企画。ペットの食事中の姿勢と食器の位置との関係に注目できたことでマグ
ネットがもつ優位性が活きている。ペットやペットの成長にも対応できるところもすばらしい。

マグネット商品でSDGs !

Magmag〔マグもぐ〕

犬や猫を飼っている方の半数以上
がペット用品を調べるツールとして
Instgramを使用していることから、マグも
ぐを使用し食事している様子をリールで
配信する。また、ペットとの暮らしに特化し
たペット共生住宅の展示場でマグネッ
ト性壁面材と合わせて展示することで、
新居を考える方 に々「マグネット性壁面
材」と「マグもぐ」のダブル認知を狙う。
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神戸大学　宮尾学ゼミ/石原優斗、見村亜希子、村尾宙俊

見えない家事を可視化し、夫婦
の話し合いのきっかけを作る

「家事まるわかり分担表」は、家事分担
を促進する商品である。家事の多さを
知らない夫に対する不満を抱え、多くの
家事を負担する主婦の味方となるべく、
家族会議のフォーマットとして考案した。
SDGsへの取り組みが求められる今日、
日本では夫婦間での家事分担の課題
が根強く残っている。これはジェンダー
平等を実現する上で直面する課題の1
つである。
商品には100を超える家事が細かくリス
トアップされており、徹底した家事の見
える化により夫に家事の大変さを理解し
てもらい、家事分担を促進する。

子持ち共働き世帯の女性に協力し
てもらい、グループインタビューを行っ
た。そこで見えてきたのは、男性が家
事そのものやそのやり方を知らないと
いう課題や、可視化がなされない現
状であった。そしてその解決策として
対話が必要であると判明したが、全
ての家事をリスト化して伝える負担が
大きく、それが対話を妨げていた。

共働き世帯の女性の方々に答えてい
ただいたアンケートに基づき、なるべく家
事を細分化した上でリスト化した。家事
が書かれたマグネットシートは裏表で違
う色となっており、家事が終われば裏
返すことで残りのタスクを管理でき、急
な家事が浮かび上がってきたときにもす
ぐに裏返しておくことで家事忘れを防
止できるなど、多様な使い方が可能だ。

ニチレイマグネット株式会社様のEC
サイトを中心に、ホームセンターやイン
テリアショップなどで販売を行う。また、
ターゲット層に効果的にアプローチす
るため、ニチレイマグネット株式会社様
のホームページでの宣伝に加え、家
事のノウハウやコツを紹介するインフル
エンサーに商品を宣伝してもらい、認
知度の向上と販売促進につなげる。

指導教員
宮尾学先生
からのコメント

見えない家事に注目するというアイデアはとても良いものだったし、インタビュー調査を丁寧
に行なったのもとても良かった。調査で得た気づきを深堀りしたり、商品案に反映させたり
するのにやや時間が足りず、類似製品を超えられなかったのが敗因か。

マグネット商品でSDGs !

宮尾ゼミ　マグネットチーム〔家事まるわかり分担表〕
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専修大学　奥瀬喜之ゼミ/嶋﨑彩乃、鍋島友歌、和田恵実

期限を確認して貼るだけ!誰でも
食品ロスに貢献!

「もぐリミット」は食材の期限管理をサ
ポートし、食品ロス問題に貢献する商
品である。普段冷蔵庫の管理をしてい
る主婦をターゲットとし、冷蔵庫の扉に
貼って使用する。いちいち食材を取り出
して期限を確認するのが面倒くさいとい
うストレスや、食品の存在を忘れて期限
をうっかり切らしてしまうという悩みに着
目した。また、本商品は特定の食材マグ
ネットを貼るか、ペンで直接記入するだ
けであるため、誰でも簡単に使用するこ
とができる。期限切れによる「もったいな
い」を防ぎ、地球に優しい活動に繋がる
のがこの「もぐリミット」である。

マグネットでさらにSDGsに貢献する
ために、何が必要かを考えた結果、
世界的に問題になっている食品ロス
問題に貢献する商品を作りたいと考
えた。期限を切らしてしまう主な原因
が「食品の存在を忘れていたこと」
「期限の確認不足」だということが
わかったため、それらの問題を解決
できるような商品を作りたいと考えた。

1ヶ月を二つに分けた前半・後半シー
トと5種類の食材マグネットを作成し
た。前半・後半シートには食材マグ
ネットを貼るだけではなく、直接ペンで
記入できるようマグネクリーンシートを
採用し、食材マグネットには手書きイラ
ストを取り入れた。前半・後半シートは
二つ合わせてA4サイズとし、冷蔵庫
に貼れる大きさになることを意識した。

指導教員
奥瀬喜之先生
からのコメント

期限切れによる食品ロスを解決するための商品。食材の期限の表示形式は、試行錯誤の
末に使いやすいシンプルな形式になった。月をまたぐ食材の期限を想定してシートを前半と後
半に分けた点は、表示形式のシンプルさと相俟って、本商品の実用可能性を高めている。

マグネット商品でSDGs !

MogNe t〔もぐリミット〕

もぐリミットは商品名、商品イメージ、
購入ページに繋がる二次元コードを
記載したポスターを掲示することで
販売促進を行う。ポスターの掲示場
所はターゲットである主婦の方の目
に入りやすいよう、スーパーマーケッ
トとする。また、千代田区と横浜市で
は街中の掲示板での掲示も行う。
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中京大学　宮内美穂ゼミ/池田紫乃、可兒信一郎、川浦尚人、堀愛奈

推しにメッセージを伝えるうちわ

「推しマグちわ」は、推しへのメッセージ
を自由に貼り替える事が可能なうちわで
ある。
マグネットを吸着できるうちわに、裏面が
マグネットになった紙を用いてメッセージ
を貼り替える。裏面がマグネットになった
紙は、パソコン等で好きなメッセージを作
成し、自宅のプリンターで複数枚印刷
が可能である。
本商品は、ライブ用手作りうちわの「1枚
のうちわにつき、1つのメッセージしか伝え
られない」「複数のうちわを持っていきた
いが、荷物になる」という不満を解決す
る。また、1枚のうちわを何度も使用でき
る点で、SDGsの達成を目指す。

私達はアイドルオタク200名にアンケー
ト調査を行った。結果、99%が推しか
らファンサービスが欲しいと回答した。そ
こで、ファンサービスをもらうため使用す
るグッズとして最も多く挙げられたライブ
用手作りうちわに着目した。現状のライ
ブ用手作りうちわには上記の不満点が
あり、解決された場合72.5%が複数枚
のうちわを持っていきたいと回答した。

本商品を制作する上で重要視した
のは、メッセージの貼り替えのしやす
さである。そのため、細かいマグネッ
トパーツではなく裏面がマグネットに
なった紙を使用する事で、ライブ中に
必要な動作を減らした。実際に、試
作品を作りライブ会場で検証を行っ
た。結果、推しから目を離さずにうち
わのメッセージを変える事ができた。

本商品は、アイドルオタクへの調査でラ
イブ用手作りうちわの材料購入場所と
して多く挙がった、100円ショップ「ダイ
ソー」と雑貨店「ロフト」「ハンズ」にて
販売する。また、プロモーションはアイド
ルオタクの情報源として利用されてい
る「Twitter」と「YouTube」を利用
し、宣伝広告や、本商品を使ったうち
わの作り方の動画などを掲載する。

指導教員
宮内美穂先生
からのコメント

秋カンで思い知らされた、世代間ギャップという高いハードル。冬カンでは共感を得られるよ
う、審査員の世代に合わせた例示を用い、且つ、データを示すことに努めた。結果、テーマ
1位には選ばれなかったが、少なくとも共感を得ることはでき、努力が報われたように思う。

マグネット商品でSDGs !

マグ推しチーム〔推しマグちわ〕
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同志社大学　冨田健司ゼミ/田村麻衣、前田奈甫

「ピタクリ」は開封後の食材を日
付管理できる商品だ。

市場にはすでに開封後の食材を留める
プラスチック製のクリップが存在するが、
マグネットという素材で作ることによって
ピタッと簡単に留めることができるように
した。また、マグネットの表面にはホワイト
ボードを使用することで、開封日も記載
できる機能をかけ合わせた。本来、野菜
やお菓子といった全ての食材を管理し
つくすことは非常に難しい。だからこそ、
食材の管理を行う主婦（主夫）の方に、
食材の開封日を目に見える形にすること
で、家庭から出る食品ロスを防ぎたいと
いう想いが込められている。

家庭内での食品ロスの多さに関する
ポスターを発見し、実態を調査すべ
く身近な主婦40人へのアンケート調
査を行った。すると、9割以上の方が
いつ開封したかわからなくなることで
食品を腐らせてしまった経験がある
と回答し、家庭内の食品ロスを防ぐ
商品の必要性を感じた。

チョコレートお菓子を開封した後に留
めることのできるマグネクリップを想定
して、試作品を作成した。ここで、日付
が書けるホワイトボードの淵を色付け
することで、消費者の好きなように分類
が可能であると発見し、赤の他に緑な
どの色展開を進めようと考えた。また、
日付記載の裏面には自由にメモ書き
ができるようにする案も取り入れた。

指導教員
冨田健司先生
からのコメント

この商品はマグネットを使用することで、密封度を高められ、開封済みの食品が今開封した
かのように鮮度を高めることができるため、非常に便利だ。また、日付けを記入できる点が嬉
しい。この商品が冷蔵庫の中にある光景が容易に想像でき、日常生活に不可欠な商品だ。

マグネット商品でSDGs !

とみい〔ピタクリ〕

マグネットで簡単に留められる利点
を感じるには実際に使用してもらうこ
とが大切だと考え、主婦（主夫）の
方の利用が多いであろう「料理教
室」への販促を考案した。また、ニ
チレイマグネット様の公式オンライン
ショップの活用も進めて、マグネット
製品の便利さを広げようと考えた。



St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 2 67

1 .観察 Observation 2 .試作品制作 Prototyping 3 .販売促進 Promotion

南山大学　川北眞紀子ゼミ/伊東佑里子、越中大斗、近藤千夏

ピタッと寄り添い伝わる想い

「助かルンダー」は、ヘルプマークに追
加して身につけることで障がい者が自分
の伝えたいことを周囲に伝えることが可
能になる商品である。
障がいを持つ方は周囲に自分の想いを
伝えられず困っている。また、助ける側も
ヘルプマークを付けている人に対して何
をしていいのか分からず困っている。
障がい者が商品に伝えたいことを2種類
自由に書き込み、場面に応じて見せる
面を変えることで、健常者との視覚的コ
ミュニケーションを可能にする。この商品
によって誰もが暮らしやすい世の中が実
現できると考える。

私たちは障がい者の悩みを知るために
5つの就労支援施設を訪問し、ヘルプ
マークに関する現状を調査したところ、
多くの人がヘルプマークを身につけてい
ても助けて貰えた経験が無かった。調
査を進めると障害者の方が伝えたいこと
を周囲の人に伝えられていないことが分
かった。そこで私たちは簡単に意思表示
が可能になる商品を作りたいと考えた。

マグネットの引っ付き、はがせる良さを
大いに生かして、見せたい面を簡単に
変えられるようにした。走っても取れない
ようにマグネットを4枚使い制作した。
商品自体は使う人が伝えたいことを自
由に書けるようにし、障がい者の方々の
実際の声を基に、どのような記入例が
あるのかを確認し、周囲の人が製品を
見て助けてくれるように改良を重ねた。

ターゲットである障がい者の方 に々認知
してもらうために、ヒアリング調査に協力
していただいた障がい者施設に交渉
をし、チラシの配布・掲示や販売の承
諾、福祉の情報サイトでの掲載の許可
を得た。また、新聞社での掲載の許可
を取り、紹介していただくことで障がい
者の方々だけでなく多くの方 に々知って
もらえるよう認知の拡大を目指した。

指導教員
川北眞紀子先生
からのコメント

最初は全く障がい者の方との接触もなく、思いつきで製品を考えていたものの、実際に福
祉施設を訪れるにつれ、製品に対する考え方が深まっていった。実際に足を運びながら、
製品が改良されていき、障がいをもつ人々や家族への共感や気付きがあった。

マグネット商品でSDGs !

マグチャレ〔助かルンダー〕
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日本大学　石田大典ゼミ/石井裕、鈴木柊也、平田伊吹

鍵の閉め忘れの不安を防止する

「KAKETA」は、"貼ることで鍵の住所
を定め、挟むことで鍵の閉め忘れを防ぐ
"ことができる。
この商品は、既存の鍵の閉め忘れを防
ぐ製品と磁石でくっつけることで鍵の置
く場所を定める製品の特徴を掛け合わ
せた製品である。
SDGs目標11の「住み続けられる街づく
り」の達成を目標にし、多くが鍵の閉め
忘れにより発生する空き巣被害を減少
させることで、誰もが安心して永続的に
生活し続けることができる街づくりに貢献
したいという思いで本製品を作成した。

アンケート調査により、鍵の閉め忘れ
を経験したことがある人は多くいるこ
とがわかった。その鍵の閉め忘れによ
り、空き巣被害が多く発生してしまっ
ているのが現状である。マグネットの
特性を活かし、鍵の閉め忘れを防ぐ
ことができ、空き巣被害を解決するこ
とができるのではと私たちは考えた。

高齢者をターゲットに設定しているた
め、"ただ鍵を挟むだけ"、"ただひっ
くり返して付けるだけ"といった簡単
な手順のみで、「鍵の閉め忘れ」と
「鍵の紛失」の両方を防ぐことがで
きる製品を目指した。試作品を作る
中で、手触りや厚み等を考慮した結
果、外側の磁石を覆う部分にはフェ
ルト素材を用いることを決めた。

指導教員
石田大典先生
からのコメント

出かけた際、家の鍵を閉め忘れたのではないかと不安に思ったことはないだろうか。
KAKETAは、そうした人々の不安を解消したいとの思いから開発された。この商品の
ターゲットは主に高齢者だが、心配性の私にとっても非常に魅力的な商品である。

マグネット商品でSDGs !

チーム三銃士〔KAKETA〕

メインターゲットである高齢者は、情報
過多により製品を見つけることが困難
であると考えた。そのため、親世代や孫
世代から祖父母世代に勧めてもらうた
めのプロモーション方法を設定した。
具体的には、TwitterやFacebook
等のSNSによる情報拡散、自治体の
回覧板や高齢者向けの雑誌に載せ
てもらうことでの認知拡大を目指した。
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日本大学　水野学ゼミ/石井藍、高橋菜々香、松本彩

コミュニケーション不足の家族を
つなぐ

「Link Chat」は、家族の1日の予定に
ついて把握するための商品である。
子どもの成長によりライフスタイルが多様
化し、家族間で十分なコミュニケーショ
ンが取れていない。そのため、その日の
夕飯の有無や誰が何をしているのかわ
からなくて不安などの悩みを抱えている。
既存商品に家族間の予定を把握する
ものがあるが、1ヶ月単位のものやデジ
タルツールでの管理となる。アナログ媒
体で家族の大まかな予定を確認したい
人のために、アナログかつ1日単位で家
族のスケジュールを共有できる「L i n k 
Chat」を企画した。

私たちはマグネシートの特性から、簡単
に何度も貼り替えられる実用的な商品
にしたいと考えた。そこで、日常的に母
親が書置きしていくメモ紙に目を付け、
調査をすると夕飯の有無の連絡の問
題が浮かび上がった。既存商品を探
すと、意外にも1日のスケジュールを共
有するアナログな商品はなく、その穴を
埋めてくれる商品を作りたいと考えた。

家族間で上手くコミュニケーションが
取れておらず、困りごとが多々ある家
庭をペルソナに設定した。プロトタイプ
作成時には、画像を提示しデザイン
案の段階から意見をもらい、商品改
良を繰り返した。どの項目を印刷パー
ツにして、手書きにするのかなど、実
用性に重点を当てて、実際使ってもら
うことで各項目の必要性を確認した。

商品の利用者は、家族全員を想定し
ているが、購入者はお母さんなど家事
を日常的に行う人である。そのため、
購入者が利用するAmazonやニチレ
イマグネットの通販サイトで主に販売
を行うことにした。また、家族連れが利
用するホームセンターなどの実店舗
で販売し、購入までの経緯の中で家
族の輪が強くなっていくことを狙った。

指導教員
水野学先生
からのコメント

商品開発は、自分たちの思いや理屈だけでは不十分。周囲から学ぶ謙虚さ、現場に何度
も通うフットワーク、試作品へのこだわり、そして日程管理。 それが揃わないと自己満足。次
の成長に向けて、足りなかった部分を見直しましょう。

マグネット商品でSDGs !

I R I s〔L ink  Cha t〕
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法政大学　西川英彦ゼミ/飯塚嶺太、伊藤杏、岩﨑瑛、森葉音

正しいゴミの分別方法を意識さ
せるマグネット商品

私たちの商品は、自由に書き消しできる
ホワイトボードマグネットと、「笑顔」と「泣
き顔」のイラストが描かれた両面マグネッ
トのセット商品だ。ホワイトボードにはゴミ
箱清掃員からの言葉を書く。地域や季
節によって曖昧になるゴミの分別方法
を、清掃員さんの「手書き」で明記する
ことによって、ゴミ箱利用者に正しい分
別方法を伝えられるだけでなく、ゴミ箱の
奥に人の存在を感じさせることもできる。
加えて、顔のイラストを貼ることによって、
ゴミ箱利用者に「見られている」という
感覚を与え、分別を意識させることがで
きる。

私たちは身近なSDGsを考える中で、
ゴミ問題は誰にでも当てはまる課題だ
と気づいた。そこで、分別に着目し調
査を行ったところ、ゴミ箱利用者からは
「地域で分別ルールが違うため正し
い捨て方がわからない」、ゴミ箱清掃
員からは「分別しているつもりの人が多
い」との声を頂いた。誰もが正しく分別
できるようにと思い、この商品に至った。

試作品は三回作り直した。まずは、
大学のゴミ箱に合わせて適切な大き
さにした。次に、効果観察する中で
発見した問題点や、インタビューした
方から頂いた意見をもとに形を改善
した。最後に、素材の大きさに合わせ
て最も廃材が少なくなる大きさに計算
し調整した。時間と労力をかけ、チー
ム全員で納得のいく形に変えられた。

指導教員
西川英彦先生
からのコメント

ゴミ箱の分別問題を解決する、いままでにありそうでなかった新しい視座の製品である。当
初の企画を止め、「自分ごと」できる企画に大きく変更したことが、プラン3位やテーマ1位と
いう素晴らしい成果につながったのだろう。商品化に向けての活躍を期待している。

マグネット商品でSDGs !

magp i s〔ゴミ箱からのひとこと。〕

BtoBで販売するため、自治体や企業
に認知される必要があった。そこで企
画書を作成し、販路先となり得る40団
体以上にアプローチした。また、清掃業
に精通するインフルエンサーに活動を
共有していただいた。これらの活動を
通し、多方面から我々の活動が認知
され、先方から分別問題について意
見交換の機会をもらえるまでに至った。
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武庫川女子大学　西口智美ゼミ/岡崎百花、濱岡美咲、松田彩夏

日常生活の中の「ちょっと持って
て」を叶える便利グッズ

「モッテテ」は、人々の日常生活の困りご
とを解決したいという私たちの想いから
生まれた商品だ。商品名には両手の荷
物を誰かに「持ってて欲しい!」という想
いを込めている。傘やハンディファン等を
持っているとき、両手がふさがってしまう
シチュエーションがあると思う。そんな時、
「もう一つの手」としての役割を果たす
のが"モッテテ"である。一時的に対応力
を発揮する点がモッテテの特徴である。
カバンに巻きつけて物を固定するため、
忘れ物防止に繋がり、SDGsの12番「つ
くる責任つかう責任」の目標達成に貢
献できる。

私たちは、人々の日常生活の困りご
とを調査する中で、荷物を持つと手
がふさがることや、カバンから物を出
す際に時間がかかるという困りごとを
発見した。その原因について調査す
ると、普段使用するバッグの大きさに
原因があると分析した。そこで私たち
は、手荷物を「ちょっと持ってて」くれ
るような商品を作りたいと考えた。

ペットボトルなどの手がふさがりやすい
小物を巻き付けられるマグネットバンド
にするために、ベルト部分の素材探求、
内側に滑り止めを付けるなど、試作と改
良、耐荷重実験を繰り返した。形が出
来上がってからはターゲットである女子
大生や働く女性に実際に使用してもら
い、貰った声を参考にデザインの工夫
や新しい使用シーンなどを考えた。

この商品のターゲットは両手がふさ
がる機会が多い人かつ、トートバッ
グやショルダーバッグを利用する人
とし、コアターゲットは女子大生と育
児をする母親と定義する。ターゲッ
トが日々の生活で頻繁に目にする
Instagramを用いて、便利グッズと
して紹介することに加え、育児雑誌
への掲載から認知の拡大を図る。

指導教員
西口智美先生
からのコメント

手荷物が多い時、持ち替えるのが面倒だと感じる女性をターゲットにした便利グッズ。マグ
ネットの特性を活かし、片手で取り外しができる「ちょっと持っててほしい」を叶える新商品、
女子大生が調査と実験を繰り返しながら生活者目線で考案した。

マグネット商品でSDGs !

M .maGs  (エムマグス）〔モッテテ〕
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武蔵野大学　古川一郎ゼミ/篠宮邦典、鈴木康介、野木晴生

暮らしに溶け込むアーム型スマ
ホスタンド

「うでぴた」は、お風呂やキッチンでス
マートフォンを安全に使用できるようにな
る、私たちの暮らしを快適にしてくれる商
品である。この商品はコンセプトの独創
性が高く、市場に類似商品がない。そし
て、プロトタイプの作成においてサイズや
腕の長さを調整したため、使用しやすい
設計になっている。この商品があれば、
お風呂でスマートフォンを利用したいが
水没させるのが怖くて利用していない
人やキッチンでレシピを見たいが置き場
に困っているような人たちにとって、生活
がとても快適になり豊かになっていくだろ
う。

私たちは、お風呂でスマートフォンを落
としたことやキッチンでレシピを見ようと
したが置き場がなかったという二つの
グループメンバーの経験から、磁気が
ある場所で付けられるスマホスタンドが
あれば使いたいのではないかと考え、
アンケート調査を行った。その結果、
71%が使いたいと答えた。そのため、
私たちはうでぴたを作りたいと考えた。

ニチレイマグネット様の商品である
マグネシートに加え、廃材、結束バン
ド、ユニクロ針金を利用する。できる
だけ原価を抑えるために廃材や針
金などを利用し、約300円で作れる
見込みとなっている。また、実際にプ
ロトタイプを作るにあたって、スマート
フォンの重さに耐えられるのかという
耐久性の確認も行った。

指導教員
古川一郎先生
からのコメント

最後の追い上げでメンバーの団結心が一層強まり集中力が上がったが、秋カンから冬カ
ンの期間のタイムマネジメントに課題があった。着想の良さを制限時間内でレベルアップし
説得力を向上させる難しさ、重要性を学ぶいい機会になったと思う。

マグネット商品でSDGs !

アトラクター〔うでぴた〕

初めに「認知度のアップ」に直結する企
画として、割引クーポンを考案した。SNS
において拡散協力を条件にクーポンを
発行し、購買意欲の上昇と認知の拡大
を図る。さらに「私たちが一番アプローチ
をかけやすい20代前半」には、iPhone
の利用率の高さを活かして、iPhone
ユーザー向けにマグネット付きスマートフォ
ンケースをプレゼントという企画も考えた。
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明海大学　小谷恵子ゼミ/神原北斗、宇佐美公副、青木佑真

SDGsに貢献し、食品ロスをゼロ
に!

まずは、デザインを考えた。制作してる過
程で、今の日本で話題となっている、外
国人労働者のことを考えようと思い、文
字をなくして、ピクトグラムのデザインも考
えた。
実際にマグネットシートを使って試作品
をつくり、複数の飲食店の方に試しても
らった。
小分けにできる仕組みも、実際使って
もらってる方の意見から、反映させたも
の。

私たちは飲食店から出る食糧廃棄
の現状を調査したところ、消費期限
切れや食材の発注オーバーが原因
になっていることに気付く。そこで私た
ちは、食材の消費期限と個数を明
確にでき、外国人労働者でも簡単に
確認できるように文字を使用しない
商品を作りたいと考えた。

マグネットシートを使い、飲食店で起きてしまう
食品ロスを減らすことを目標に、消費期限カレ
ンダーを制作した。カレンダーはマグネットシー
トになっており、冷蔵庫などに貼ることができ
る。使い方は、マスの左上に食品名、右上に
購入した数と在庫数、下に購入した日にちと
消費期限を書く。これを1マスずつ分けられる
ようにし、使い切った食材が出たら貼り替えら
れる仕様になっている。文字を使わずに、ピク
トグラムを使い、今日本で増えている外国人
労働者の方にも使いやすいようデザインした。
カラーを4色、赤、青、緑、黒にし、好きな色や
好きな用途によって使い分けができる。

他の学校は商品の値段を決めるなど事
細かく行動していた。企業とコンタクトをと
り値段を決め利益を出すまで話し合って
いた。小谷ゼミでは商品サンプルを作成
するまでしか進まずその後の値段など含
めて企業と連絡を取り合う時間がなく手
が回らなかった。商品のアイディアは褒め
ていただけたので商品の値段や利益率
を考えていたらより良いものになったかもし
れない。

指導教員
小谷恵子先生
からのコメント

食品の廃棄という課題を深堀りし、サプライチェーンの中の在庫管理でのロスに注目したこ
とは面白い視点だった。もう少し足を動かして多くの飲食店での聞き取り調査ができれば、
さらに良いものになったのではないか。

マグネット商品でSDGs !

ラーメン〔消費期限カレンダー〕
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目白大学　長崎秀俊ゼミ/後藤かんな、齋藤里奈、安本彩香

言語の壁をなくし誰もがストレスフ
リーな介護を

「ヘルスマグボード」は、外国人介護士
と関わる人、在宅介護を行っている人
が、その日の介護に必要な業務を可視
化できる商品である。
超高齢社会を迎えた日本における介護
職員の人員は少なく、外国人介護士が
増加しているが、コミュニケーションがと
れるか不安であるという介護関係者の
言葉があった。そこで、介護で必要な項
目をイラストで簡略化し、外国人介護士
だけでなく、在宅介護をする人にもわか
りやすいように介護業務を可視化できる
商品となっている。

外国人介護士の受け入れの現状
について調べたところ、約9割が受け
入れていなかった。その理由としてコ
ミュニケーションが上手くできるかわ
からないという不安を抱えていること
に気づいた。そこで私たちは外国人
介護士とスムーズにコミュニケーショ
ンが取れる商品を作りたいと考えた。

介護に関わる全ての人が、このボー
ドを見て何を表しているのか分かるよ
うにイラストが描いてあるマグネットを
使用した。イラストにすることで一目で
1日にどんな介護をしたかが分かるよ
うになっている。排泄の項目に関して
は、福祉の専門家からのアドバイスに
より直接的なものでなく丸型のイラス
トで表した。

指導教員
長崎秀俊先生
からのコメント

性格控えめな3人によるチームは進め方も慎重であり、毎回の発表では大きな進展が見ら
れないことが続いた。しかし中盤から自ら専門家に対するデプスインタビューを計画し、プロ
トタイプを作り上げる など目覚ましいラストスパートを見せたことが印象的であった。

マグネット商品でSDGs !

ルラシオン〔ヘルスマグボード〕

介護用レクリエーション道具の市場
はあったが、介護士や介護利用者
向けの商品にとっては新市場となる。
そのため、地域包括支援センターで
商品紹介を行う福祉学会へ商品を
展示し、認知をしてもらい、既に介護
用を取り扱っているイトーヨーカドー
や comeriでの販売をしていく。
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山梨学院大学　粘逸彦ゼミ/三枝功弥、和知未来哉、張宇舟

テスト結果で生徒の理解度を知
ることができるもの

「マグひげ図」は、テストの結果をマグ
ネットを使った箱ひげ図で掲示すること
で教師も生徒もクラスや自分の実力が
わかるというものである。この商品は今ま
であったようなマグネット教材という分野
に属するが、リニーシステムを採用するこ
とでマグネットシートの脱着という機能だ
けでなくマグネットを揃えて張ることも簡
単に行うことができるものである。また、箱
ひげ図を採用することで生徒個人の名
前や成績を周りにさらすことなく掲示する
ことができるというものである。

マグネット製品と聞いて私たちがまず
思い浮かべたものがマグネット教材
であったことから中学校の教師に記
述式アンケートをとり、マグネット教材
というジャンルの中でも現状では無い
ものを探すことにした。その結果、生
徒の理解度が分かるものがほしいと
いうニーズを見つけそれに合った製
品をつくることにした。

細かいマグネットシートを使うにあた
り邪魔になりにくい数でかつ不足し
ない本数を導き出すことが一番の工
夫点だ。また、テスト結果をただ箱ひ
げ図にして教室に掲示するという使
い方だけでなく、マグネット教材として
の側面も強調するためにサイズ感に
も気をつかって制作した。

すでに大きな市場であるマグネット教
材という分野であったためその中でこ
の商品を見つけてもらうことは難しい
と考えた。その結果私たちはまず山
梨学院大学の付属中学校に無料
配布し、その使用風景や教師と生徒
それぞれの声などをもらいそれをSNS
などで発信し周知してもらうというプ
ロモーションを行う。

指導教員
粘逸彦先生
からのコメント

『マグひげ図』は、紙・電子機器類を使わなくても、「教員が学生」及び「学生が自身」の
理解度を把握できるという商品の提案である。教員と学生の使用目的が異なるため、その
違いを解明できたらより良い提案になるのではないかと思う。

マグネット商品でSDGs !

粘ゼミマグネットチーム〔マグひげ図〕
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立命館大学　今井まりなゼミ/木村早智、松尾あゆみ、宮内椋平

安心とスペースを確保するマスク
ケース

「マスクボックス」は、給食中や音楽の
授業中に使用しているマスクを一時保
管するためのマスクケースである。マスク
を衛生的に保管することが難しく、教室
の机やロッカーのスペースが狭いという
小学生から高校生の課題を解決するた
めにこの商品の開発を行った。マスクを
収納する以外にもホワイトボードとして使
用することや、付属のマグネットシート使
用し、ポケットティッシュを貼り付けることも
可能である。そのため、新型コロナウイル
ス感染症の収束後も継続的に活用でき
る商品であると考える。

私たちはマスクを外した際の保管場
所が定まっていないと考え、アンケート
調査を行った。約70%の人がマスクを
ポケットにしまっており、その他にはカバ
ンの中にしまう、机の上に置くという回
答があった。学校では机やロッカーの
スペースの確保が難しいという観点か
らマグネットを活用し、スペースの確保
ができるマスクケースの開発を行った。

まずは既存のマスクケースの課題につ
いて考え、解決案としてボックス型のマ
スクケースを考案した。次にプラスチッ
クを用いてサイズの考案や机の脚に
貼り付けたマグネットの強度などを考
慮して試作品制作を重ねた。その後
クリーンスチールなどマグネット製品を
使用した付加価値のアイデアについ
て考え、現在の試作品が完成した。

指導教員
今井まりな先生
からのコメント

着眼点や、ニーズの掘り起こしや検証的調査などを含め、プロジェクトに対して取り組む姿
勢は評価に値するものであった。マスクケースの必要性をいかに伝えるか、どのような販路
が考えられるかについて具体的な提案があれば、より良い企画となっていただろう。

マグネット商品でSDGs !

りつぴた〔マスクボックス〕

販売促進はSNS広告を活用し、小
学生から高校生の子どもに宣伝した
上で親に情報共有をしてもらい、親
がドラッグストアなどの実店舗やオン
ラインストアでの購入という形態をと
る。SNS広告を活用する理由は、近
年小学生から高校生のインターネッ
ト利用率が高く、多くの人に訴求す
ることができると考えたからである。
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流通科学大学　清水信年ゼミ/北本海夏人、佐藤成望、山本聖耶

来日外国人が日本で運転する
際の不安をなくすアイテム

コロナ禍以前は訪日ドライバーによる事
故が年々増加していた背景から、私たち
は初心者マークを開発したニチレイマグ
ネット様と共にこの問題を解決したいと
考えた。旅行に来た外国人の方が日本
で運転する際、少しでも不安を解消でき
るアイテムである。初心者マークと同様、
自動車の前面と後面に貼り付け周りの
ドライバーに認知していただく事で効果
を発揮する。従来の事故防止アイテムと
して機能しつつ、日本に来たことを示す
お土産としての役割を果たす。日本に来
たことを歓迎する意味を込めてウェルカ
ムマークと命名した。

ニーズやマークについての印象などを調
査するために校内の留学生や街中の
外国人の方に向けてアンケートを実施し
た。 その結果、日本の標識を理解するこ
とに時間がかかる事やアメリカや中国と
運転する方向が違うなどの理由から、8
割以上の方が欲しいと回答された。 免
許を持っていない方もマークのデザイン、
存在は評価していただくことができた。

秋カンでは地球のマークを採用して
いたが、冬カンにあたってデザインを
一新した。お土産としてのデザインを
重視した和のテイストをより強くしたも
のをデザインとして検討したが、初心
者マークの形とカラーリングに似せた
ものを採用した。初見でマークを見
た人が初心者かもしれないという印
象を感じてもらうためである。

事故が発生する事で損失が発生す
る保険会社やレンタカー会社と連携
し、支店などに卓上POPや口頭での
ご案内を実施していただき、ウェルカ
ムマークの存在を知ってもらう事が
重要だと考える。 販路としては上記
の会社にまとめてウェルカムマークを
購入して頂き、レンタカー等に貼って
いただく事を想定している。

指導教員
清水信年先生
からのコメント

秋カンでいただいた指摘を、チームワークで一つひとつ解決していった努力を評価したい。
デザインを含め製品としての仕上がりはかなり良くなったが、販促などを含めたマーケティン
グ計画の完成度を上げることまで出来ていれば、ということが悔やまれる。

マグネット商品でSDGs !

マグネット〔ウェルカムマーク〕
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明成孝橋美術

社会課題を解決する印刷製品

現代社会における問題や課題、悩み事や困り事の解決は、お客様

の喜びに繋がる。学⽣の皆様には、当社のパッケージデザイン・特殊

印刷加⼯技術を活かして、社会課題を解決し⼈々に喜んでいただ

ける製品を提案する。

商品化は、「『ありがとう』が沢山集まるモノづくり・コトづくりを目指す」

を合言葉に、お客様と共にパッケージ製作を中心に「売れる商品」

づくりを目指す「明成孝橋美術」が実施。
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080	 ささえる君
081	 避難所いざとなった時シール
082	 ペーパーファイブる
083	 オールインわんっ!オールインにゃんっ!Book
084	 S i ikusu
085	 PILE－UP
086	 notEnEt
087	 想いデリバリー
088	 メディクル
089	 ダンジョンマット
090	 アクティボス
091	 タッチャレ
092	 ハートフルポストカード
093	 カポノ
094	 みちび君
095	 ブンベツおままごと
096	 HOMEMO
097	 たすけっかー
098	 CHAMEパッチ
099	 S leep note



1 .観察 Observation 2 .試作品制作 Prototyping 3 .販売促進 Promotion

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 280

愛知学院大学　油井毅ゼミ/中島一哉、金坂泉、吉村美咲、山田怜央

育児ストレスによる、心が張り詰
めた状態を緩和させたい

リラックス効果の促進、一人ではないと
いう安心感を与え、ホッと一息つく時間
を作るためのステッカーである。
中央についている鏡で、自分自身を見る
ことで、ポジティブ感情が増加し、低下す
るはずだった潜在的な自尊心が維持さ
れるのである。さらに、手書きでメッセー
ジを書くことで、幸福感が高まり、メインカ
ラーをオレンジにし、心理的効果として、
陽気な気分、解放的な気持ちを促進さ
せたり、緊張を和らげたりといった効果
がある。

私たちは、問題を見つけ出すところから始
め、その解決策を生み出し、価値をユー
ザーに届ける手法である「デザイン思
考」をもとに、顕在的ニーズではなく、潜
在的ニーズを探った。まず初めに、愛知
県の久屋大通りや百貨店などに観察を
しに行き、電車の中で、子ども連れの親
御さんに出会い、周りの目を気にしている
のを見かけたのをきっかけに、問題を定
義した。

ささえる君には様々な心理的効果がた
くさんある。鏡には、ポジティブ感情の増
加、さらに、日頃子育てに忙しい親には、
疲れが表情に出ていたらしっかり休息を
とってほしいという私たちの願いも込めら
れている。そして、手書きでメッセージを書
くことで、幸福感が高まり、オレンジ色に
は、陽気な気分、解放的な気持ちを促
進させたり、緊張を和らげる効果がある。

指導教員
油井毅先生
からのコメント

大きな社会問題である育児ストレスという声なき声に耳を傾け、チーム一丸となって立ち向
かった。「ささえる君」は形状、色彩、用途すべてにおいてブランドアイデンティティが確立さ
れていた。オレンジの熊のステッカーには、チームメンバーの愛情があふれている。

社会課題を解決する印刷製品

キーエスト〔ささえる君〕

育児支援を行っている団体企業様
に問い合わせ、多くの方に協力して
頂いた。その結果、名古屋で「オレ
ンジリボン・児童虐待防止運動」の
啓発を行なっている ハーレーサンタ
CLUB NAGOYA様にて取り扱い
が決定。その他4つの団体との交渉
権を獲得した。



St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 2 81

1 .観察 Observation 2 .試作品制作 Prototyping 3 .販売促進 Promotion

関西大学　徳山美津恵ゼミ/濱田航輝、川本魁人、松下りさ子

避難所運営者が的確かつス
ムーズに運営できる

この商品は避難所運営者が避難所を
的確かつスムーズに開設でき、避難所
生活者に役立つ情報を届けることがで
きるシールである。避難所内の設備をロ
ゴで表し、シールにすることでトイレや給
水車の場所等をわかりやすくマッピング
できる。また、全てのシールを使うことで自
治体が発行する避難所運営マニュアル
通りに設備を配置することを促すこともで
きる。この商品によって避難所生活者
全員が避難所設備の場所を正確に把
握し、快適な生活を送ることを可能にす
る。

災害時に使う商品という特性上、
避難所支援団体、消防隊員や大
学教授等にヒアリングを重ねた。そ
こからある人は給水車が来る場所
を知っているが、ある人は知らないと
いった情報格差があることがわかっ
た。そこで私たちは避難所生活者全
員が正しい情報を把握できる商品を
作りたいと考えた。

避難者が見やすく、かつ貼りやすい
サイズを考え大きさは縦横13cmに
設定した。しかし、ただ単に印刷した
だけではテーマ企業の技術を使った
とは言えない。またもっと便利な機能
が欲しいという声に応じて、同社の
技術を使いながら便利になるように
蓄光の機能を追加し夜でも場所を
把握ができるようにした。

避難所運営者が使用する商品であ
るため店頭やECサイトでの販売は
現実的ではない。自治体に直接営
業をかけて購入してもらうことに加え
て、各地で開催される防災イベント
に試供品として提供し、避難所運営
者をはじめとするイベント参加者に使
用してもらうことで商品の認知度を高
めていく。

指導教員
徳山美津恵先生
からのコメント

このテーマではどのような社会課題を見つけてくるかが最大のポイントだった。避難所生活
という社会課題を掘り下げ、商品アイディアに結びつけた点は良かった。ただ何を売るべき
なのかもう少し明確にすべきだった。

社会課題を解決する印刷製品

wa r a e ru〔避難所いざとなった時シール〕
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京都産業大学　上元亘ゼミ/西紗希、軒原千晴、天野翼、鈴木敦大

印刷技術で『環境に優しく』を
普通に。

「ペーパーファイブる」は、脱プラスチッ
クを目指し環境に配慮したクリアファイ
ルの新しい形、紙製ファイルである。この
商品は、「ファイルに直接書き込みができ
る」「そのまま紙ごみに出せる」など実用
面においても高い機能性がある。さらに、
この商品の最大の特徴がファイルとして
1つの役目を終えた後、形を変えて4つ
のものに生まれ変わり、大人の折り紙とし
て再利用が可能なことである。メモ帳や
コースター、なんでも箱になり、大人でも
楽しんで折り紙ができるよう難易度の高
い蓋つきの六角箱にも変形することがで
きる。

紙製ファイルについてのアンケート結
果より私たちはプラスチック製のファイ
ルを当たり前に使用している現状が明
らかになった。私たちは、プラスチック
製から紙製に置き換えることで「環境
に優しい」を一般化しようと考えた。そ
こで浸透させる工夫として紙製ファイ
ルに折り紙の要素を追加し付加価値
のある紙製ファイルの開発を進めた。

初期の試作品段階では全てを普通
紙で製作したのだが「コースター」や
「なんでも箱」は頑丈さが足りないと
いう反省があったため、変形後のも
のによって素材の異なる紙を使用し
試作を行った。また、どのようなシーン
でも使用できるような色合い、色合わ
せにするのかも改善を繰り返し完成
品に近い形で作った。

指導教員
上元亘先生
からのコメント

実践的な取り組みという点ではあと一歩であったが、プラスチック製品の環境問題をいか
にして解決するかについては重要な社会課題の1つであり、地元京都の伝統工芸品のデ
ザインを活用して付加価値を生み出すといった工夫が感じられ、魅力的なプランになった。

社会課題を解決する印刷製品

I 'mPr i n t〔ペーパーファイブる〕

①「環境への取り組み」をしたい組織へ
の呼びかけ→・展示会、webメディア、
SNSを活用した宣伝・ロゴ印刷可能な
ど「組織」によって良い点を大きく宣伝             
②京都の伝統工芸品である「西陣織」
デザインを活用→・京都の伝統工芸品
を扱う店での展示やポスターによって認
知を獲得・ロゴ印刷可能など「組織」に
とって良い点を大きく宣伝
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京都橘大学　瀨良兼司ゼミ/乾志百、香西翔太、田中沙奈

ペットとの幸せな毎日をカタチに 
～ペットと私の成長記録～

現在深刻化しているペットに関する社
会問題を解決したい。そんな願いのもと
考えた商品である。ペットの情報を記録
し、知識や責任について学んでいくこと
でペットの親である自覚を強く持ってもら
い、飼う責任に気づかせられるように工
夫した。また、表紙や中身のページにつ
いても、利用者の用途に合わせアレンジ
可能にし、うちの子だけのオリジナルグッ
ズを手元に残せられるようにした。そして
紙媒体で残すことができるため、「突然
の別れで思い出の品が少ない」といっ
た悩みにも対応できる商品である。

メンバーのペットロスという実体験か
ら、動物の社会問題について着目し
た。ペットに関するインタビューを行い、
ペットを失う悲しみや、不安を知った。
そして、「買う」と「飼う」ことの責任に
ついて、動物愛護センターに調査を行
い、飼い主はペットの健康やしつけだ
けでなく、最後まで飼う責任を持たな
ければいけないと教えていただいた。

うちの子のオリジナルグッズを手元に残
せるよう、表紙はシンプルに、中身も用
途に合わせ入れ替えられるリングノー
ト型にした。また、初めて飼う人に知識
や責任を知ってもらえるページも記載し
た。ユーザーの「初めて飼う人が知識
も愛情も深められそう」や「ノートを続
けて書く仕組みが欲しい」との声から、
誕生日を記録するページを作成した。

飼う知識を持っていないターゲットが、
ペットショップで初めてペットをお迎え
する際に、一緒にこの商品を販売す
る。またペットを飼った際には、定期的
なワクチン接種や健康診断を行うた
め、動物病院での販売も想定した。す
でにペットを飼っている方にも購入して
いただきたいため、ペット雑誌やペット
用SNSでの広告の掲載を検討した。

指導教員
瀨良兼司先生
からのコメント

ペットを「買う」責任と「飼う」責任について、当事者の想いを懇切丁寧に反映させた企画
である。実際に現場へ足を運ぶことによって、現実を自分事として捉え直したことが、商品
企画提案のクオリティ向上だけではなく、メンバー自身の成長にも繋がったのではないか。

社会課題を解決する印刷製品

ぷりんと倶楽部〔オールインわんっ!オールインにゃんっ!Book〕
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近畿大学　廣田章光ゼミ/土方知佳、下畑まりな、三輪いつみ

日常に溶け込むお薬ケース

Si i k u s uは、薬を周りに気づかれずに
持ち運べるお薬ケースである。 持病が
ある多くの方が抱える、「持病に気づか
れ、周りに気を遣われてしまい困ってい
る」という悩みを解決する商品だ。 ター
ゲットは、特にその悩みが強い「知られ
たくない持病がある学生」である。 ター
ゲットが抱える悩みを「薬と気づかれにく
い外装」と「持ち歩きやすい取り外し機
能」で実現する。また、NFCタグを活用
し、緊急時連絡や薬の飲み忘れ防止
通知もワンステップで可能にする。 私た
ちはこの商品を通し、持病と闘う人々へ
快適な薬の持ち運び体験を提供する。

持病がある様々な方にインタビュー
を行った結果、共通する悩みが「気
を遣わせてしまうのが嫌だ。周りと同
じように生活したい。」であることが分
かった。この観察結果から、自分の
病気が周りに気づかれるきっかけとな
りやすい薬に着目し、薬の持ち歩き
の悩みを解決する商品を考案する
運びとなった。

片頭痛発作を持っており、発作薬
と、毎日必ず飲まなければならない薬
を持ち歩いている女子大生をペルソ
ナに設定し、実際に薬を入れてもら
いながら、商品改良を繰り返した。ま
た、薬局の方からの意見も参考にし
ながら、大きさを改善し、取り外し機
能や飲み忘れ防止機能等も加えて
いった。

指導教員
廣田章光先生
からのコメント

日常生活の中の気づきから「発作の可能性を持つ人々が、いつ発生するかわからない発作を
理由に周りに気を遣わせたくないという問題」を発見。その問題を解決する体験を、印刷技術と
学生の持つネットワーク資源を活用しプロトタイプ制作と実験を繰り返したインクルーシブ企画。

社会課題を解決する印刷製品

3peace〔S i i ku su〕

既存のピルケースはプラスチック製の
もので、誰が見ても薬だとわかるもの
が多い。Si ikusuは「薬であるとわか
りにくい外装」と「緊急連絡機能」、
「飲み忘れ通知機能」で既存のピ
ルケースとの差別化をしている。ピル
ケースを販売する薬局や雑貨屋に
て「見た目」と「機能性」で優位を
狙っていく。
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甲南大学　佐藤圭ゼミ/濱谷翔、森本泰生、龍山芽生

自信をつけるためのTodoリスト

PILE－UPは、自己肯定感が低い若者
のための商品である。大きな夢や目標を
定めてもらい、そのための小さな目標を
期日を決めて達成していくことで、自信を
つけてもらうというものである。前向きにや
り遂げたいことをリスト化し、卓上型に設
計し目につきやすく、目標を認識しやすい
ため、ユーザーの継続性も見込める商
品として開発を行った。他製品のように
やらなければならないことをリストアップし
なくていいため、楽しく前向きにリスト作
成が出来る。

私たち日本人は、他国に比べると自
己肯定感の低いことに加えて、コロ
ナ禍で若者を中心に深刻な問題に
なっているのではないかと考えた。そ
こから、何をすべきか分からないとい
う問題を解決し、且つ一人一人が
前向きになり自信をもってもらいたいと
いう思いで今回の商品を開発した。

ユーザーに使いやすく、いかにコンセプ
トに沿って使用して頂けるかを考えた。
できる限り、調査内容を商品に落とし
込めるように努力した。そして、このよう
な商品を完成させることが出来た。製
作を通して、日常にありふれた商品そ
れぞれに設定したターゲットに対し、コ
ンセプトに沿って使用してもらうための
努力があると実感することが出来た。

Ins tagramを活用し、投稿は勿論
のことリール等を作成し短い動画で
商品の良さを広めていきたい。この
商品の特徴である小さなことから活
動する意義を明確に伝えられるよう
な投稿を行う。動画投稿に記載する
リンクからECサイトへ誘導し商品を
購入してもらう。

指導教員
佐藤圭先生
からのコメント

チーム内での意見がなかなか定まらず、秋カン後も変更を重ねてようやく決まったアイデア
は、若者たちの自己肯定感を高めるための支援グッズであった。自らで書くという工夫によ
り目標を身近に感じられる。効果の検証まで届かず、時間切れとなった点が悔やまれる。

社会課題を解決する印刷製品

y ak i t o r i〔PILE－UP〕
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神戸大学　宮尾学ゼミ/青山莉里花、谷口裕豊、小野菜月

若者のための手軽なエンディン
グノート

「ノーテネット」は、若いうちから取り組む
ことができる、手軽なエンディングノートで
ある。
既存のエンディングノートが死を意識し
始めた高齢者に利用されているのに対
し、ノーテネットは、高齢者以上に死へ
の備えをしていない若者に対し、手軽に
思い出を記録させることによって、死を
意識させることなく、万一への備えを促
す。
家族内の関わりが希薄化している現代
において、思いがけない死に若者が遺
せるものはほとんどない。ノーテネットに
よって、かけがえのない人たちとの思い
出が遺る社会にしたい。

印刷製品を扱うに伴い、紙媒体とデジ
タル媒体を比較し、書き手以外でも簡
単に見返せるという特徴に注目した。そ
して、書き手以外も閲覧する印刷製品
であるエンディングノートの作成に取り
組んだ。さらに、親族を亡くした学生か
ら、遺言書等の備えがなく疲弊したと
の話を伺ったので、死に備える意識が
より希薄な若者にターゲティングした。

既存の高齢者向けエンディングノー
トの口コミを参照し、書ききる前にや
めてしまう・記入事項が適していない
という問題点を発見した。そこで、そ
れらの問題点を解決するとともに、よ
り若者向けの商品にするために、記
入欄を日付ベースではなく人ベースと
し、また、記入事項の選別を行った。

指導教員
宮尾学先生
からのコメント

「死」という大きな社会課題に取り組んだものの、既存の終活ノートを超えることはできな
かった。秋カン以降、アイデアづくりに戻って立て直しを図ったが、迷走してしまい時間切れ
となったのが痛かった。

社会課題を解決する印刷製品

神戸大学宮尾ゼミ印刷班〔notEnEt〕

高齢者にターゲティングしている既存の
エンディングノートと異なり、若者にター
ゲティングしているので、SNSを利用し
た販売促進が有効であると考えられ
る。死に関連する商品を扱う特性上、
過度な販売促進は、顧客の購買欲求
を減ずるだけではなく、商品及び企業
のイメージを毀損する可能性があるの
で、企業のInstagramを利用する。
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神戸大学　吉田満梨ゼミ/伊吹優伸、堂満聖南、西藤絢乃

手間と想いをかけて、祖父母に
元気を届ける

「想いデリバリー」は離れたところに住
む、孫と祖父母のコミュニケーションを促
すことができる商品である。この商品は、
高齢者の孤独感の解消を目的に掲げ、
孫が元気を届けるためのツールであり、
ノートの形式をとっている。孫は購入後、
祖父母に聞きたいことなどのテーマを書
き込み、それを郵送し、祖父母が回答す
るものである。この商品のメリットは3つあ
り、1つ目は孫の姿が思い浮かび元気
がもらえる。2つ目は祖父母のことをより知
ることができる。3つ目はアナログならでは
の文字の温かみが感じられる、形に残る
というものである。

私たちは社会課題として「高齢者の
孤独」に注目した。この課題を解決でき
るのは、孫であると考え、大学生を対象
にアンケート調査を行った。その結果、
96%もの大学生が祖父母に対して何
かしてあげたいという思いを抱いている
ことが分かった。その一方で、祖父母と
のコミュニケーション不足を感じている
大学生も半数いることが分かった。

離れて暮らす祖父母と孫に使用して
もらうことを想定し、スマートレターに
いれて郵送できる大きさ、厚さで試
作品を作成した。また日常的に飾っ
て見返してもらえるよう、表紙は箔押
しで目立たせた。さらに、ひもをつける
ことで立てても開いても使用すること
ができるつくりにした。

PRは、学生がターゲットであるため、主
にSNSや学内で行う。SNSでは、商品
を使用している場面の写真や動画を、
感情が伝わるように撮影する。投稿の
際にはハッシュタグをつけて、拡散力を
強める。販路は、オンラインと店舗を用
いる。オンラインでは、ギフト専門のEC
サイトやAmazonで販売し、店舗は生
協や大型雑貨販売店を用いる。

指導教員
吉田満梨先生
からのコメント

認知症の専門家へのヒアリングなどを通じて社会課題の当事者の問題に迫ろうとした取り
組みがとても良かった。ピボットした最終的なコンセプトも、ターゲット顧客が潜在的でも確
かに持っているニーズとらえて、完成度の高いプロトタイプ提案まで仕上げることができた。

社会課題を解決する印刷製品

S i e s t a〔想いデリバリー〕
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滋賀大学　山下悠ゼミ/森寛菜、谷澤春香、天野功基、小島鈴夢

お薬の適切な服用を助ける、新
しい「お薬カレンダー」

私たちが着目した社会課題は高齢者の
「お薬の飲み忘れ・飲み間違い」であ
る。この問題はメンバーの親族が実際
に抱えている問題でもあった。お薬は食
前・食後など服用するタイミングが細かく
決まっており、飲み忘れや飲み間違いを
すると適切な治療の効果は得られない。
私たちは従来のお薬カレンダーの問題
点を分析し、どうすれば飲み間違いを防
げるのかを考え、お薬の飲み忘れ・飲み
間違いが起こらない、新しいお薬カレン
ダーを提案した。

高齢者の「薬の飲み間違い」を社会
問題と捉え、高齢者施設2か所に協力
を仰ぎ、高齢者と介護者に向けてのア
ンケート調査と、考案のきっかけになっ
たメンバーの家族にインタビューを行っ
た。これらの結果から既存のお薬カレン
ダーでは「薬の飲み間違い」の問題が
解決できていないことを発見し、お薬カレ
ンダーの改善が必要であると考えた。

薬の飲み忘れや飲み間違いを防ぐ機
能を向上させ、かつ高齢者の生活にな
じむデザインを目指して試作品制作に取
り組んだ。制作したプロトタイプを高齢者
に実際に使用してもらうことで改善点を
見つけ、機能やデザインの再検討を進
めた。薬の服用時に目にしやすい冷蔵
庫の扉で管理することで改善できると考
え、台紙にはマグネットシートを使用した。

指導教員
山下悠先生
からのコメント

高齢者施設のみならず家庭においても重要な問題について、既存商品では全てが解決
できていないことに着目して解決策を模索しようとした意欲的なチーム。どのように商品の
価値を広めていくのか、広報戦略について深い検討が行われると良かったと思う。

社会課題を解決する印刷製品

スパチュラ〔メディクル〕

お薬カレンダーを購入するのは実際
に薬の飲み忘れや飲み間違いの
問題を抱えている高齢者自身ではな
く、高齢者を介護する家族や高齢
者施設である。そのため、従来のお
薬カレンダーが多く販売されていた
AmazonやBaseといったECサイト
での販売を想定し、より多くの人に届
くように販路の検討を行った。
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高崎経済大学　佐藤敏久ゼミ/吉野安純、平柳楽人、髙野幸香

家族で協力!食事の「できる」を
増やそう!

ダンジョンマットという家族が集まる食事
の場で家族と協力しながら食事の「でき
る」を増やす商品である。商品は「嫌い
なものを食べる」や「三角食べをする」と
いったミッションが書かれたランチョンマッ
トである。使い方は食事前にミッションを
確認し、食事の中でそれを意識しながら
食べる。食後にミッションが達成出来て
いればそのミッションのピースを切り抜く。
切り抜いたミッションはパズルのピースと
なっていてパズルとして遊ぶことが出来
る。

私たちは社会問題として、子育てを
あげた。そして、その中でも特に悩み
の多かった食事問題に取り組んだ。
子供が食事を嫌いにならず、楽しく、
正しいマナーで食事をしてもらいたい
と思いこの商品を考えた。

一人で食事ができるようになる年齢、
5～6歳の子供をターゲットに試作品
を制作した。パズルの絵柄は子供が
好きなものは何かアンケートをとり決
めた。また、試作品完成後は実際に
お子様のいるご家庭で使用していた
だいた。

ローカルファミリーレストランでの販売
を考えたため、群馬県の地域新聞
社である上毛新聞様にPRをお願い
した。ファミリーレストランで食事をし
た際に商品を購入していただくことを
考えた。

指導教員
佐藤敏久先生
からのコメント

子供の食における好き嫌いやマナーといった食育の問題に、親子で楽しく学んでもらうこと
で対応しようという商品である。ランチョンマットにパズルなど工夫を凝らすことで、食事にお
いてできた、もっとやってみたいという笑顔と意欲を生み出すことができる。

社会課題を解決する印刷製品

ハピルス〔ダンジョンマット〕
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同志社大学　冨田健司ゼミ/網干大寛、市田理子、名和田祐奈

ゲームを通した日本人の金融リ
テラシーの向上

資産運用カードゲームアクティボスは、
手軽に資産分配方法を学ぶことができ
る商品である。日本が抱える金融リテラ
シーの低さという社会課題を解決すべ
く、誰もが手に取りやすいゲーム媒体で
の商品を開発した。細かなプレイヤー設
定や社会情勢を踏まえたイベントを設け
ることで、ゲームプレイヤーは資産分配
だけでなく金融リスクや将来を見据えた
生活設計を学ぶことができる。アクティボ
スで、日本の金融教育を盛り上げていき
たい。

私達は数ある社会課題から、日本人の
金融リテラシーの低さに着目した。きっか
けは、日本と海外の資産運用法の大き
な違いに気付いたことだ。そこで周囲に
金融に興味はあるか調査した結果、興
味がないと7割の人が回答した。このまま
では日本人の金融に対する考えは変わ
らないため、幼少の頃から金融知識を
つけてもらえる商品を作りたいと考えた。

2022年4月に改訂された高等学校学
習指導要領に伴い、家庭科で金融教
育を行う高校生をターゲットに設定し、
簡単すぎず学べるカードゲームを制作し
た。ただお金を分配していたゲームから
金融リスクを学べるようイベントを加えた
り、将来予測ができるような工夫を施し
た。また、何度も金融教育の専門家か
ら現場の声や助言を聞き、取り入れた。

指導教員
冨田健司先生
からのコメント

高校生への金融教育という、まさに現在の教育システムにおいて不足しており、かつ必要な
事を商品化した画期的なものである。ゲームであるため、楽しく学べる点がポイントだ。中学生
や小学生でも遊び感覚で学べ、大学生も学べる内容である。大人も学ぶべき商品と言える。

社会課題を解決する印刷製品

The  Musc l e〔アクティボス〕

金融教育ゲームであるため、教育機関
への販売を想定している。そのため、直
接的な教育機関への販売の他、教育
教材を販売している大手企業から総
合商社へ取り扱いを依頼したいと考え
ている。現在市場で販売している金融
ゲームと比較して、安価にも関わらず充
実したゲーム内容であることを知っても
らうべく、情報発信を行う必要がある。
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南山大学　川北眞紀子ゼミ/田中なつ子、中山絵里加、市川雄大

視覚を必要としないカードゲーム

「タッチャレ」は、視覚ではなく触覚を用
いて遊ぶカードゲームである。
このカードゲームは、遊ぶのに視覚を必
要としないため、目の見える人と見えない
人が、有利不利なく対等の立場で対戦
できる。また、両者に共通する感覚であ
る「触覚」を用いるが、点字は必要とし
ない商品であるため、目の見える人と見
えない人が同じ条件で同じ楽しさを共
有することが可能だ。障がいの壁を感じ
ずに楽しく、気軽に交流できるタッチャレ
によって、目の見える人と見えない人の
相互理解と関係構築を促進していきた
い。

目の見えない叔父がいるメンバー
が、幼い頃に大好きな叔父と遊びた
くても、一緒に遊べるツールが少なく
て思うように遊べなかったという経験
をしていた。この実体験から、障がい
の壁を感じずに目の見える人と見え
ない人が対等に遊び、楽しさを共有
できる商品を作りたいと考えた。

現地・現物を掲げ、視覚障がいを持つ
方達に実際にタッチャレで遊んでもらい
ながら商品改良を繰り返した。「目の
見える人と見えない人が対等に対戦で
きる」「誰もが遊びやすい形にする」と
いう点に重きをおき、認識しやすいよう
にマークの大きさ・位置・数を変更した
り、視覚だけでマークを判別できないよ
うにマークの色を全て統一したりした。

カードゲームであるタッチャレの認知
拡大・購買を促進するためには、実
際に遊んで「楽しさを理解してもらうこ
と」が最も効果的である。そのため、
視覚障がい者団体や子ども会などに
向けてタッチャレ体験会を実施し、そ
の様子をSNSなどで発信する。合わ
せて、目の見える人も見えない人も利
用しているECサイトでの販売を行う。

指導教員
川北眞紀子先生
からのコメント

この3人は、田原市まで何度も足を運び、視覚障がいを持つ方 と々一緒にゲームを改良し
続けていた。ゲームをすることも楽しそうだったが、関わった人に助けられ、新たな世界に触
れたことで彼らが変わっていくことが頼もしかった。

社会課題を解決する印刷製品

タッチャレ〔タッチャレ〕
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日本大学　石田大典ゼミ/梅澤美夢、吉川愛実、山田瑞起

孫と祖父母の関わりのきっかけと
なるもの

家族間コミュニケーション問題に着目し、
「孫と祖父母の関わりのきっかけとなる
もの」を生み出したいと考えた。コロナウ
イルスの影響で、遠方に住んでいる祖父
母とあまり会えていない、距離が生まれて
しまった方が多いだろう。連絡を頻繁に
とる人、とらない人、皆に使用して頂き、
電子媒体では味わえない、紙本来の温
かさと人と人の繋がりに触れ、ハートフル
になってもらいたい。このハガキは、三世
代の関係性の良好に繋がって欲しいと
いう願いを込めて作成した。

サンプルを作ってから利用されるまで
は至らなかったものの、大学生を対
象にアンケートをとったところ、祖父
母との関係をより良くしたいという意
見からこの商品へのリアクションも良
かった。また、継続性を要さない点が
大学生受けが良かったように思われ
る。

往復はがき上にデザインを作成した。
一般的な交換ノートの内容は小学
生向けに作成されているため、その点
を大学生向けと祖父母向けに変えて
いった。枠組みを作るだけではシンプ
ルすぎてしまったため、枠外の色合い
やデザインに工夫を施した。往復はが
きは形を変えても利用可能であった
ため、はがき自体の形変更も考えた。

指導教員
石田大典先生
からのコメント

部屋を掃除している時、亡き祖母から10年前にもらった手紙を見つけた。スープのセットを
送ったときのお礼というたわいもない内容だが、祖母が書いた文字を見てとても温かい気持
ちになった。ハートフルポストカードは人々にそんな体験を届けることができる商品だろう。

社会課題を解決する印刷製品

すいかばー〔ハートフルポストカード〕

ターゲットを祖父母世代に設定した
ため、販売場所はイオンやイトーヨーカ
ドーといった日用品販売場にした。そ
れに従い、販売促進もオンラインでは
無く、オフラインを想定している。情報
収集が他の世代と比べて限られると
ころが問題点として挙げられた。その
問題の解消としては、販売場所で目
立ちやすくすることが主に挙げられた。
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日本大学　水野学ゼミ/齊藤慎太郎、宮繁莉央、岩佐美京

飽きずに継続できる卓上カード
型日記でテレワーク鬱を改善

日記が長続きしないリモートワーカーの
自己肯定感を高める卓上カード型日記
「カポノ」。1日の終わりにカレンダーの
裏面にその日起きた良かったことを3つ書
き、切り取り線に沿ってパーツを切り取っ
たら、ケースの1番後ろに入れ直すといっ
た、シンプルな仕組みとなっている。日記
の「挫折率の高さ」に着目し、飽きさせ
ない為に「日めくりカレンダーとしての機
能」「デザイン性」「1日に書ける行数が
3行だけになっている点」「スリーグッド
シングスを取り入れている点」「モザイク
アート」の5つの工夫を施した。

私達は「自己肯定感の向上には継続
して日記を書くことが効果的である」と
いうデータと、「日記は挫折率が高い」
というデータから、従来の日記が抱える
課題について定性調査を行った。する
と「達成感がない」「どのくらい書けば
いいか分からない」「書くことをつい忘
れてしまう」という意見が挙がり、それら
を改善した商品の制作に着手した。

日記を書きたい気持ちはあるものの
何度も挫折した経験がある社会人
男性をペルソナに設定し、飽きずに日
記を継続させるための工夫を試行
錯誤した。肝となるモザイクアートは
コスト削減の為、同一の単純な形を
したパーツのみで作ることが出来るイ
ラストを考え、有名なパズルゲームを
モチーフとした。

社会課題への貢献と相性がいいクラウ
ドファンディングを行うことで資金を集め
つつ、この商品の社会的な価値やその
有効性を訴求する。その後の販路とし
ては、主なターゲットがテレワーカーであ
る点やこの商品に施されたモザイクアー
トなどの飽きさせないための工夫を画
像や説明文で効果的に伝えられる点か
らモール型ECサイトでの販売とした。

指導教員
水野学先生
からのコメント

商品開発は、自分たちの思いや理屈だけでは不十分。周囲から学ぶ謙虚さ、現場に何度
も通うフットワーク、試作品へのこだわり、そして日程管理。それが揃わないと自己満足。次
の成長に向けて、足りなかった部分を見直しましょう。

社会課題を解決する印刷製品

ほえい〔カポノ〕
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法政大学　杉浦未樹ゼミ/森野豪斗、綱川怜華、伊藤輝哉、餘目直季

子どもの「いやいや」を「したい」
に、親子を笑顔に!

「みちび君」は、子供が動画に夢中でト
イレやお風呂等に行きたがらない問題
を解決する商品である。表が青色 裏が
赤色の丸いカード4枚と、剣の形にくり抜
かれた1枚のシートのセットとなっている。
表の青い面にはモンスターの絵があり、
ゾンビ、悪魔、オオカミ男、龍である。
「みちび君」を目的地までの通り道に設
置し、剣をさして、ひっくり返すと、赤い面
になって、それぞれのモンスターが倒さ
れた状態になる。
主体的な体験価値とゴールすることの
達成感を提供することができる、新しい
商品を開発した。

幼 児を育てる家 庭に存 在する社
会課題として、協力団体へのインタ
ビューとアンケートによって明らかに
なった問題の中から、スマホ等で動
画を見せると親が言っても子どもが
離れない問題に着目した。子どもの
興味を引く色や絵柄、飽きさせない
ための仕掛けを施し実際にモニタリ
ングし、改良した。

2歳から4歳の幼児を主なターゲット
に設定し、協力団体のメンバーの親
子に協力してもらい、フィードバックか
ら改良を重ねた。表と裏が分かりや
すいように色を変え、倒し次に進む
要素を幼児に分かりやすく伝えるた
めに剣を加え、幼児が楽しく目的地
に向かう仕組みを実現した。

指導教員
杉浦未樹先生
からのコメント

探索調査ではターゲット設定に悩んだがインタビューを通して幼児に決まり、その後、親
サークルの協力を得て、商品開発を進められた点がよかった。サンプルのフィードバックを
反映させて商品を改良し、販路からもすぐに好反応を得られた。

社会課題を解決する印刷製品

ぺあっちゃ〔みちび君〕

幼児を持つ親御様向けの商品とな
るため、育児用品の小売店にアプ
ローチした。全国有名百貨店で販
売し、90店舗以上を展開する乳幼
児品販売メーカーから好反応をい
ただき、商品化したらECサイトおよ
び専門店での販売をご提案いただ
いた。乳幼児の兄姉への商品に好
都合とのことであった。
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法政大学　西川英彦ゼミ/竹見まどか、長濱有希、合田結菜、森下蒼太

人々が無意識のうちに分別を習
慣化できるようになる商品

「ブンベツおままごと」は、幼児期から遊
びを通して学び、分別を習慣化すること
ができる商品である。子供が大人の真
似をするおままごとという遊びに、作る・
食べるだけでなく「捨てる」という行動ま
で取り入れることで、"自然に遊びながら
学ぶ"を実現させた。ポイントは、おままご
とのパーツを色ごとに片付けるという行
動そのものが分別になっている点だ。本
来、ゴミ問題は全ての人に関係あるは
ずだ。しかし、どこか他人事であるという
問題に、敢えて遊びを通して習慣化とい
う切り口にすることでこの問題と向き合っ
た。

私達は社会課題に向き合った時に
環境問題に対して自分事化出来な
い人々が多いと感じ、実際に学校の
ゴミ箱や駅のゴミ箱に無意識のうち
に分別をしない人々が多いことに気
づいた。だからこそ私達は無意識の
うちに人々がゴミを分別出来るように
なる商品を開発しようと考えた。

学習による定着や習慣化の効果が
高い2～5才の子供たちをペルソナ
として設定し、知識がなくとも色を見
ただけで自然と分別が出来るように
色で分別をテーマにした。また遊べる
シーンを増やすために背景シートの
追加やおままごとのパーツを自由に
作成できる白紙のパーツを入れ自由
度を増やした。

家庭にBtoCで販売する事も考えた
が、家庭用のおままごととして販売す
る事よりも教育施設や環境施設等
への需要を活動の中で感じる事が
出来た。またイベントでの販売等も前
向きに考え環境に関連するイベントで
の販売活動に向けた活動も行った。
この2つの活動を基軸にユーザーを
増やしていこうと考えた。

指導教員
西川英彦先生
からのコメント

ままごと遊びを通して、ゴミ分別を学べる知育玩具である。アイデアが二転三転したが、この
企画に辿り着いてから、わずか2週間で、試作品の完成度を高め、販促活動まで実施でき
た瞬発力は素晴らしい。もう少し早ければ、1位が獲れる企画であったと思う。

社会課題を解決する印刷製品

まごみ〔ブンベツおままごと〕
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武庫川女子大学　高橋千枝子ゼミ/富田彩葉、玉垣緋莉、杉本梨奈

頭の中を整理できる製品で抑う
つ気分を改善するメモ製品。

スケジュール管理だけでなく、メンタルサ
ポートも行う商品である。ストレスの状況
を分かっていて行う自分助け（ストレス
コーピング）を取り入れることは、安価で
簡単に行える抗うつ方法であり、これを
取り入れたのがHOMEMOである。
使い方は、利用方法を参考に頭の中の
モヤモヤをカテゴリー別に書き出す。さら
に次のページで詳しく書き出す。そこか
ら、今日行うタスクを選び、シールの上に
書いていく。タスク終了後、シールをめくる
と誉め言葉が書かれている為、自己肯
定感のUPにつながる。

61人にWebアンケートを行った探索
的調査では、自己管理の悩みについ
て、「タスク・スケジュール管理」が挙
げられ、パニックを納めるために「書い
ている」人が多いことが分かった。ここ
から、「頭の中でやるべきことの整理
が出来て、自分を肯定的に捉えること
が出来る商品」があれば、社会課題
を解決できるのではないかと考えた。

タスク管理でストレスを抱えている就
活生男女をターゲットに設定し、実
際に就活生20人にモニターアンケー
トを行いながら何度も試作品を作っ
た。3ページから4ページに変更したこ
とで書くスペースを増やし、頭の中の
整理をより可視化できるようになった。
目標や遊び心も加えて、より気軽に楽
しく持続しやすいように改善した。

指導教員
高橋千枝子先生
からのコメント

秋カンから冬カンまで、商品コンセプトが全くぶれることなく、モニター調査や専門家インタ
ビューなどを通じてアイディアをブラッシュアップして、プロトタイプやスライドの完成度もとて
も高かった。その器用さと創造性を今後に活かして欲しいと思う。

社会課題を解決する印刷製品

We l l - C r a〔HOMEMO〕

全国の就活生約40万人の内、7人に
1人が就活うつであるため、約5万6千
人の市場規模があると予測される。 
全国の大学には相談室やキャリアセン
ターがあるので、HOMEMOのブース
を設置してもらい、相談に来た人にお
すすめをして、サンプルを短期間試し
てもらう。効果があれば、学内相談場
所やオンライン販売を行う予定である。
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武庫川女子大学　西口智美ゼミ/石田千尋、出口杏奈、櫃田彩花

ヘルプマークで助け合いの好循
環を生み出すきっかけへ

「たすけっかー」はヘルプマークでの
自己表現と個人情報保護をするステッ
カー商品である。この商品は3枚のス
テッカーで構成されている。一つ目はへ
ルプマークをスマートフォンカバーのよう
に各々の気分や好みによって自己表現
できるようにするデザインステッカー、二つ
目は裏面のプライバシー保護にも努め
るブラインドフィルム、三つ目は裏面の個
人情報が記入されているシールが雨等
で劣化しないように保護するクリアフィル
ムである。ヘルプマーク利用者、並びに
ヘルプマークの利用に一歩を踏み出す
きっかけになりたい。

私たちはヘルプマークの認知度から調
査し、ヘルプマークにおける現状の問
題を把握した。そしてまだまだ認知度が
低いことが分かったのである。これは利
用者だけでなく、非利用者にとってもど
う行動すべきか分からないという重要
な問題であり、認知度を高める必要が
あると考えた。だから、ヘルプマークを利
用するきっかけ作りに注目したのである。

ヘルプマークを兵庫県福祉部様から
頂戴し、実物を元にラミネートシートでス
テッカーの試作を行った。デザイン作成
にあたり、持ち歩きたくなるようなデザイ
ンになっているか、ヘルプマーク本来の
役割を妨げてしまっていないかといった
点を話し合い、ヘルプマークユーザー
やユーザー以外の方からフィードバッ
クを頂きながら商品改良を繰り返した。

ヘルプマークの配布場所である福
祉センター等の公共施設、外出が
困難なユーザーに向けAmazon等
の通信販売の2箇所での販売を考
えている。商品の特性上、ビジュア
ル面での訴求がメインになるため、
Instagram投稿による発信をメイン
にプロモーションを行う。

指導教員
西口智美先生
からのコメント

助け合いの好循環を作るため、ヘルプマークの認知と理解を深める狙いで考案した、たす
けっかーの商品案。非常時に綺麗に剥がせる個人情報保護フィルム、デザインが工夫され
たクリアステッカーが斬新で、障害を持つ人がヘルプマークを楽しく持ち歩くきっかけになる。

社会課題を解決する印刷製品

らふーぷ〔たすけっかー〕
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武蔵野大学　古川一郎ゼミ/小泉奈々、眞田奈緒、稲葉拓真

環境を可視化するシール

「CHAMEパッチ」は社会課題の1つ
である子どもの熱中症を防ぐためのシー
ルだ。
幼児は大人と比較すると、体調の変化
に気づかず、時間が経過してしまい熱
中症を発症する可能性が高いことが明
らかだ。その為、私たちは幼児が熱中症
になる前に、危険であるということを誰も
が気づくためのシールを開発した。
この商品は感温印刷の技術を用いてお
り、気温が30度に到達すると緑色から
ピンク色に変化する。シールは猫とうさぎ
の形のシールで、幼児の名札に貼り、周
囲の先生や子ども、自らが色の変化に
気づき、熱中症を予防するものだ。

近年の夏猛暑が続いており、ニュー
スで子どもの熱中症について目にす
ることが多いため子どもの熱中症に
ついて着目した。調査を行ったところ
熱中症に最もかかりやすいのは子ど
もであることが分かった。そこで私た
ちは、子どもを熱中症から守る商品
を作りたいと考えた。

熱中症に最もかかりやすい幼児をペ
ルソナに設定し、試作品を保育園で
何度か使ってもらった。保育園の看
護師からCHAMEパッチの改善案
を頂き、商品の改良を繰り返した。
名札に貼るため、名前が隠れないよ
うにCHAMEパッチを小さめのサイ
ズに変更したりシールの形を子どもか
ら人気の高い動物型にしたりした。

指導教員
古川一郎先生
からのコメント

社会的な課題に着目し“環境の可視化”により解決を図るという企画内容は興味深いが、
提案先の既存の印刷技術では実現できないという壁に直面した。誰もが体験するこのよう
なハードルを越えるために何が必要か考える良いきっかけになった筈である。

社会課題を解決する印刷製品

プリティー〔CHAMEパッチ〕

幼稚園や保育園に子どもを通わせて
いるご両親にCHAMEパッチを手に
取ってもらいたいため、子ども用品を広
く取り扱っているアカチャンホンポや西
松屋で販売を開始する。 CHAME
パッチの話題性を高めるために、アカ
チャンホンポや西松屋のInstagram
とTwitterで紹介をしてもらう。このよ
うにSNSを通して認知を得る。
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和歌山大学　柳到亨ゼミ/日平拓夢、若林みずき、喜田彬幸、榊彩名

"眠り"と"予定"を一括管理 生
活を整える睡眠手帳

Sleep  no teは、睡眠スケジュール法と
いう認知行動療法を用いた睡眠日誌と
睡眠表に加えて、日々のスケジュールも
記入できる商品である。
日本に2500万人以上存在する不眠症
患者をターゲットに、医学的な視点から
ベッドに入る時間や睡眠時間を調整す
ることで不規則な生活と不眠症の改善
を図ることができる。 誰もが患者となり得
る不眠症であるからこそ、Sleep  n o t e
で少しでも多くの方の不眠症改善をサ
ポートしたい。

私たちは身近な先輩や家族が不眠
症で悩んでいたことから、それを社会
課題として印刷製品での解決法を
模索した。その際に、ブルーライトを
浴びなくて良い紙の特徴と日誌や表
を記入する睡眠スケジュール法に着
目し、より継続できる工夫としてスケ
ジュール帳を追加した商品を提案
することに決めた。

試作品は実際に医療現場で使用さ
れている睡眠日誌や睡眠表を参考
に制作した。また、生活習慣改善の
ために予定を管理できる要素を取り
入れ独自性を出した。更に、実際に
ゼミの先 生や不眠症の悩みを抱え
る友人など多くの人にプロトタイプを
使用してもらい改善を繰り返した。

Sleep  no t eは幅広いターゲットの
睡眠改善をスケジュール機能と抱き
合わせで行う。よって、販路としては
手帳を販売する書店や図書館、老
若男女が訪れるスーパーが有効な
手段と考えた。更に、商品認知を広
げるため、睡眠や文具の情報を発
信するインフルエンサーに協力を要
請した。

指導教員
柳到亨先生
からのコメント

身近な人が不眠症を抱えていることを社会課題として捉え、その解決法としてSleep noteを提案し
た。Bring fourthは現代人の不規則的な生活習慣、ブルーライトであることに注目し、生活習慣や
環境の改善を促すことで睡眠問題を解決する、独創性や機能性の高い商品を考案したのである。

社会課題を解決する印刷製品

B r i ng  f o u r t h〔S l e ep  n o t e〕
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旭電機化成

暮らしに役⽴つ便利商品

世の中のヒット商品、便利な商品をちょっとひとひねり、改良してより便

利なアイデア商品を提案する。

商品化は、「みんなでhappyになろう」という会社理念をもとに、 「も

のづくり」を中核としたビジネスで、中小企業の中でキラリと光る存在

を目指す「旭電機化成」が実施。
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102	 カサポート
103	 目線望鏡
104	 Myポケ
105	 バックドア引っ張り帯
106	 プラスピンチ
107	 たべっこぼ～しくん
108	 目ディスンくん
109	 3楽洗濯かご
110	 ハンドレ
111	 クリッキー
112	 だんぼーるマスター
113	 キャンプ用まな板シリコンボウル
114	 かさんぽ
115	 くいこま～ず
116	 フライパン革命
117	 W de 相愛フック （ダブルであいあいフック）
118	 水切りらっくん
119	 虫取りステッキ
120	 コンパクトケーキケース
121	 書き込み式ピルケース
122	 TIP STRAW
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愛知学院大学　油井毅ゼミ/浦野実咲、坂晃成、近藤純生

あなたの隣が傘立てに。雨の日
の皆さんをサポート

カサポートは、傘を自立させるための商
品である。カフェや施設などで傘の置き
場所に困ったことはないだろうか。このよ
うな困りごとに対して私たちは、傘を自立
させることでの解決を目指した。カサポー
トは、今使っている自分の傘に後付けす
ることができ、一般的な長傘、婦人傘に
は対応している。重さも傘を持ったときに
気にならない程度にこだわった。また、傘
を自立させるための商品は他にない。

私たちは、講義中に立てかけている
傘が何度も滑り落ちる光景を目にし、
傘の置き場所について調査すること
にした。すると、幅広い年代層で傘
の置き場所に対する問題を抱えてい
ることがわかり、自分のそばに置いて
おける自立する傘を作りたいと考え
た。

三脚タイプから二脚タイプ、筒状タイプ
など、傘を自立させるための商品を何
度も作った。どのタイプも安定性や簡
易性の面で課題を抱え、何度も試作
を繰り返した。そうして、三脚タイプで後
付けできる試作品が完成し、一般的な
傘のサイズへの対応に成功した。対面
にこだわった試作品の評価では、幅広
い年代層で多くの人から支持を得た。

指導教員
油井毅先生
からのコメント

キャンパス内のペインポイントから、誰もが使う傘の問題を突き詰めていた。「カサポート」の
誕生はユーザー評価、協力企業のヒアリングの成果である。冬カンプラン優勝戦では、壇
上のセンターマイクの横で凛と立つ傘の姿を見て、油井ゼミ全員が勇気と自信をもらった。

暮らしに役立つ便利商品

リクリエイト〔カサポート〕

販路は提携企業様の既存販路先で
考えている。市場には、数多い様 な々便
利商品が存在するため、商品を知って
もらうためのプロモーションが重要とな
る。提携企業様の公式媒体に加え、
Instagramを通して商品の認知度を上
げたい。数名のインフルエンサーの方に
試作品をお見せしたところ、商品化次第
紹介していただけることが決まっている。
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追手門学院大学　高嶋克義ゼミ/中嶋大貴、尾関啓太、松下遥彦、浜井裕介

オンラインの交流でも相手の目を
見て話すことができる。

「目線望鏡」は、オンラインでの交流で
画面に映る相手の目を見て話してもカメ
ラ目線が保たれる商品である。
リモートワークやオンライン面接といった、
オンラインでの交流が増えているが、より
良い印象を与えるためにはカメラ目線を
保ちながら交流する必要がある。しかし、
対面で目を見て話すことに慣れてしまっ
ているため、意識しなければ相手の目を
見て話してしまい、カメラ目線が保たれな
い。「目線望顔」は、オンラインでの交流
と対面での交流の架け橋となる商品で
ある。

私たちは、普段から相手の目を見て
話すことに慣れてしまっているため、オ
ンラインで交流する際、画面に映る相
手を見てしまい、目線がズレるため良く
ない印象を与える可能性があると考え
た。アンケート調査により、そのような経
験がある人が多いことが分かった。そこ
で、相手の目を見て話してもカメラ目線
が保たれる商品を作りたいと考えた。

私たちは最初のターゲットを学生と設
定したため、比較的安価な商品であ
る必要があった。そこで、webカメラで
はなく、既にあるパソコンのカメラに取り
付けることで目線が合う物がよいと考
え、潜望鏡を参考に作成した。また、
パソコンのカメラは自動で光を調節す
る機能があるものが多いため、外側は
透明にするといった工夫を行なった。

新しい市場であるため、社会人や学生
全般にアプローチするのは大きく費用
が掛かる。そのため、よりカメラ目線の悩
みに共感を得やすい、就職活動に挑む
学生をターゲットに絞り、学生が通いや
すい雑貨店や大学生協で販売促進を
行う。その後就職先でオンライン会議や
商談などに使い続けてもらうことで、社会
人への認知を広げ、販路を広げていく。

指導教員
高嶋克義先生
からのコメント

このチームの商品企画は、自分たちの身近なところから発想しており、市場性も期待できる
優れた企画になっている。企画を製品化する段階で苦労したようだが、この経験は将来に
つながると期待している。

暮らしに役立つ便利商品

おうC〔目線望鏡〕
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大阪市立大学　小林哲ゼミ/油目哲志、稲見早紀、山﨑万夢

お気に入りのトートバッグをもっと
便利に!

「Myポケ」は、手持ちのトートバッグに
簡単に後付けできる内ポケットである。
「Myポケ」は『コンパクトさ』・『バッグと
の親和性』・『どんなバッグにも取り付け
られる』をコンセプトに考案された。これ
により、既存のバッグインバッグの問題
点である「ポーチ自体が大きすぎて中で
モノがぐちゃぐちゃになってしまう」「バッ
グの見た目を邪魔してしまう」といった
部分を解決することができる。この商品
で、日常生活の中でバッグの中がぐちゃ
ぐちゃになってしまい、定期や鍵がすぐに
見当たらず困っていた消費者の不満を
解消したい。

私たちは大学生の通学バッグに関する
困りごとを解決したいという思いのもと、
実際にアンケートを行い、6割の大学生
が通学時にトートバッグを利用している
ことに着目した。中でも通学バッグに人
気のキャンバストートはポケットがついて
おらず、中がぐちゃぐちゃになってしまうと
いう問題点から、簡単にバッグにポケッ
トを付けられる商品の提案に至った。

以下の3点に注意しながら試作を重
ねた。1点目はカバンの中で見失いが
ちな小物に合わせたコンパクトなサイ
ズ感にした。2点目はキャンバス生地
に合わせた素材を使用することで、より
目立たず、バッグに馴染むよう既存製
品から改善した。3点目はポケットに透
明なベルトを付けることで、どんなカバン
の持ち手にも対応できるよう工夫した。

指導教員
小林哲先生
からのコメント

多くの学生が使用しているトートバッグの「小物がすぐに取り出せない」という課題に注目
し、それを解決しようとする試みは高く評価できる。また、競合製品の欠点を明らかにし、それ
を解決するものとして商品を企画提案している点も説得力があり良かった。

暮らしに役立つ便利商品

um ida su〔Myポケ〕

既存市場の商品であるが、この商品に
興味を持ってもらうためには、商品を使用
することによって得られる効果に共感しても
らう必要があった。そこで、ターゲットの生
活に根ざしたSNSの中でも、接触機会が
多いインスタグラムでの販売促進を考え
た。また、既存販路の内、インスタグラムを
見て興味を持ったターゲットが、購買の
場として選択する可能性が最も高い東
急ハンズでの販売を考えた。
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関西学院大学　石淵順也ゼミ/中田一歩、鈴木茉友、藤本卓弥

シニアの伸びる手になるつり革

私たちが考えた商品は車のバックドアを
楽に降ろすことができるものである。持ち
手のストラップは輪っか状になっており
掴みやすく、アジャスター付きで車体や
個人の身長に応じて長さが調節可能で
ある。掴みやすさを実現するとともに腕を
目いっぱい上げなくてもバックドアをおろ
すことが出来る。また粘着テープ素材を
使用している為、取り外しが簡単で車を
傷つけない。この商品を使用することで
買い物だけでなく趣味を楽しむためにト
ランクを使うシニア世代、低身長の方の
「手」となりサポートする。

観察内容として、高齢者が集う福祉セ
ンターと実際に祖母へヒアリング調査
を行った。その中で、共通して手が上
まで思うように上がらないという身体的
負担があることが分かった。また、ニー
ズを正しく把握し、より質の高い商品に
向けコンセプトテストや商業施設にイン
タビューを行い、車のバックドアに対す
る便利商品を開発することに決めた。

車を日常的に運転し、腕を上げる事が
しんどい70代女性をペルソナに設定し、
試作品を実際に使っていただきながら
商品改良を繰り返した。実際に使っても
らい最長の長さのデフォルトを決めて車
に挟まらないように工夫を行い、粘着素
材も車と相性が良いものを模索した。作
成した試作品は、複数の車種、何名か
に試してもらい使用感の確認を行った。

ターゲットの60－70代はコンセプトテスト
から地域情報誌を見る人が多いことが
分かった。そのため地域情報誌から認
知を拡充し、購買に繋げたい。またカー
用品店においても日常的に行く人は少
なく商品が埋もれてしまう可能性が高
い。そのため、目につきやすく手に入れ
やすいアウトドア用品店やホームセン
ター、EC販売を行うことを想定する

指導教員
石淵順也先生
からのコメント

バックドアひっぱり帯は、高齢者の隠れたニーズに着目した商品である。フィールド調査での
ニーズ発見、定量調査、試作品作成など堅実な開発プロセスを経て、提案をまとめた点が素
晴らしい。試作品作成時の苦労が印象深い。この経験を就活、将来の仕事に活かしてほしい。

暮らしに役立つ便利商品

C4U〔バックドア引っ張り帯〕
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京都産業大学　上元亘ゼミ/永田茉里奈、西原裕一朗、藤井由香

丈の長い洗濯物を床に着くこと
なく干せるようにする道具

この商品はロング丈衣類用のアタッチメ
ントである。いつも使用しているハンガー
にこの商品をプラスすることで、衣類を
快適に干せない!という暮らしのピンチを
ピンチで挟んで解決する道具だ。小型
で取り付けが容易であり、賃貸であって
も問題なく使用できる。この商品には2つ
の強みがあり、1つはピンチ付きハンガー
の代わりとして小物も干せる点、もう1つ
はどのようなハンガーにも取り付けが可
能な点だ。アタッチメントの形態を採るこ
とで、プラスチックの使用量を最小限に
留め、環境に配慮しながらも暮らしを便
利にできる商品とした。

類似商品の調査を行ったところ大
型で設置が難しく、工具を使う必要
があるものもあったため、使用できる
状況が限定されている商品ばかりで
あるという問題点を発見できた。この
調査の結果から小型で取り付けが
簡単、またどのような状況下において
も使用可能な商品である必要があ
ることが分かった。

ホームセンターで薄いプラスチック
板を購入し、はさみで加工して製作
した。アイデア発案時は具体的な形
をイメージできていなかったため、異
なった形状のアイデアが複数あり、
具体的な形に落とし込むまで苦労し
た。しかし、微調整を重ねることで、コ
ンセプトに沿ったプロトタイプを作るこ
とができた。

指導教員
上元亘先生
からのコメント

このチームは企画する商品がなかなか決まらず試行錯誤の繰り返しが続いていた。この丈の
長い洗濯物をしっかり乾かせるための商品はプロトタイプを作成するところまでこぎ着けたが、
商品の使い方や保管、この製品を使わなければいけない価値といった点での問題が残った。

暮らしに役立つ便利商品

定時退社〔プラスピンチ〕

①既存のルートでの商品販売に限
定→企業の意向でもあり、確立さ
れたルートの方が諸費用を抑えられ
る。②展示→取扱店舗で実際に商
品を展示してもらうことにより、使用時
のイメージを湧きやすくする。③SNS
を活用した広告宣伝→SNSを活用
することにより、広告宣伝費を抑えるこ
とができる。
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近畿大学　廣田章光ゼミ/宇高優香子、宮田結衣、眞岡彩夏

おいしさに、全集中。

「たべっこぼ～しくん」は、食べこぼしを
防止することで食事時間をより快適にす
る商品である。
この商品は、「食べこぼしを商品で防止
する」という新しい市場に対応した商品
だ。受け皿部分が回転するため、どんな
姿勢でも食事を楽しむことができる。食べ
こぼしを気にするあまり、せっかくおいし
い食べ物を食べているのに食事を十分
に楽しめない、という状況をなくすべく開
発を進めた。「たべっこぼ～しくん」を使
い、食べこぼしによる不快感や食べづら
さをなくしていきたい。

私たちは、便利商品というテーマか
ら「日常の不便さ」についてインタ
ビューを行い、「食べこぼし」という不
便さに着目した。そこで、ゼミ生や知
人124名にアンケートを行ったところ、
食べこぼしに不快感を抱いている人
は全体の81%もいることが分かった。
この結果から私たちは、食べこぼしに
よる不快感をなくしたいと考えた。

食べ物を持つ方の手首につけるバン
ドと受け皿を連結させ、片手が空く
仕組みになるような構造を考え試作
を作成した。受け皿の回転部分にこ
だわったり、売り場に置きやすく組み
立てられる仕様に変更したり、幾度
も試作品を改良しながら改善を試み
た。また、実際に様々な食べ物を食
べて使用感を確認した。

新しい市場かつ、全く新しい商品の形
で食べこぼしの悩みを解決するため、
恥ずかしさや抵抗を感じる人が多い。
そのため、使用方法などをまとめたプロ
モーション動画で、商品の魅力を知っ
てもらうところから始めるのが良いと考え
る。その動画によって、商品を着用する
ことの恥ずかしさや抵抗感を取り除き、
顧客に浸透していくことを狙いとする。

指導教員
廣田章光先生
からのコメント

自宅でついついやってしまう「食べこぼし」問題をゼロにする製品。食べることを妨げず、か
つ食べこぼしをキャッチする状態を創造し、食べている時の手首の動きを観察し、問題を解
決する最適な解決形状を繰り返し実験し見つけ出した。大学生発イノベーションの典型。

暮らしに役立つ便利商品

h om i e〔たべっこぼ～しくん〕
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甲南大学　佐藤圭ゼミ/大石真夕、小林莉里、南慧之朗

みんなの悩みを一発で解決する
商品

「目ディスンくん」は、市販の目薬に取り
付けることで目薬を恐怖感なく一発で点
眼することができる商品である。この商品
は、ミラーを通して目の位置を確認するこ
とで、正確な位置での点眼を可能にす
るという既存の類似商品とは違った全く
新しい方法で独自のポジションを確立し
た。「目薬を一発でさしたいけど上手く
狙いが定まらない」という意見や「点眼
する時に目薬の先端を見ることが怖い」
という意見など小さいながらも多くの人
が抱える悩みを目薬の如く「潤して」いき
たい。

チームに目薬をさすことが苦手なメン
バーがおり、同じ悩みを持つ人もいるの
ではないかと調査を進めた結果、半数
の人が目薬を一発でさすことができな
いことが判明した。さらに、同アンケート
で目薬を一発でさしたいかと問いかけ
たところ、9割を超える方が「はい」と答
えた。その結果、目薬を一発でさすこと
ができる商品を企画することになった。

先端を見なくても一発で点眼ができる
ように、試行錯誤を重ねて目薬の角度
や目との距離を決めた。角度が固定さ
れていない試作品でモニター調査を
行った結果「どこを見れば良いかわか
らない」と意見を得たため、角度を60°
と固定し、さらにミラー自体に印をつけ
ることとした。よって、誰もが同じ条件の
下、より確実な点眼が可能となった。

指導教員
佐藤圭先生
からのコメント

アイデアの創出量ならどのチームにも負けていない。何度も没になっても決して諦めない姿
勢は、教員としても見習いたい。数多の案から選ばれたのは、目薬の悩みを解決するグッ
ズ。安全性や売り場などの検討にもう少し時間を割ければ、さらに良い案となっただろう。

暮らしに役立つ便利商品

Me l a ! ! !〔目ディスンくん〕

ターゲットを「目薬を使っている人」に
設定し、限定された層へのアプローチ
を意識した。コンタクトレンズの利用者
が目薬を使っている可能性が高いとい
うデータから、コンタクトレンズを通販サ
イトで購入する際の同梱広告、ドラッグ
ストアの同封広告。さらに、企業様が運
営されているYouTubeで宣伝広告を
行うことで販売を促進させていきたい。
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神戸大学　吉田満梨ゼミ/小川拓、田中美玖、山原さくら、吉田衣里

腰の痛みを気にせずに洗濯物
を干せる洗濯かご

「3楽洗濯かご」は持ち運びが“楽”・干
すのが“楽”・収納が“楽”な洗濯かごで
ある。
この商品は、既存の洗濯かごでは腰の
痛みが気になる腰痛持ちの人や、腰痛
持ちでなくても毎回腰を曲げたり運ぶの
が面倒だという方の悩みを解決する商
品である。腰椎と骨盤の境界部分には
全体重の60%の負荷がかかっているこ
とを気づいていない人は多い。かごに
脚をつけてかご底の高さを60cm上げ、
キャスターを足の片側のみにつけること
で折りたたんでもコンパクトに収納できる
かごを考案した。

洗濯かごについてのアンケート調査を
行った。 「洗濯物を干すときに洗濯か
ごの高さが低いと感じるときはあるか」
聞いたところ腰痛持ちでもそうでなくと
も低いと感じる人が6,7割と大多数で
あることがわかった。次に「高さを上げ
る」以外に洗濯かごに求める機能を
聞いたところ「楽に移動させたい」「折
りたたみたい」といった意見があった。

実際の商品の想定としては、かごも
脚も樹脂製だがプロトタイプでは脚
を段ボールで作成した。取っ手のつ
いている洗濯かごに60㎝の段ボー
ルの脚をつけ、片側にキャスターもつ
けた。このプロトタイプを実際に腰痛
持ちの人に使ってもらい、3楽を感じ
てもらえるか確かめた。

洗濯かごに対してニーズを感じる腰痛
持ちの方への適切なアプローチ方法
を3つ考えた。1つ目は、整骨院や介護
士など腰痛の悩みを抱える人が多く集
まるであろうお店や職場へのポスター
掲載。2つ目は、YouTube等のSNSで
の紹介動画作成。3つ目は、「腰痛」や
「洗濯かご」といった特定の検索に反
応するリスティング広告の導入である。

指導教員
吉田満梨先生
からのコメント

沢山のアイデアを考えたり、ゼミ合宿の時に夜遅くまで議論していた様子が印象に残ってい
る。実現可能性が難しい企画だからこそ、ターゲットのニーズに接近した製品仕様の工夫
に苦労したと思うが、ターゲット顧客や製品コンセプトはとても明確で良かった。

暮らしに役立つ便利商品

L IUS〔3楽洗濯かご〕
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滋賀大学　山下悠ゼミ/中村祐斗、花木愛佳、牧明佳里、李佳娇娇

ひねらず、汚さず、ワンタッチ

「泡や汚れの付いた手で蛇口ハンドル
を触るのに抵抗がある…」「水がハン
ドルを伝ってシンク周りが濡れることが
嫌!」そんな悩みを解決すべく、私たちは
蛇口の水栓に付ける商品を開発した。
その名は「ハンドレ」。ひねるタイプの水
栓に取り付けることで、レバー式のように
使えるようにするものだ。ひねるタイプの
水栓を手の甲でも開けられるようにし、ま
た、水をハンドル部分にかけたとしても水
がシンクの中に流れるため周りが水浸し
にならない。「ハンドレ」で、一人暮らしの
狭いキッチンや衛生意識の高い人の暮
らしをより便利にしたい。

チームメンバーの1人がひねるタイプ
の蛇口を使う時に衛生面でストレス
を感じることがきっかけで、キッチンの
蛇口に関する調査を行った。調査を
通じて、同様の悩みを持つ人は少な
くないと分かった。そのため、私達は
キッチンの蛇口に関する「清潔」に
着目し、そんな悩みを持つ人に向け
た商品を提案した。

類似商品のレビューを見ると耐久性
や滑りやすさが問題視されていた。
私たちはそれらを改善するために、ベ
ルトで調節・固定をして全体から締め
るようにし、可塑性エラストマーという
伸縮性のある素材を使用して内側に
凹凸を作ることで滑りにくさを実現し
た。また、ハンドルの長さを伸ばして手
の甲でも簡単に開けられるようにした。

指導教員
山下悠先生
からのコメント

「学生ならでは」の視点で、日々の暮らしの中で感じていた課題を抽出して、既存商品には
ない新たな価値を提供する解決策を提示している。作成したプロトタイプを繰り返し自宅で試
し、試作品の改良を重ねていくなど非常に精力的に活動を続けてきたことは評価に値する。

暮らしに役立つ便利商品

華金〔ハンドレ〕

ひねるタイプの蛇口の物件を取り扱
う不動産会社が、お客様にハンドレ
を紹介することで物件の価値を高め
ることで契約が決まり、ハンドレの売り
上げにもつながるというwin－winの
関係を築くことができると考えた。その
ため、不動産会社にハンドレのチラ
シや実物の設置協力を依頼した。
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専修大学　奥瀬喜之ゼミ/佐藤遥、柴田夏帆、中橋都美

鞄の中で鍵が探しやすく、家で
楽しく鍵の置き場を固定する

クリッキーは鞄の中で埋もれてしまいがち
な鍵をクリップで好きな場所に固定し、
鍵を見つけやすくすることができる商品
である。また玄関に設置するスタンドにク
リッキーを挟むことで、ひとつの絵が完
成する。自宅でも楽しく鍵の置き場所を
固定する習慣がつけられるのだ。
商品詳細は、クリッキー二個とスタンド
一個、付け替えシート一枚のセット販売
である。クリッキーの花火の絵柄には蓄
光塗料を使用していることから、暗い場
所で光るという遊び要素もある。

まず、私のように鍵がカバンの中でど
こにあるか分からなくなった経験があ
る人がいるかを調べるために質問紙
調査を行った。その結果、約76%の
人が同じような経験をし、悩んでいる
ことが分かった。このことから、鍵をカ
バンの中で見つけやすくする商品の
考案に至った。

クリッキーの材料は、キーキャップとク
リップである。キーキャップを丸い形に
し、そこに蓄光塗料を使用した花火の
絵柄を描いた。またスタンドには厚紙を
使用し、夜空に花火が上がっている背
景と季節感を問わない自然が溢れる
背景を作成した。スタンドの裏にマグネッ
トシートが貼ってあるため、簡単に背景
を変えることができるようになっている。

販 売 促 進 は 、主にT w i t t e r 、
T i k T o k 、I n s t a g r a m 、
F a c e b o o k 等のS N Sで「クリッ
キー」という名前の公式アカウントを
作成して行う。そこでクリッキーの紹
介や暮らしに役立つ豆知識を写真
と共に分かりやすく投稿し、認知度
を拡大していく。またSNSの更新頻
度は、週に3回を予定している。

指導教員
奥瀬喜之先生
からのコメント

クリッキーの優れた点は、カバンの中でかさばらないことと鍵をなくさないことを両立させてい
る点である。このことにより、邪魔にならず、かつ機能的な商品となった。蓄光塗料を塗布し
たことやスタンドを用いることのメリットがより明確だとよりよかった。

暮らしに役立つ便利商品

キャップリン〔クリッキー〕
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高崎経済大学　佐藤敏久ゼミ/市村綾乃、塩田麻衣、高橋華菜

忙しい日でもぱぱっと簡単!まとま
るステッキ

段ボールを紐でまとめる際の不満を解消
した便利グッズである。商品のターゲッ
トは、Z世代と主婦層である。ターゲティ
ングの理由は、Z世代のコロナ禍前後
でのECサイトの利用が増加しているこ
と、主婦は、家庭の段ボールをまとめる
機会が多いため。機能としては、段ボー
ルに穴をあける、ひもを通す、段ボールの
封を開けるである。商品の魅力は、使い
方が簡単、しっかりまとまる、ゴミ削減の3
点である。特に、ゴミ削減により十字に縛
るときに比べ、紐を三分の一に減らすこ
とが出来る。

私たちは、まず段ボールをまとめる方
法について調査した結果、紐でまと
める人が多いことが分かった。そし
て、紐でまとめることを手間だと感じて
いる人も多いことが分かった。調査の
結果から、私たちは従来の方法とは
別の方法で段ボールをまとめる便利
グッズを作りたいと考えた。

ECサイトの利用が増加しているZ世
代と段ボールの処理の頻度が高い
主婦層をターゲットに設定し、段ボー
ルに穴を開ける容易さと処理の速さ
を意識した商品改良を繰り返した。
また、段ボールなどの資源回収事業
を行なっている方やターゲット層の
人々に、実際に試作品を使ってもら
い、使用感やニーズを確認した。

指導教員
佐藤敏久先生
からのコメント

段ボールをまとめる際の煩雑さを減らそうという意欲的な商品である。ターゲットや自治体
等とコミュニケーションをとりつつニーズの見極めをしており、受け入れられる素地は十分あ
る.検証的調査やプロモーションを見直せば、まとめる際の新しい標準になる可能性もある。

暮らしに役立つ便利商品

おつきみ〔だんぼーるマスター〕

商品の説明文だけでは伝わらない
可能性が高いと考えられる。そのた
め、In s t a g r amでのPR活動を行
い、商品の良さを知ってもらい、認
知度を上げる予定である。販売は、
ホームセンターや通販サイトを予定
している。
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同志社大学　冨田健司ゼミ/飯沼啓将、寺尾彩実、本山陽菜

キャンプで大活躍、まな板とシリ
コンボウルが一体化

この商品はまな板が容器の蓋になって
いて、蓋をひっくり返すことによりまな板と
して使用できる。また、容器にはシリコン
素材を使用しており、折りたたみが可
能。この商品の特徴は3つある。まず一
つ目はまな板が容器の蓋になっていてま
な板を用意することなくカットできる点。二
つ目は切った後も、容器を重ねてまな板
をひっくり返すことでまな板から容器に移
し替える手間が省かれるので時短につ
ながる点。三つ目は簡単に折りたたむこ
とができるため、少ない荷物で便利な調
理グッズをキャンプへ持っていくことがで
きる点である。

私たちは屋外のレジャーとして人気
が高いキャンプにおいて、困りごとを
周囲に聞いたところ、多くの人が「荷
物がかさばる」と回答した。このこと
から調理器具に着目し、そこからアン
ケート調査を進めると特にまな板や
容器がかさばっていることに気付く。
そこで私たちはコンパクトで多機能な
性能を持つ商品を作りたいと考えた。

試作品を作ることは容易では無かった
が、チームメイト3名で試行錯誤をしなが
ら試作品制作に奮闘した。試作品が
完成してからは、キャンプ経験のある人
だけでなく、自宅でも使用することを想
定して、製作した試作品を複数の人に
試してもらった。そして、利点や改善点な
ど、使ってみた感想を聞き、より良い商
品になるように何度も検討を重ねた。

日常雑貨を多数取り揃えるLOFTで
の店頭販売を検討。LOFTはアイデ
アグッズと共に、キャンプグッズも数多
く取り扱っているため、キャンプをする
人に気軽に手に取ってもらいやすいと
考えたからだ。また、同時にネットでの
販売も行う。ネットで販売することで、口
コミなども活用して、不特定多数の顧
客の目に留まりやすいと考えたからだ。

指導教員
冨田健司先生
からのコメント

この商品はまな板と容器がセットになっているため、持ち物が多くなりがちで、作業スペース
が限られるキャンプには適したものである。しかも、この商品はキャンプだけの用途ではなく、
一人暮らしの部屋のキッチンでも同様に便利である。学生ならではの視点であり面白い。

暮らしに役立つ便利商品

チームぱんけぇき〔キャンプ用まな板シリコンボウル〕
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南山大学　川北眞紀子ゼミ/西山晃弘、中田結衣、髙橋梨紗

雨の日でもハンズフリー!気分が
晴れる多機能傘グッズ

「かさんぽ」は、雨の日に長傘を持ってい
る時に生じる悩みを3つの機能で解決
する商品である。
この商品は、既に市場に存在する傘
関連の便利グッズから着想を得た。服
や鞄が「濡れない」傘カバー、傘を鞄に
「付けられる」ストラップ、傘を机に「か
けられる」フックを兼ね備え、この商品1
つで傘の悩みを解決することが出来る。
また、既存商品の課題であった傘への
固定も、材料を検討することでより簡単
に、そして確実に出来るようにした。かさ
んぽが広まることで、雨の日の外出でも
快適に過ごせる社会を目指したい。

暮らしの中で便利にしたい場面として
「雨の日」を掲げ、電車やバスを利
用して通勤する男女に対し長傘を使
う際の悩みを聞いた。すると多くの人
が「服や鞄が濡れる」「手で持つこ
とが邪魔」「置き場に困る」という悩
みを持っていることが分かった。そこ
で、この全てを解決出来る機能を備
えた商品を作りたいと考えた。

既存商品の構造を参考にしながら、3
つの機能を1つの商品にまとめ、既存商
品の課題を解決できるように工夫した。
上から取り付けられるようにカバーの長
さを既存商品から変更したり、柄の太
さを問わず使用できるようにサイズ調整
可能なクリップを付けたりした。また、試
作品を多くの方に使用して頂き、得られ
た課題を元に改良を繰り返した。

指導教員
川北眞紀子先生
からのコメント

アイデアが抜群によかった。コンセプト1位をもらったあと、ちょっと勢いがなくなったのが惜し
かった。でも、いろんな人に使ってもらって、意見をもらったり、インターネット上のコミュニケー
ションを様 ト々ライしていたのがよかった。

暮らしに役立つ便利商品

川北ゼミ便利商品チーム〔かさんぽ〕

3つの機能が付いた傘グッズは市場
に存在しないため、知名度向上が必
要だと考えた。  商品の公式SNSアカ
ウントを利用し、商品の画像や紹介動
画、チームの活動を掲載して購入に
繋げる。利用予定のプラットフォームは
Instagram、Facebook、note。また新
聞等のメディアにも取り上げて頂き、幅
広い世代への商品の周知に繋げる。
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日本大学　石田大典ゼミ/浅田七海、内田陽夏、福徳純子

持ちにくい荷物を持ちやすく

「くいこま～ず」は、持ち手の短い袋や複
数の袋を腕に通して持ち運びをしやすく
する商品である。
この商品は、レジ袋や紙袋だけでなく、ト
イレットペーパーの袋のような2つ穴の
持ち手にも対応している。これは、既存
のショッピングバッググリップにはない特
徴である。袋の持ち手を「くいこま～ず」
に通して、それを腕に巻き付けて使用す
る。腕に当たる部分は「くいこま～ず」だ
け。そのため腕に袋が食い込まない。ま
た、腕にしっかり固定でき、ずれを軽減で
きるようにした。

私たちは日常生活の不満からアイデア
を出した。買い物帰りの際、レジ袋の
持ち手が細いため腕が痛くなる。また、
トイレットペーパーの袋は、手で持つし
かないため、手に袋が食い込んで痛い
という不満があった。2つ穴の持ち手に
対応している既存商品はなかった。そこ
で袋が腕に食い込まず、様々な袋をま
とめて持てる商品を作りたいと考えた。

ターゲットは買い物に行く主婦の方を
想定した。実際に自分達や両親に使
用してもらい、何度も商品改良をした。
荷物の重さや痛さの軽減のために、腕
にあたる側を分厚くすることで痛みの
軽減、もう一方を薄くすることで全体的
な厚さを軽減した。形状記憶板を入
れ、簡単に丸まってつけやすく、面ファス
ナーで付け外しが楽になるようにした。

SNSを利用し、認知を得る。企業様
のTwi t t e rでは商品の紹介をして
いただき、顧客への商品理解を促
す。Ins tagramでは、私たちがこの
商品考案のために作ったアカウント
から、商品の使い方や実際に使用
した感想などを発信していき、使用イ
メージを膨らませる。

指導教員
石田大典先生
からのコメント

買い物で重い荷物を持つのが大変。そうした身近な困りごとに目をつけた商品がくいこま～
ずである。くいこま～ずの高い機能性は、デザインの試行錯誤を何度も繰り返し、耐久テスト
を行った努力の賜物である。私も母親にプレゼントしたくなる商品だ。

暮らしに役立つ便利商品

ケロケロ〔くいこま～ず〕
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日本大学　水野学ゼミ/松﨑敏樹、新城朱理、川村ひかり

主婦の朝の苦労を楽にする

フライパン革命はシリコンで出来たフライ
パン区画商品である。
商品名は主婦の世界に革命を起こす
商品にしたいという思いから、この名を付
けた。
この商品は既に存在しているフライパン
区画商品を改良したものである。可動
式や分解可能であることから既存品で
は叶わない使い勝手を意識した商品に
仕上げた。主婦の家事はご飯やお弁当
作り、掃除や洗濯などたくさんの仕事を
一気に行う世界である。私たちは、日々
苦労を重ねている主婦のために少しでも
その苦労を楽にしたいという思いをもって
この商品を考案した。

私たちは主婦というターゲットの問題
を明らかにするため、インタビュー調
査を何度も行なった。そこから料理が
家事の中で特に大変であり様々な
家事を一気に同時に行う苦労と、そ
れに対する工夫としてフライパン全乗
せ調理を発見した。この工夫を生か
した商品としてフライパン区画商品を
発見し、改良商品の制作に挑んだ。

はじめはイラストで形のイメージを膨ら
ませていった。それを実際にフライパン
の上で使える素材を検討し、熱に対
応でき、主婦が使うということも考え、シ
リコンを素材に形を作っていった。既
存品との違いを出すために部品の形
や大きさにこだわり、実際に自分たち
で調理をしたりシリコン以外の素材も
実験を行ない、使い勝手を確かめた。

指導教員
水野学先生
からのコメント

商品開発は、自分たちの思いや理屈だけでは不十分。周囲から学ぶ謙虚さ、現場に何度
も通うフットワーク、試作品へのこだわり、そして日程管理。それが揃わないと自己満足。次
の成長に向けて、足りなかった部分を見直しましょう。

暮らしに役立つ便利商品

DoReMi〔フライパン革命〕

主婦は口コミを購入の動機の一つとし
て見ている。そのため実際の使用者の
声を広められるWebサイトを活用し、信
頼度の高い宣伝を行う。さらにたくさん
の方々にこの商品が届くようにSNS動
画を使用し、視覚的に効果を伝えてい
く。どんな料理に使えるのか、収納や洗
い物など声だけでは分からない使い勝
手を動画にして消費者に届けていく。
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兵庫県立大学　秋山秀一ゼミ/伊奈垣希海、岩本侑香里、大野佳歩、柿原悠里

挟んで固定 ダブルで掛けられ
る カバンフック

W de 相愛フックはカウンターのある飲
食店を対象としたカバン掛けである。特
徴は、両端に横向きのフックが付いてい
る点と、分厚いカウンターにも挟んで固
定できる点である。この特徴により、お連
れ様とフックをシェアして利用でき、安心
してカバンを置くことができる。また、狭い
スペースでの利用も可能で飲食店にも
利益がある商品となっている。商品名
は、Wがフックの外見と2つのフックを装
備している点、相がお連れ様とのフック
の相合（シェア）で安心、愛はお客様へ
の快適空間の提供を表しており、親し
みやすくした。

10～20代を対象としたアンケートで、
約9割が、飲食店のカウンター席にお
いてカバンの置き場に困った経験があ
るという結果を得た。店長に聞き取りを
したところ、カバン置きを設置しない理
由は、床にかごを置くことへの抵抗など
が挙げられ、これを解決するカバン置き
として、着脱可能で机に固定できる両
フック型のカバン置きを考案した。

カウンターに装着してカバンを掛けられ
る試作品を作成し、利用者のリアルな
声を聞いた。製品化の際はプラスチッ
クを用いる想定であったが、金属クラ
ンプなどで代用し、"両端にフックがあ
る"、"挟んで固定できる"という本製品
の特徴を再現した。試作品制作によ
り、問題点や商品構造の明確化がで
き、商品化を前進させることができた。

メインターゲットがカウンターのある飲
食店であるため、飲食店の方に聞き
取り調査を行った。その調査をふま
え、試作品を作り、ラーメン店に実際
に使用していただいた。協力してい
ただいたラーメン店の店主から、省
スペースで2人分の荷物が置ける点
を高評価してもらい、商品化されたら
使いたいという声もいただいた。

指導教員
秋山秀一先生
からのコメント

自分たちの日常生活を振り返り、試行錯誤の末に考案された商品である。ターゲットを絞り
込むことで利用シーンが明確になり、シンプルでわかり易い商品提案につながった。フックの
向きを変えるというちょっとした工夫で便利に楽しく使えるという着想も面白い商品である。

暮らしに役立つ便利商品

fiorna 〔W de 相愛フック （ダブルであいあいフック）〕
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武庫川女子大学　高橋千枝子ゼミ/中詩織、野村友海、山口胡桃、横矢瑠夏

合わせて・貯めて・折りたためる
水切りラック

「水切りらっくん」は一人暮らしの狭い
キッチンを想定した水切りラックである。
この商品は3つのこだわりポイントを持
つ。1つ目は取手を引き伸ばせ、それぞ
れのシンクのサイズに合わせることができ
る。2つ目は水を貯められ、洗い桶として
使用できる。3つ目は折り畳め、コンパク
トに収納しキッチンのスペースを確保で
きるというものだ。この商品は市場にある
水切りラックをよりコンパクト且つ機能的
にしたものだ。シンクに掛けることで狭い
キッチンでも調理スペースの確保や空き
スペースの活用を叶える商品である。

キッチンでの困りごとを調査した結果、シ
ンクの清潔感が気になることや調理ス
ペースが狭いことなど水回りでの悩みが
多いことがわかった。大学内にあるシン
クの小ささからヒントを得て、特に一人
暮らしの小さいシンクでの洗い物作業
の効率の悪さに注目した。洗い物が一
つで完結できる機能性と収納性を掛け
合わせた商品を作りたいと考えた。

素材がシリコンとプラスチックである
ため制作することは困難であった
が、折りたたみ式のバスケットや樹脂
粘土などを使い、試行錯誤の末、完
成させた。最終発表では実際に試
作品を使用している動画を用いて説
明を行ったことで具体的な使用方法
を伝えることができた。

指導教員
高橋千枝子先生
からのコメント

アイディアの自由度が高い分、なかなか最終案への絞り込みに至らなかったが、決まってか
らは「利便性や特徴をどう伝える・見せる」ことに集中し、紹介動画や掛け合いのプレゼン
はとてもレベルが高く、常に前向きな雰囲気とチームワークも素晴らしかった。

暮らしに役立つ便利商品

SUNRISE〔水切りらっくん〕

販売場所は旭電機化成様既存の販
路を活用する。プロモーションは、近年、
SNSで話題になりテレビ放送で取り上
げられることが増加してきていることから、
SNSで使用方法のショート動画を投稿、
若い世代への発信を行う。そしてSNSで
流行ったキッチングッズとしてお昼のテレ
ビ番組に取り上げてもらうことで一人暮ら
しを持つ親へのアプローチも行う。



St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 2 119

1 .観察 Observation 2 .試作品制作 Prototyping 3 .販売促進 Promotion

明海大学　小谷恵子ゼミ/及川雄斗、松木雄輝、樺澤颯真

嫌いな虫を簡単捕獲

「虫取りステッキ」は近づかずに虫を捕
獲し駆除する事を目的とした商品であ
る。 この商品は、虫を捕まえるはずの商
品に虫との距離が確保されているものが
少ないという穴をついたものである。嫌い
なはずの虫を捕獲するための商品であ
るにもかかわらず、虫との距離が10cm
無いものが多く抵抗感を持つ人のニー
ズに応えられていないのが現状だ。そこ
に着目し、既存商品の良い所を残しつ
つ今ある課題を1つでも多く解消し、提
供できるように目指した。

私たちはまず虫との距離をどのくらい
確保するのかという点に重きを置い
て、アンケートを行った。その結果約
8割の人が40cm以上の長さを確保
したいという回答をした。この結果か
ら虫に関する道具を購入する方は虫
に対し苦手意識を持ちつつ日々対
処していることがわかった。

まず長さを決め、その長さを生かし邪
魔にならないような構図を考える所
から始まった。何回か素材を変え使
用感を確かめつつ随時調整を行い
ながら制作した。途中大幅な変更を
行ったり、商品の穴を潰す為のアイ
デアを出し合い、徹底的に虫との接
触を無くせるような商品にするための
努力を惜しまなかった。

既存商品は完成度も高く私たちの商
品を売る時の大きな壁になる事は早々
に判明していた。対策をとるべくアン
ケートで既存商品の気になる所につ
いて調査したところ値段についての意
見が多く、高くても1000円台が好まし
いという意見が多かった。この結果を
生かすべく、素材を安価に手頃な価
格で勝負する事で差別化を測った。

指導教員
小谷恵子先生
からのコメント

秋カンから大きくプランを変更して一から考え直した。時間がない中、アンケート調査や試
作品作成まで、メンバーで力を合わせた。試作品を作りながらさらに工夫を重ね、アイデア
を形にする難しさを味わえたのではと思う。

暮らしに役立つ便利商品

坦々麺〔虫取りステッキ〕



1 .観察 Observation 2 .試作品制作 Prototyping 3 .販売促進 Promotion

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 2120

目白大学　長崎秀俊ゼミ/坂本光優、田中万結、稲本祥

冷蔵庫をスッキリさせるコンパクト
ケーキケース

「コンパクトケーキケース」は、ケーキを
冷蔵庫内のスペースを取らずコンパクト
に収納することができる商品である。
常時多くの食材で埋まっている冷蔵庫
において、ケーキの収納は幅を取ってし
まい非常に難しい。特に半ホール以下
のサイズで余ったケーキは、“最小限の
サイズ”で、“崩さない”ように収納する方
法が存在していなかった。そこで、私た
ちは、ケーキのサイズに合わせたサイズ
展開が可能なジャバラ型の保存ケース
を考案した。この「コンパクトケーキケー
ス」が、ケーキ収納時のスペース問題を
解決する。

冷蔵庫を整理できていない人が半数
であることから、イレギュラーな食材の
収納に関する問題が浮かび上がった。
さらに、「密閉容器を用いたケーキのコ
ンパクト収納」というSNS上のアイデア
投稿が反響を呼んでいたことで、ケー
キ収納におけるスペース問題に気付い
た。そこで、冷蔵庫をスッキリさせるコン
パクトケーキケースを作りたいと考えた。

最小限サイズのコンパクト収納はジャ
バラ型のケースによって実現するが、
ジャバラ型にこだわることで、構造設計
や試作品作成は難航した。コンパクト、
安定性、強度を考慮しながら、複数の
構造を検討し、最適解を模索した。ま
た、定性調査においては、完成形では
なかったものの、試作品を実際に見て
もらいながら、意見を聞くことができた。

指導教員
長崎秀俊先生
からのコメント

このチームは正に“企業”のような組織であった。役割分担が明確にできており、発想力、プ
レゼン資料作成力ともに非常に高かった。ケーキケースは事前調査でも評価は高かったが、
1位獲得には届かなかった。企業側とのコミュニケーション不足が悔やまれる結果となった。

暮らしに役立つ便利商品

クロレ〔コンパクトケーキケース〕

主な販路としては、Amazon、楽天市
場、東急ハンズといった旭電機化成
様の既存の販路を使用する。また、プ
ロモーションは、旭電機化成様（スマ
イルキッズ）の公式ウェブサイトや公式 
YouTube チャンネルに加え、商品独自
のInstagramアカウントを作成し、ケーキ
ケ ースの使用方法や魅力を伝えること
で、少しでも多くの人に周知する予定だ。
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山梨学院大学　粘逸彦ゼミ/中川俊和、川原虎弥汰、張依悦

忘れても安心、書き込みができる

「書き込み式ピルケース」は、自分の覚
えておきたい薬の飲む個数や、時間を
書いておける商品である。
この商品は、油性ペンで書き込むことで
手で簡単に消すことを可能にした商品
だ。御年寄や学校に薬を持っていく子
供は薬の飲む個数、時間を忘れてしま
う、そんな人達に向けて開発した商品で
ある。またピルケース自体を忘れてしまう
のではないかという意見を頂き、自分で
わかりやすいズボンのポケットやバッグの
内ポケットに入るように設定することで見
つけやすさという点にも配慮した商品で
ある。

私たちは、自分たちの身の回りで薬
を飲む時に困っていることについて
話を聞いた。話を聞いた後、薬を飲
む時に困っていることがある人は他
にもいるんじゃないか?という考えに至
り、薬を飲んでる人に調査を行ったと
ころ半分以上の人達が薬を飲む個
数、時間を忘れてしまうということでこ
の商品を開発することにした。

我々のチームでは時間の都合上、試
作品を作ることが出来なかった。設計
図では、様々な種類の薬を入れられ
るよう6スペース、その上にシリコンシー
トを貼り付け書き込めるように、また粉
薬も入れられる設計にした。また見つ
けやすいようにズボンのポケット、バッ
グの内ポケットに入れられるサイズとい
うことで小さいサイズになっている。

ピルケースということで、薬を扱う商品
となる。私たちが考えた販路は、処方
箋や常備薬などを扱っているドラッグ
ストアに対して特に力を入れていきた
いと考えている。薬を買った、処方し
て貰ったといった場面の時に一緒に
買うことができれば薬の飲む時間、
個数がわからない人にとっては購買
意欲が生まれると考えたからである。

指導教員
粘逸彦先生
からのコメント

ピルケースに自由にメモを書き込めるのが、この商品の一番大きな特徴である。ただし、薬
を飲むシーンは様々あると思う。シーンによって書き込む内容が異なるため、それを解明でき
たら、より良い提案になるのではないかと思う。

暮らしに役立つ便利商品

ヨーグルトラーメン〔書き込み式ピルケース〕
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立命館大学　今井まりなゼミ/三澤一晟、山下美穂、戸塚瑞葵

先端だけの快適ストロー

近年SDG sへの取り組みとしてプラス
チックストローをやめて、紙ストローを導
入している企業が増加している。しかし、
紙ストローに対して不満を持っている人
は少なくない。「TIP STRAW」は紙ス
トローの不便さを解決する製品である。
市場のマイストローは、持ち運びづらいと
いった問題があるが、TIP  STRAW
はコンパクトで、ケースをワイヤレスイヤホ
ンのケースのような形にすることで、スタイ
リッシュで持ち運びやすい。また曲部が
じゃばらになっているので好きな角度に
調節可能である。

10～40代の68人の男女を対象に探
索的調査を行った。約6割の人が、
紙ストローが嫌だと感じていることがわ
かった。柔らかくなり使いづらいという声
が多かった。マイストローを持てばいい
のではないかという意見もあるが、マイ
ストローを持ち歩く人は1割にも満たな
かった。その理由として、不衛生で持ち
運びが不便であることが挙げられた。

素材をシリコンにすることで、噛んでも
跡が付きづらく、じゃばらにすることで
曲げて角度を調節することができる。
先端につけるだけの製品にすること
で短くすることができ、洗い残しや洗
いづらさを解決した。カラーを半透明
にすることで汚れがわかりやすくなっ
ている。

指導教員
今井まりな先生
からのコメント

秋カンから企画内容を変更することとなったが、内容は大きく改善されたと考えている。あと
は、最後は時間切れとなってしまった感もあったが、既存製品に対して不満を持っている
消費者にいかに購入してもらえるか、その仕掛けまで提案できればより良かった。

暮らしに役立つ便利商品

BenR i t s〔TIP  STRAW〕

価格はストロー、ケース、ブラシのセットで
500円である。既存商品の問題点は価
格の高さであるため、価格面で差別化
を図ることが大切だと考えた。プロモー
ションは、SNSで行いたいと考えている。
ターゲット層が若いため、SNSが有効
的であると考えた。販売場所は、実店
舗での販売を考えている。手に取っても
らうことで製品の良さが伝わると考えた。



⼤阪書籍印刷

未来が描けるノートづくり

デジタルデバイスやデジタルコンテンツが多様化していく世の中でも、

今までと変わらず（むしろ選んで）使ってもらえるような紙製ノートをつく

りたい。今後、デジタル社会が進んでも、使いたいと思えるような将来

性のあるアイデアを提案する。

商品化は、書籍の印刷を多く⼿がけている「⼤阪書籍印刷」が実

施。
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124	 カケルノート
125	 インデックス付き年表×マインドマップノート
126	 iMemo
127	 コスメモ⁺
128	 KIRITORIノート
129	 私のギャップ発見手帳
130	 しおりノート
131	 収ノート
132	 辞書日記
133	 みんなの学級日誌
134	 家族の誕生日
135	 THE BUTTON
136	 ぶれすれっちょ
137	 ミレ
138	 ルバノ
139	 推しIN帳
140	 もしもノート
141	 Connect
142	 小さなトリップメモリーしおり
143	 就職目標ノート
144	 育コミュノート
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愛知学院大学　油井毅ゼミ/杉浦元紀、柳川誠太、金川雄斗、大場美穂

ノートのNew Standard!

カケルノートは、コンセプト通り「ノートの
New S t anda rd !」となる新たな紙製
ノートだ。商品名には、「私たちの思いを
カケル」、「このノートを使う人が未来を
カケル」といった願いが込められている。
方眼と白紙のハイブリッドや3面開き機
能と、独自性溢れるノートとなっている。
学習ノートとしてはもちろん、部活ノートと
しても使うことが可能だ。また、プレゼン
資料作成時に大まかなデザインを書くこ
とができるため、デジタル化が進む現代
でも選んで使ってもらえる。ユーザー次
第で無限大の使い方ができ、ノートの未
来を描いていく。

私たちは、自分達の実体験や教員・
学生へのインタビューから「板書を書
き写すことに精一杯になってしまい自
分の考えが伴っていないこと」を問題と
した。アンケート調査では、ノートに自分
の考えを書いている人はたったの8%
であった。また、デジタル化が進む現代
でも選んで使って頂けるよう幅広い分
野で使えるノートを作りたいと考えた。

プロトタイプを愛知学院大学内のプリン
ターで印刷して作成した。プロトタイプ
を用いて、大学生と高校生に使用しても
らった。また、プレゼン能力の向上をテー
マにしている授業の時間を3週に渡っ
て使わせて頂いた。実際に、プロトタイプ
を使ってもらった方からの意見を参考に
「3面開き機能」や「シリーズ化」を考
案し、独自性溢れるノートにした。

指導教員
油井毅先生
からのコメント

デジタル社会における紙製ノートの探索に正面から挑み、スライドを用いた授業で利用さ
れ、考えるための余白がアクセントの「カケルノート」を開発。「未来をカケル」をチームの共
通言語に、プロトタイピング→評価→検証を実直に繰り返し、全力で冬カンまで駆け抜けた。

未来が描けるノートづくり

Orca〔カケルノート〕

カケルノートは機能性・独自性溢れる
ノートとなっているが、特徴をいかにユー
ザーに分かりやすく伝えるかが課題であ
る。そこで、表紙に帯やシールを追加し、
特徴を一目で伝えられるようにした。ま
た、表2には具体的な使用例も掲載し
ている。小売店様への販売はもちろん、
学生への推奨・指定ノートとして教員の
方にまとめて販売する形も考えた。



St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 2 125

1 .観察 Observation 2 .試作品制作 Prototyping 3 .販売促進 Promotion

大阪市立大学　小林哲ゼミ/三丸純平、滝岡瑞規、金山浩成

新しい歴史学習に対応した受
験生向けノート

我々の「インデックス付き年表×マインド
マップノート」は、新たな学習指導要領
でも重要視されている「歴史の事柄の
繋がり」を重要視できるようにデザインさ
れている。上ページには年表欄を設け、
時間軸で繋がりを抑えることができる。下
ページには、数々の実験でまとめ学習や
記憶においての効果が証明されている
マインドマップを配置し、一つの時代の
中での事柄同士の繋がりを抑えることが
できる。また繰り返し見返して学習出来
るようにインデックスを設けた。さらに共
通テストで多くの割合を占める資料活用
問題に対応することにも注力をした。

受験生の現状を受験生サイドと教員サ
イドの2つの方向から理解するように努め
た。受験生に対しては、SNSの「勉強ア
カウント」に対して受験勉強に対しての
悩みをインタビューし、ノートの写真も収
集した。その中で歴史学習に対しての悩
みが多かったため、歴史の教授、先生に
お話を伺って理解を深めた。学習指導
要領、共通テストへの変更にも注視した。

集めた受験生の悩みや実際のノー
ト、また歴史の先生、教授のアドバイ
スを参考にし試作品を作成した。ノー
トのレイアウトについては受験生に
とってまとめやすいかつ見返しやすい
ノートを追求するため、自由に使える
ところと制限をかけるところの棲み分
けに注力した。チームの中で、議論を
し、細かな商品改良を繰り返した。

商 品 化 し た 際 に は 、
Instagaram,Twitterの「勉強アカウン
ト」にアプローチできるプロモーションを考
えていた。SNSには自分の勉強の進捗
を画像や動画によって投稿し共有するコ
ミュニティが存在することが、受験生への
インタビューの中で分かった。このコミュニ
ティに対して、「見やすくまとめやすいノー
ト」を提案することで、効果的なプロモー
ションができると考えていた。

指導教員
小林哲先生
からのコメント

歴史を効果的に学ぶためのノートに特化し、そのニーズを明らかにするとともに、方法論と
してマインドマップに注目したのは良かった。ただ、このノートを使えば、「項目」→「マインド
マップ」→「問題の解答」がいかに上手くできるかが伝えられず惜しかった。

未来が描けるノートづくり

COM-PASS〔インデックス付き年表×マインドマップノート〕
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関西大学　徳山美津恵ゼミ/辻悠、吉見光、和田亜弓

メモ生活に革命を。～絶対忘れ
ない!スマホにつけるメモ帳～

スマホの裏にメモ帳を直接貼り付けるこ
とで、メモしたものがどこにいってしまっ
たか分からないというアナログ人間が持
つ悩みと、書きたい時にさっと書けない
というデジタル人間が持つ悩みを解決
できる便利文房具である。素材は大阪
書籍印刷株式会社で発売されている
hagamiメモを使用することで端紙を捨
てることなく利用でき、持続可能な消費
生産形態を確保するというSDGsに貢
献できる企業の強みを活かした商品と
なっている。どのスマートフォンにも適合
できるようサイズや厚みにはこだわりがあ
る。

デジタルでの記録と比較したとき、紙
製品の特性は形があることだと考え、
手書きのこだわりや不自由を感じた瞬
間について聞き込み調査を行った。そ
の結果、紙を使用する人の用途として
は一時的な保存よりも記憶をメインに
していると分かった。しかし使用する媒
体は多岐にわたっており未だ統一さ
れておらず、私たちはここに注目した。

今回、複数のターゲット層を設定する
際、私たち自身がその枠に入っていると
気づき、開発者と消費者の両目線に
立って細やかな商品改良を繰り返し
た。メモ帳の厚みや大きさ、特にスマー
トフォンアクセサリーとしてのシンプルさ
にはこだわりを持っている。完成した試
作品を何人かに配り、実際に使っても
らうことで使用感の確認も行った。

指導教員
徳山美津恵先生
からのコメント

非常に調査・分析の優れたチームであった。記録に関してはデジタルの優位性が高まって
いると感じるが、まだまだ紙の優位性も存在する。その点に注目した製品として、観察を活か
したシンプルかつ有用な商品になった。良い製品だからこそ販路開拓できたらと思う。

未来が描けるノートづくり

Twy ' s  (ツウィーズ)〔iMemo〕

この商品の単価は安く、収益を見込む
ためには、いかに市場に流通させ消費
者の手に取る機会を増やせるかが勝負
であると考えた。そこでリードユーザーとし
て意識が高いInstagramのインフルエン
サーにサンプルを提供し取り上げてもらう
ことで認知度を高めると共に、大阪書籍
印刷株式会社のECサイトで取り扱うこと
で流通を確保し、在庫管理を図る。
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関西学院大学　石淵順也ゼミ/関瞭汰、清水仁奈、青木日向子

コスメ×メモ×メモリー

「コスメモ⁺」は、メイクを学ぶ美容専門
学生が入学してから卒業するまでのす
べての学習段階において寄り添い続け
るノートである。
紙にメイクをすること自体を新鮮に思っ
た人も多いに違いないであろう。しかし、
メイクを学ぶ美容専門学生にとっては、
授業で実際に学ぶほど紙にメイクをする
ことは上達のためにかかせないプロセス
なのだ。メイクの練習に使っても良し、コ
ンテストや就活のメイクレシピ作成のた
めに使っても良し。このようなあなただけ
の使い方ができるコスメモ⁺と共に、充実
した美容専門学校生活を送ってもらい
たい。

まず、私たちはターゲットに寄り添った
ノートを作るために、美容専門学生の
現状を知る必要があると考えた。そこで
計8校の美容専門学校にご協力いた
だき、対面学校取材とアンケート調査を
行った。その結果、入学から卒業までの
たくさんの学習段階において紙にメイク
をすることは有効であると考え、調査から
得た情報をもとに商品開発を行った。

試作品を作るうえで私たちが最もこだ
わった点は紙の選定である。紙専門店
に足を運び、発色が良く且つ化粧がのり
やすい紙を決めるために何度も実験を
行った。結果、アラベールという紙が最
適であると考えた。また調査から学生そ
れぞれに悩みがあると知り、そういった沢
山のニーズに対応できる、切り離して自
由に使えるルーズリーフ型を採用した。

コスメモ⁺は非常に斬新且つ機能面
から専門性の高い商品であるため、
しっかりと美容専門学生の認知を高
めることが大切であると考えた。そこで
まず、たくさんの学生に使ってもらえる
ように美容専門学校での販売をメイ
ンで行う。そして実績を積んだ後、オン
ライン販売へと販路を拡大し、よりたく
さんのユーザー獲得を目指していく。

指導教員
石淵順也先生
からのコメント

コスメモ⁺は、メイクを学ぶ学生が本当に必要とする優れた商品である。メイクを学ぶ学生の
ニーズに着目し、学生や教員にヒアリングと定量調査を丁寧に行い、製品改良を繰り返し、
真に有用な商品を作り上げた過程が素晴らしい。この経験を将来の仕事に活かしてほしい。

未来が描けるノートづくり

FU/N〔コスメモ⁺〕
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京都産業大学　上元亘ゼミ/赤津光莉、松岡柚美香、杉山紗瑛子

切り取って使えるアルバム風ノート

この商品は切り取りやすい、書きやすい、
そして貼りやすいの3つの便利さ、また価
格が安いことが特徴である。写真やイラ
ストを加えることでアルバムとして保存で
きる、そしてメッセージカードとしても活用
することができる。写真はコンビニなどで
簡単に印刷することができる。そして切り
取り方も簡単で日記帳など様々な場面
で使用することが可能である。この商品
のターゲットとなっているのは10－20代
の若者の女性である。サイズも小さいの
で使いやすいと考える。また紙質にもこだ
わり、ノートの使いやすさを重視した。

文房具についてのアンケートの結果、
文具のこだわりは10～20代の若年
層が最も強く、選ぶ際には価格が最
も重要視されていることが分かった。
また、文具店等でメッセージカード
のコーナーを視察した結果、機能に
凝った1枚に500円ほどかかる事が分
かったため、枚数が多く買い求めやす
い値段の特徴的なノートを目指した。

試作品製作では、様々なサイズ感や
色を考慮しながら紙に印刷し作成し
た。写真を印刷し、試作品に実際に
貼り使用してみることで、切り取りを入
れて丈夫な紙質にした方が扱いや
すいことが分かった。また、使用する
写真サイズとの相性や、保管方法等
の課題・改善点を発見できた。

指導教員
上元亘先生
からのコメント

企業の強みや顧客ニーズ、競合製品を把握した上で紙媒体や手書きならではのベネ
フィットを追求できたプランになった。実際にチーム外でも商品を試用してもらったり、販路
開拓など実用化を見据えた活動まで出来れば更に良かったのではないか。

未来が描けるノートづくり

HYS〔KIRITORIノート〕

①SNSを利用したPR活動を行い顧客
の認知度UPと広告宣伝費の削減に
つなげる、②京都産業大学でのイベント
開催によって若者の関心度UPと出展
料の削減につなげる、③限定感を強くし
た販売方法を導入し顧客の購買意欲
UPと初期費用の削減につなげる。これ
らはマーケティングの顧客の認知→興
味→購買意欲の要素をおさえている。
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京都橘大学　瀨良兼司ゼミ/小西千乃花、冨田虎次郎、稗田清花

仲間が知る君の良さ ～新たな
自分を再発見～

私たちが提案した商品は、就活におい
て自分の分析を始めようと思っている
が、思うように進められない三回生を対
象とした他己分析ノートである。商品の
特徴としては、①新たな価値観や違い
を発見できる、②ポジティブな気持ちを
取り戻せる、③コミュニケーションの場を
創出できるといったものがある。他己分
析を行うツールには、「マイナビ」や「リク
ナビ」などが存在しているが、これらの分
析ツールと私たちの他己分析ノートの大
きな違いは、双方向のコミュニケーション
が取れるというところにある。

私たちは4回生に、就活の困りごとにつ
いてインタビュー調査を行ったところ、
「他己分析をやればよかった」という声
があった。自己分析だけでは自分を理
解しきれていなかったからだ。さらに、他
己分析をすべきだと思っていても、実際
にはできていない就活生が多い現状を
知り、他己分析を使って就活生の問題
を解決できる商品を作りたいと考えた。

就活を経験した4回生と、その中でも
就活に意欲的に取り組んでいた就活
オリターの方々にユーザーテストを行い
ながら商品改良を重ねた。仲間に協
力してもらう必要のある他己分析をや
りやすくするために、説明欄に具体例
を交えながら丁寧に作ったり、モチベー
ショングラフや企業分析に3C分析と
SWOT分析で作り、工夫を凝らした。

探索的調査の中で「自己分析を優先
的にやっていたら、他己分析をする時
間がなかった。」という声があった。本
商品が就活を始めるきっかけとなるこ
とを狙い、二回生の冬休みにキャリア
センターから配布することを想定した。
また、「SNSの中でもTwitterで就活
の話が活発に行われているため、「#
ギャップ発見」などで認知度を高める。

指導教員
瀨良兼司先生
からのコメント

就職活動を経験者した先輩の「たられば」を汲み取った共感に基づいた探索的調査を踏
まえて、就職活動が本格化する前の学生の心情に寄り添った企画である。個人だけではな
く家族や仲間との繋がりを感じられる仕掛けもあり、就職活動でぜひとも実践してもらいたい。

未来が描けるノートづくり

とらぐみ〔私のギャップ発見手帳〕
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近畿大学　廣田章光ゼミ/高山了輔、田川達也、森本扇由

自分で作る教養本

「しおりノート」は、本に挟んで目印になる
しおり機能と、読書で得た知識や気づ
きを記録できるノート機能を活用し、「読
書で得た知識・気付きを記録し、自分
のものとして活用できる体験」を実現す
る商品である。この商品は、ペルソナの
「読んだ内容を忘れてしまう」「読書で
得た学びを日常で活用できていない」と
いう悩みから生まれた。ターゲットは、同
じ悩みを持つ「教養のために本を読む
人」である。
この商品を利用することで、学びを見返
すことや読書への集中を促進する。

読書に関するエクストリーム・ユーザー
の読書体験を観察・読書体験全体の
感情曲線を分析・デプスインタビュー
を行った。その結果、読書で得た学び
を忘れないために様々な工夫をしてい
ること、読書で得た学びを日常生活に
活かしたいというニーズがあることを発
見した。また、同じ問題やニーズを抱え
ている人が多数いるのかを調査した。

読書で得た学びを活用したいと考え
るチームメイトをペルソナに設定し、
市販の紙を活用し試作品を作成し
た。その後、普段から読書をしている
複数のユーザーに使用してもらい、
最終的にはサイズ、分厚さ、ページ
数、罫線、用紙など様々な観点から
意見を頂き、試作品の改善にあたっ
た。

指導教員
廣田章光先生
からのコメント

日常生活の中から「本の内容を知識として実生活の場で生かしたい」という問題をN=1リ
サーチから発見した。読書から獲得した知識、気づきを記録し、その情報を促進する役割
を発見。誰もが知っている「栞」に新しい役割・可能性を生み出した。

未来が描けるノートづくり

紙縒〔しおりノート〕

しおりノートは今までにない商品である
ため、「大学による広報」「読書系イ
ンスタグラマー様による紹介」「専用
のSNSでの発信」を行うことで、認知
を高める。また、大阪書籍印刷株式
会社のECサイト「archshop」に加え
て、書店の店頭に置いて頂く。特に、
本を探す際に目に留まる位置におい
て頂き、本と合わせて購入して頂く。
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神戸大学　宮尾学ゼミ/川上侑花、得能大輝、日野なつめ

切り込みに挟むだけで落ちてこ
ない!メモ収納ノート

「収ノート」は、メモを取った後にそのメ
モ用紙を収納するためのノート商品で
ある。就職活動や授業等で書き込んだ
メモ用紙が、机の上に溜まってしまう経
験から着想を得た。ルーズリーフは整っ
た環境の中で勉強や情報を整理する
目的で使われる。一方、メモは環境を問
わず、相対的に少ない情報量を書き留
める目的で使われる。そこに着目し、メモ
が選択される状況に最適化した収納用
ノートを目指した。この商品を通して"行
き場のないメモ"をなくし、より良い未来
へ貢献したい。

アンケート調査を実施し、机の上が
散らかってしまう原因の多くは、メモ
用紙の収納場所がないことである
と判明した。また、多くの人がメモと
ルーズリーフの使用シーンを明確に
分けている傾向が見られた。そこで、
切り込みを入れたノートに挟むことに
よって書き込んだメモ用紙を収納す
る製品を考案した。

B5ノート1ページに対し、はがきサイ
ズのメモ用紙を2枚収納することがで
きる。メモ用紙に対応する位置の左
上と右下に斜めの切れ込みを入れる
ことで、接着剤がなくてもメモ用紙を
収納できる仕様になっている。この仕
様のため、必要に応じてメモを入れ
替えることも可能である。

生協での販売を通して、就職活動等で
メモを取る機会が多い大学生への認
知度向上を狙う。また、大阪書籍印刷
株式会社のECサイト「ARCHSHOP」
に当商品を掲載することで、既存商品
「hagamiメモ」とのセット購入を促す。
ハガキサイズのhagamiメモのみなら
ず、より多様なメモ帳サイズに対応する
ような商品展開へ進めていきたい。

指導教員
宮尾学先生
からのコメント

「メモの行き場を作る」というアイデアは面白く、既存製品を生かす良いコンセプトができた
ように思う。調査もがんばっていただけに、あと一息といった感じだったか。プロトタイプを人
に使ってもらって改良することに時間を使えればより良いものになっただろう。

未来が描けるノートづくり

のっとっと〔収ノート〕
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駒澤大学　菅野佐織ゼミ/白井望絵、韮澤飛人、水足めい

自分だけの辞書がつくれる日記

「辞書日記」は、辞書と日記を掛け合わ
せた新しいノートだ。
50音順に分かれたページに、その日出
会ったもの、好きなものや好きだったもの
といった、自分にとって特別な言葉を書
き込む。そして自分だけの辞書が出来上
がっていく。
デザインに関しては、辞書を思わせるもの
と辞書日記独自の使いやすさを掛け合
わせた。表紙は、暖かさを重視した橙色
と落ち着きのある紺色の2色を採用した。
この「辞書日記」は、デジタル化が進む
現代において、書くことを楽しむ人が少し
でも増えてほしいという願いを込めて作っ
た、私たちの自慢のノートだ。

私たちはデジタル化が進む現代に選
ばれるノートがどのようなものか調査し
た。文具の専門家や、大手文具店、
大学付近の文具店、文具のイベントな
ど多方面で情報を収集した。 結果、
利便性はデジタルが優位だが、情緒
性は手書きの方が優位だと判断した。
そして私たちは情緒的な価値のある
ノートを作るという方向性に決定した。

私たちは秋カン後に簡易的なプロトタイ
プを作った。それを自分たちで使い込
むことや、学園祭で一般の方に使って
いただくことや、専門家や文具店の方
からアドバイスをいただくことで、デザイ
ン性や使いやすさを追求していった。
私たちは、試作品に関連する活動を通
して、この「辞書日記」の面白さや可
能性を実感した。

指導教員
菅野佐織先生
からのコメント

彼らは、プロジェクト開始当初から、高いチームワーク力と行動力で走り抜けていた。文具王
の方、銀座伊東屋、近隣文房具店等に意見をもらったりと、様々な人に会い、意見を聞き、商
品提案に結び付けていた。最終的に作成したプロトタイプは大変素晴らしい出来であった。

未来が描けるノートづくり

Re -wr i t e〔辞書日記〕

この「辞書日記」は今までに無いノー
トのため、販売促進では商品理解と、
いかに書きたいと思わせるかが重要に
なってくる。 メディアやインスタでの積
極的な情報発信を行い、商品理解を
深め、購買意欲を高める。また、店舗
ではサンプルを設置し、他の人が書
いたものを見たり、実際に体験してい
ただくことで、購買の後押しをする。
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滋賀県立大学　山田歩ゼミ/宇佐美菫、世古優衣、藤田一誠

みんなで書いてみんなを知る、み
んなの未来の学級日誌

みんなの学級日誌は、ロービジョンの子
どもの学級交流に着目した商品である。
既存の商品は、ロービジョンの子ども専
用のノートばかりのため、自分だけが周
りと違うものを使っていることに、子どもた
ちは悩みを抱えている。みんなの学級日
誌は、ロービジョンの子どもを含めた学
級全員が共通して使うことのできるもの
である。この日誌で、書くことを諦めてしま
うロービジョンの子どもを救い、ロービジョ
ンの子どもとそうでない子どもの間にある
意識のギャップを埋める。

滋賀県立盲学校を訪問し、ロービ
ジョンの子どもたちは、書くことを諦め
てしまう、特別扱いされることに苦しさ
を感じているといった課題が見えた。
ロービジョンの子どもとそうでない子ど
もが、共通のノートで交流をはかるこ
とによって、これらの課題を解決する
商品を作りたいと考えた。

盲学校の調査で得られた実際の声
をもとに、紙の選定からこだわった。
筆圧が強くても破れない丈夫な紙
厚。まぶしさをやわらげる紙色、紙質
を使用。罫線は、既存のロービジョン
ノートの罫線21mmと一般的なノー
トの罫線7mmを参考に設定。書き
やすい行間を選べるようにした。

ロービジョンの子どもが在籍している
クラスだけでなく、ロービジョンの子ど
もが在籍していないクラスにも普及
させることで、この商品を、ロービジョ
ンについて知ってもらうきっかけにし
たい。今後、学校全体に対してアプ
ローチしていくことが必要だと考える。

指導教員
山田歩先生
からのコメント

以前なら特別支援学級で学んでいた児童たちが普通学級で学ぶ姿は珍しくなくなりつつあ
る。そんな今どきの学級で見過ごされていた課題を解決するソーシャルグッドなノート。個性
的な文字であふれるノートは、子どもたちの大切な思い出となり未来を明るく照らすだろう。

未来が描けるノートづくり

t e am PERA〔みんなの学級日誌〕
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専修大学　奥瀬喜之ゼミ/池田花乃、川原鈴音、橋元あかり

未来のコミュニケーション不足を
解消するノート

家族全員の誕生日を記録できるアル
バムノート。祝う家族は「誕生日の人へ
のメッセージ」と「その人との1年のエピ
ソード」を、誕生日本人は受け取った日
にその歳の「抱負」と「家族とやりたいこ
と」を記入。また、お祝いをした日に家族
で写真を撮り、後日貼り付け。このノート
は、家族のコミュニケーションが減ってい
く年齢に行うことでコミュニケーションを
促す。また、年中行事のため必然的に
会話をするきっかけも促す。そして、家族
写真を撮るきっかけや家族で1つのもの
を作り上げるため、思い出の1品にも。

子どもの思春期に親子間でのコミュ
ニケーション不足が生じていることに
着目。調査を進めると、実際に親子と
もども減少を受け後悔していたことが
わかった。また、年齢を重ねるごとに家
族写真を撮る機会がなくなることもわ
かった。そこで、思春期を迎える前から
習慣化し、迎えたときにもコミュニケー
ションを行ってもらいたいと考える。

当初は週1回使用する親子のコミュニ
ケーションツールを作成していた。しか
し、調査より小学生の子どもは学校生
活や習い事等で忙しく、週1回の使用
は負担が大きいことがわかった。そこで、
負担が少なく日常生活にプラスして使
用できるノートに改善した。また親子間
でのコミュニケーションを促すために会
話のきっかけとなる項目を作成した。

指導教員
奥瀬喜之先生
からのコメント

本商品は思春期の子供を抱える家族のコミュニケーション促進のための商品である。思春期を迎え
る前にコメントを添えたアルバムノートを作成しておくことで問題を解決しようという着想は良い。無理なく
継続できるように負担軽減を考えている点も良い。この商品を見返すための工夫もあるとより良かった。

未来が描けるノートづくり

Me -No t e〔家族の誕生日〕

小学生の子どもを持つ母親をターゲッ
トとしたため、小学校近隣の文房具店
を販路とした。交渉を行った結果、商
品をお取り扱いいただけることに。より多
くの人の手に届くよう、POPの作成と
近隣図書館でのポスター掲示・チラシ
配布の交渉を行った。ポスター・チラシ
にはECショップの二次元コードを掲載
することで認知拡大・購買につなげる。
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同志社大学　冨田健司ゼミ/芦田乙樹、金山武司、石本千明

コースターを常に持ち歩けるノー
ト商品

『THE BUTTON』は、ちぎって使え
る・持ち歩けるコースター商品である。
『 書く』ことができるノートは既存商品
で需要は抑えられていると考え、私たちは
『書く』から離れた新しい市場に対応し
た商品を考えた。
本商品はちぎって使う、所謂使い捨てを
想定している。この「使い捨て」という特
性から、既存の使い回すコースターと違
い気軽に持ち歩けるという利点があり、
社会人からは「社内がアドレスフリーな
ためこちらの方が気軽に使いやすい」と
いう評価を頂くことができた。

私たちは初期段階において、「紙の
ノート」という視点から商品企画を
行おうとしていた。しかし大阪書籍印
刷様より「紙製品であればノートにこ
だわらなくてもいい」というお言葉を
頂き、ここから喫茶店などでコップの
結露からノート等が濡れてしまう様子
を見た事から本商品の需要がある
と考えた。

商品の特性上、短期間では試作品
を作成することは難しいと考えた。そこ
で、使用する素材や細かい商品特
性まで設定することで、試作品を作
成する段階に至った際、スムーズに
作業にとりかかれるよう、プロダクトア
ウトな商品企画を行い、実際の発表
もそのように行った。

コワーキングスペースで商品を購入
してもらい、認知を得ることでコンビニ
エンスストアなどの大型店舗での販
売へと移行していく。また、喫茶店で
本を読む方にも一定の需要があると
いう考えから、本屋などにも設置して
いただくことで、販促と購買の双方を
図れると考えている。

指導教員
冨田健司先生
からのコメント

この商品は、コースターをメモとして使える点で、飲み物を飲みながらパソコン業務を行う社会
人にはとても便利なものである。大学生や高校生がカフェで勉強する際にも使用でき、学生視
点の利便性の高い商品である。SNS映えする商品の展開も考えられ、楽しみな商品である。

未来が描けるノートづくり

パピルス〔THE BUTTON〕
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南山大学　川北眞紀子ゼミ/高坂樹、亀井海宇、牧野七海

いつでも、どこでも、メモるんです

「ぶれすれっちょ」は、手が離すのが難し
い職業の方に向けたメモ商品である。
バンドと付箋型のメモ帳であり、腕に巻
きつけることで、両手を塞がずにメモをす
ることが出来るようにした。建築系や医
療関係、様々な最前線の現場で働く方
をターゲットにしており、仕事の際に咄嗟
にメモを取りたくなる瞬間やどうしても手
が離せない、そんな状況を解決させるた
めの商品として考案した。咄嗟な瞬間
のメモとしては、自由に書ける手書きメモ
の方がスマートフォンのメモ機能よりも便
利ではないかと考え、その利点を活かせ
る商品にした。

私たちのグループではメンバー全員の
親が建築関係であり、仕事帰りの親
の腕がメモで汚れていたという思い出
をきっかけに、そんな状況を解決できる
メモ帳を作ってみようと試作を始めた。
ヒアリングを行うと、アルバイト中にメモ
を取りたくても取れない瞬間などもある
ことが分かり、様々な職業の方にこの
商品に需要があるのでは、と考えた。

どのようにして腕に取り付けるのか、
人によって適正サイズは異なるので
はないかという点に試作時には苦戦
したが、面ファスナーを用いることで
サイズ調節が可能にし、またただの
付箋タイプのメモでは仕事中に剥が
れてしまうことが分かったので、強粘
着タイプの付箋を用意し取り付けるこ
とで解決することができた。

指導教員
川北眞紀子先生
からのコメント

何度も暗礁に乗り上げていたのがこのチーム。最後のアイデアにたどり着いてからの勢い
がよかった。調査もプレゼンも勢いがあった。ひとりの学生のお父さんが本当に使いたいと
言ってくれたので、実際に製品化できるといいなと思う。

未来が描けるノートづくり

ぶれすれっちょ〔ぶれすれっちょ〕

様々な職業の方により使ってもらいた
くなるように、いくつかのメモのフォー
マットを準備した。また認知をより広
めるために3社の文房具雑誌に掲
載依頼を送り、そのうち1社の文房具
情報誌へと商品化が決定した場合
に無料での記事掲載を受け入れて
もらうことに成功した。
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日本大学　石田大典ゼミ/佐々木恵美、中田愛梨、尹智ミン、内田愛菜

日々のささいな幸せに目を向ける
きっかけを。

ミレは、ストレス社会を生きる若者が日々
に些細な幸せを見出し、明るい未来を
描くきっかけを作る商品である。そもそも
目前のストレスや悩みで未来なんて描け
ないといったとある大学生の一言から始
まったこのノート。私たちはこの課題に対
し、専門家のご協力のもと心理学的ア
プローチで解決しようと試みた。具体的
には、一日のポジティブな事柄を文字や
簡単な絵で記録、想起できるページを
用意している。これから社会に出る若者
が、些細な幸せに目を向け、素敵な未
来を描くきっかけとなるようにとの思いを
込めた商品である。

私たちはまず「未来が描けるノートづ
くり」といったテーマを念頭に置きつ
つ、デプスインタビューを行った。その
結果、大学生は日常のストレスや悩
みに気を取られ、なかなか未来に前
向きな姿勢で向き合えていないといっ
た事実が明らかに。そこで、こうした課
題に着目し、「未来が描ける“状態”
にするノート」を企画したいと考えた。

ページ項目を設定するにあたって、どん
な日にも思い浮かぶポジティブな事柄と
なるよう、アンケート調査を徹底した。ま
た表紙やページには心理学的効果を
踏まえた色を使用し、ノートの開き方に
関しては検証的調査の結果をもとに
左利きでも書きやすい上開きを採用し
ている。このように書き手にストレスを与
えないノートとなるよう工夫を凝らした。

商品ターゲットに設定した大学生の
男女にアプローチしやすい形での販
売促進を企画した。具体的には、学
内ポスターの設置や販売予定店舗
のSNSを利用した商品紹介ページ
の作成である。またテーマ企業様が
印刷会社であることから、大学生向け
の教材にしおり型広告を挟むといっ
た手段による販売促進も提案した。

指導教員
石田大典先生
からのコメント

小学校以来、私は日記をつけたことがない。何を書けば良いのかわからないからだ。しかし、
ミレのように気軽に書ける内容で、かつポジティブ思考を促進されるような日記であればトラ
イしてみたい。ミレは、多くの人の心の支えになり、幸せを感じられる商品である。

未来が描けるノートづくり

めだまやき〔ミレ〕
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日本大学　水野学ゼミ/大中柚子、猪野文佳、村上陽向

飲食店従業員の「欲しい!」を詰
め込んだノート

飲食店従業員は、仕事の時に使用す
るメモ帳に対して様々な問題を抱えて
いる。それを解決するのが「ルバノ」であ
る。
特に大きな問題で、忙しい状況に置か
れやすい飲食店従業員だからこその問
題である「見たいところがすぐに見返せ
ない」に対して「取り出しやすさ」「見つ
けやすさ」に着目し、工夫を施した。他
にも飲食店ならではの「水や汚れの問
題」など4つの問題を解決するための機
能が搭載されており、飲食店従業員の
問題解決を追求した商品である。

私たちはテーマにある「未来」に着目し、
「未来でも紙が使い続けられる場面」
を考えた。そこで着目したのが、スマート
フォンを使用するのが非常識と捉えられ
る「仕事中」である。さらに調査を進め
ると仕事をしている人、特に飲食店従
業員は様々な問題を抱えていることが
分かった。そんな問題を解決したいとい
う思いから、商品企画が始まった。

この商品の最大の特徴は「インデックス
機能」である。用紙にインデックス用のミシ
ン目加工を施し必要な時に切り取る形に
することで、飲食店従業員の最大の問題
を解決した。同時に従来のシールタイプ
に生じていた「後から付ける手間」も解消
した。
また「書きづらい」「濡れ・汚れ」「開く手
間がある」問題を解決するための工夫も
商品に施した。

指導教員
水野学先生
からのコメント

商品開発は、自分たちの思いや理屈だけでは不十分。周囲から学ぶ謙虚さ、現場に何度
も通うフット ワーク、試作品へのこだわり、そして日程管理。それが揃わないと自己満足。次
の成長に向けて、足りなかった部分を見直しましょう。

未来が描けるノートづくり

よぎのーず〔ルバノ〕

始めに書店に足を運ぶことが多い商業
施設内で働く飲食店従業員に確実に
購入してもらうため、書店でのインストアプ
ロモーションを行うことを想定していた。さ
らに商品の認知度を高めるためSNS、
特に情報収集で使用されることが多い
Twitterでのハッシュタグプロモーショ
ンを行い、購入しやすい流れを作るため
ECサイトでの販売も想定していた。
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兵庫県立大学　秋山秀一ゼミ/土肥凪咲、中山実優、宗像莉帆

持ち運べて見返せる、推し活×
御朱印帳

近年注目されている推し活文化、そして
市場規模6000億を超えるという事実、
しかし市場には推し活に寄り添ったノー
トが少ないという現状から考案されたの
が、推しIN帳である。推しの軌跡を一度
に見返したいという推し活ユーザーの
思いに応えるべく、形状には蛇腹式を採
用。また、推し活グッズの持ち運びの不
便さを解決する裏側の収納ポケットやい
つでも推しの顔を拝めるよう、表紙には
ハート方の窓をつけた。さらに、持ち運ぶ
際に広がらないように紐をつけるなどの
工夫を施した。推しのいる生活で日々の
充実を実現させる商品である。

ネットでよく推し活という言葉を耳にす
ることから、推し活を行う人（ヘビー推
し活ユーザー）の不便を解消しようと
考えた。そこで推し活がどのようなもの
かSNSの観察による調査を行ったとこ
ろ、推しグッズを作ったり、写真を撮っ
たりすることが判明。そして、この活動
の多くがノートに関連しているのでは
ないかと考え商品開発に取り組んだ。

観察をもとに、チーム自らの手で素材
を集めプロトタイプの作成を行った。
そして、In s t a g r amで推しノートを
作成している4人の方にコンタクトをと
り、プロトタイプを配送、コラージュを
依頼した。それらの返送と協力者か
らの意見をもとに、ページを白色にし
たり、裏面のポケットの種類に工夫を
凝らしたりなどの改良を行った。

販売先は、推し活コーナーのある店舗や
コラージュで用いる文房具店を検討、そ
して販売促進のため、楽しい推し活には
欠かせないSNSでの施策を考案した。
具体的には、認知拡大のためハッシュタ
グ推しIN帳での投稿を依頼、TikTok
での投稿チャレンジの開催を提案。これ
により、認知の拡大と、SNSでのコミュニ
ティ構築が期待できるものとなった。

指導教員
秋山秀一先生
からのコメント

若者を中心に拡大しつつある推し活市場に注目した商品である。リサーチを繰り返してコ
ンセプトをまとめ、リードユーザーに試作品を使ってもらうことで仕様を改良した。紙製品な
らではの使い方や、リアルとSNSでつながり方を提案する、アイデア満載の商品である。

未来が描けるノートづくり

Fupe r〔推しIN帳〕
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武庫川女子大学　高橋千枝子ゼミ/太田咲良、幸山景衣、大西亜依

災害時家族に日常を提供する

「もしもノート」は、災害に備えるための
情報を事前に書き込んでおくことができ、
且つ被災後も子供の遊び道具になる折
り紙や展開図が備わった商品である。
被災後に生活することになる避難所で、
親は我が子の機嫌が悪くなると周囲に
迷惑がかからないか心配になる。災害
発生後はスマートフォンのバッテリーも貴
重なものとなるので、スマートフォンで子
供の機嫌をとるのは難しい状況になる。
このような災害時に私たちの考える商品
は、役に立っていきたい。

私たちは企業訪問を通して担当企
業様が掲げる「未来が描けるノート
づくり」の実現には、社会課題を解
決できるアイデアが良いと考えた。そこ
から、ブレーンストーミングを行い、近
年台風や地震等の災害が発生する
頻度が上がっていることから、災害の
課題解決に着目した1つの案に絞る
ことにした。

子供たちが楽しみが少ない避難所
生活の中でも、少しでも気を紛らわせ
たり、日常を思い出してもらえるように、
切り絵や展開図を入れた。ほかにもト
ランプをいれることで、ひとりでも大勢で
も楽しめるようにした。表紙も子供がい
る家族をターゲットしていたため、子
供に愛着を持ってもらえるような可愛ら
しいデザインにすることにこだわった。

指導教員
高橋千枝子先生
からのコメント

秋カン以降、ゼロから企画を練り直し、最終案に至るまで時間がかかったが、「子供に焦点
をあてた災害ノート」という類似事例のない素晴らしい商品企画案を導くことができた。ノー
トの中身も随所に工夫がされており、最後のラストスパートも頑張った。

未来が描けるノートづくり

Memor i e s〔もしもノート〕

幼い子供とその親がターゲットである
ため、SNS媒体でのアピールよりも実
物を見てもらうことで効果的な販売
促進ができると考えた。 そのため、防
犯教室のノベルティとして配布や「防
災の日」に開催されるイベントで、展示
と販売を行う。 まずは、商品を手に取
ることで既存の防災ノートとの違いを
認知してもらい、販売へと移行する。
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武蔵野大学　古川一郎ゼミ/猪野雄大、柳生ゆい、平野優奈

出会いに寄り添うノート

「Connec t」は人の名前が覚えられな
い、覚えてもすぐに忘れてしまうという人
の悩みに応える商品である。
この商品は、人の名前と見た目の印象、
特徴などを簡単にまとめておけるノートで
ある。
関わる人の情報を自分なりに整理でき、
名前と外見などの情報を関連付けて覚
えられることで名前と顔が一致しやすくな
るような商品にした。名前を覚えていない
と相手にマイナスな印象を与えてしまうこ
ともあり、覚えることは良好な人間関係に
おいて大切である。
そんな人との出会いや関わりに寄り添う
のが「Connect 」である。

私たちは、ノートの書いて覚えるという
特性に着目した。そんな中、人の名
前を覚えていなくて気まずい経験をし
たという声を聞き、調査を進めると約
6割以上の方が名前を覚えることに
苦手意識を持っていることがわかっ
た。 そこで私たちは、この問題をノー
トで解決できないかと考え、商品を
企画した。

どこにいてもすぐにメモができ、いつで
も見返せるように、持ち運びがしやす
いコンパクトなサイズで製作した。ペー
ジ内には人型の枠を設け、見た目の
印象などをイラストとしても残しておけ
るようにした。また、このノートの効果を
検証するために、試作品を用いて実
際にどのくらい人の名前や情報を覚え
られるかという実証実験を行った。

ターゲットに就活生や新社会人を
想定しているため、2 0代での利用
が多いInstagramやTwit terをメ
インに商品の魅力を発信していく。
Twit terでは商品のプレゼントキャ
ンペーンを実施し、投稿のリツイート
や商品のレビューを参加条件とする
ことで、より多くの認知に繋げていく。

指導教員
古川一郎先生
からのコメント

あまりに身近なノートという素材をどのように定義し直すかという課題に対するアイデアがな
かなか収斂せず、秋カンから冬カンにかけて一から考え直すことになった。当たり前の既存
概念をゼロベースで捉え直すことの難しさを学ぶ良い機会になったと思う。

未来が描けるノートづくり

いそべちっく〔Connec t〕
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立命館大学　今井まりなゼミ/長谷川璃奈、内田千尋、荒川直己

簡単に楽しく、旅の思い出を形に

「小さなトリップメモリーしおり」は、旅行
前に計画を立て、旅行中に使用し、旅
行後には訪れた場所の感想や日記の
記入、写真が挟めることから、旅行をま
るごとサポートできるしおりである。縦17
横8cmで、表紙にはチェキを挟める。中
身は、目次、行程表、行きたい場所ペー
ジ、ご飯・カフェのリストアップページや、
持ち物リスト、日記ページ、とメモ、最後
のページには表紙と同様に写真やチ
ケットなどを挟めるページがある。
ターゲットはしおりの商品に、より興味を
示した女子高校生、女子大学生、旅行
が好きな人とした。

国内の観光市場が拡大傾向にある
中、国内の魅力を再発見する機会
が増えていると考え、旅行をもっと楽
しく快適にできるノートの開発を考え
た。そこで、修学旅行の時にあったし
おりは、旅行情報が網羅され旅行後
も捨てずに取っておいていた事を思
い出し、手軽に楽しくしおりが作れる
しおりノートを開発することにした。

ターゲットを女性に設定したことから
見た目のデザインが重要だと考え、
流行りの淡色カラーの取り入れや柔
らかい印象の字体を用いる等可愛ら
しいデザインに仕上げつつノートのシ
ンプルさも意識した。また鞄の小さな
人でも持ち運べる様スマホサイズに
収めた。作った試作品で実際に計
画を立ててもらい改良に繋げた。

指導教員
今井まりな先生
からのコメント

秋カン以降に、商品企画の内容を大幅に変更することとなった。利用者にとって旅行の記
録を超えるための仕掛けを具体的に提案できるまで商品の内容を詰め切る時間が十分に
とれなかったことは悔やまれるが、商品の着眼点は評価したい。

未来が描けるノートづくり

You’re  ON〔小さなトリップメモリーしおり〕

ECサイト等では既存商品の種類が
少なかった事、店舗で実際に商品
を手に取ったほうが使用イメージが
しやすいことから、実店舗での販売
が購買につながると考えたため、全
国の雑貨店や書店の旅行雑誌コー
ナーの一角、女子大学生向けには
大学生協での販売を考えた。
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流通科学大学　清水信年ゼミ/居森圭佑、山口燿哉、浮田唯華、角本大樹

就活の不安を一冊で解決する
ノート

就活では自分の価値観や目的に合っ
た業界と企業を見つけていくことが重要
になると同時に、将来に大きな影響を与
えるので慎重な判断も必要である。「就
活目標ノート」は就活で何から手をつけ
ていいか分からないという大学3・4年生
の悩みを解決して、一冊で就活の難関
を突破できるノートだ。面接対策のペー
ジでは、面接後に振り返りをして「なぜそ
うなったか」「次どうすればいいか」とい
うように考察をすることで課題を見つけ、
次に繋げられるように設定した。

これはマイナビが就活生に取った就活
観についてのアンケートである。楽しく働
きたい、個人の生活と仕事を両立させ
たいなど就活観は様々あったが、果た
して本当に希望通りの条件で企業に
就職できているのか、できていないとし
たら何が問題なのかと考えた。その結
果、今自分たちが直面している就活を
商品開発のテーマとして取り組んだ。

ノートのページ配分を決めるのに『就
活ジャーナル』が取ったアンケートを参
考にした。「面接を何社受けたか」と
いうアンケートに1～5社、6～10社と答
えた人が全体の58%を占めていた。
面接対策のページは左側に面接前
の準備、右側には面接後の振り返りと
考察を用意しており2ページ必要なの
で10社分の20ページと設定した。

就活ノートは自分で1から作成する
人が多く、そういった人たちは文房
具店や学内販売で就活用のノート
を購入するのではないかと考えた。
また、ノート制作はせずに就活スケ
ジュールの管理のため手帳を買う
人もいると考え、文房具店と学内販
売、本屋さんを販売場所に想定し
た。

指導教員
清水信年先生
からのコメント

新規性のあるアイデア創出に苦労している様子だったが、方向性が決まった後は情報収集
や試作品づくりに着実に取り組んだチーム。限られた時間とリソースを有効に活用したか、と
いう点では改善点が多いと思うので、メンバー各自でよく振り返り今後に生かしてほしい。

未来が描けるノートづくり

Ｋｉｃｋｅｒｓ〔就職目標ノート〕
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和歌山大学　柳到亨ゼミ/瀬尻洸太、嶋本珠弓、岡野祥大

会話のきっかけに!週に1頁夫婦
で振り返る子育てノート

「育コミュノート」は、不足になりがちな夫
婦間のコミュニケーションを促進すること
ができる商品である。
この商品は夫婦間のコミュニケーション
を促進するだけでなく、子供の成長記
録を通して楽しく記入することができるこ
とを目的とした商品である。夫婦のお互
いの気持ちが分かる点、長期的に育児
記録を付けられる点、負担が少ない週
に1ページの記入とした点が特徴として
挙げられ、未来まで形として残すことを目
的としている。育コミュノートで夫婦が楽
しみながら育児できる明るい未来を目指
したい。

最近育児に積極的な男性は増えてい
る。しかし「育児は女性がするもの」と
いうイメージはなくならず、実際にも男性
の育児時間は女性と比べて少ない時
間になっている。私たちはこの問題の一
因である「男性が育児について何をし
たらよいかわからない」ことに注目し、解
決のために夫婦間のコミュニケーション
を促進するノートを作りたいと考えた。

育児の専門家に協力してもらい、アド
バイスを頂きながら細かな商品改良を
繰り返した。役割を可視化させるため
役割分担表を付けたり、TODOリスト
の欄を設けたりした。他にも夫婦が楽
しく記入できるように交換ノートの欄を
設けた。また、作成したサンプルを4名
の夫婦に配り、実際に2週間記入して
もらい内容に関する確認を行った。

指導教員
柳到亨先生
からのコメント

Polaroidは、「夫婦平等に育児に取り組む」という明るい未来を描く企画を行った。育コミュ
ノートは、①夫婦間のコミュニケーションを促進することで「男性の育児参加」を向上、②子ど
もの成長を記録することで「育児の楽しみ」を形として残せる、未来志向の商品企画である。

未来が描けるノートづくり

Po l a r o i d〔育コミュノート〕

男性にも向けた商品となっているため
男性の目に付く必要がある。そのため父
親向けの商品も販売している株式会
社ダッドウェイや大手子育て雑誌のたま
ごクラブ、たまひよSHOPで販売する。ま
た、認知を拡大するために育児に関し
て情報発信されているインフルエンサー
の方々や和歌山県のニュース雑誌など
でプロモーション活動を行っていく。



⽥村駒

アウトドア商品・PR 企画

⽶国発のアウトドアブランド「FOLBOT」を25〜30歳の⽅に普及さ
せたい。カヤックライフを楽しむためのキャンプ・カヤック・⾞中泊で使
える繊維製品の企画及びカヤック⽂化を知ってもらうためのPRプラ
ンを提案する。
商品化は、「『Value Up For Next  Stage』～更なるグループ
価値向上を目指して～」を軸に、グループ総合力で新たな価値を創
出し、社会及び顧客に貢献するサスティナブル企業を目指す⽥村駒
が実施。
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146	 AKEBONO
147	 星空カヤック
148	 カヤックリップ
149	 Underlay
150	 WALL RACK BAG
151	 4WAY RAIN SHADE
152	 パドルーラル
153	 フォールディングトラッシュボックス
154	 親子カヤック体験ツアー
155	 カヤックロスを活用したPRプラン
156	 Fun Fi l led Kayak Li fe～心も体も充実したひと時を～
157	 カヤック交流会・合コン
158	 ナイトカヤック×フォールディングタオル
159	 Mult i funct ional  Gear Jumper
160	 KAYAK TRIATHLON
161	 ビリケン大運動会
162	 FREE PADDLING
163	 まもるん
164	 PR企画「自ら創り出す冒険物語」
165	 あいのりカヤック
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関西学院大学　石淵順也ゼミ/佐井律貴、鍵田祐斗、濵田未来、鳴海主也

防虫性能と光量調節機能を備
えたLEDランタンシェード

「AKEBONO」は、キャンプで不快に
感じる虫を寄せ付けず、ランタンの光量
を自分好みに調節出来る機能を備えた
LEDランタンシェードである。
この商品は、既存のLEDランタンシェー
ド市場において、開拓が十分に進んで
いない防虫市場の中で「虫を遠ざける
機能」と「虫を寄り付かせない機能」を
備えており、光量をアレンジしたいニーズ
にも対応している。米国環境保護庁公
認の防虫繊維の使用に加え、アンバー
カラーと白色の2層のシェードを使い、自
分好みに光量調節可能である。この商
品を通し、快適なキャンプ空間を提供し
たい。

私たちはLEDランタンに対するニーズ
の調査としてアンケートをとったところ、
虫が寄ってきてほしくないというニーズ、
光を自分好みに調節したいというニー
ズを発見した。そこで、キャンプでの不
快な虫に対する防虫機能と光量アレン
ジ機能を掛け合わせ、快適なキャンプ
ライフを過ごすための新たなLEDラン
タンシェードの開発に踏み切った。

シンプルな見た目を求め、不快な虫に
悩まずキャンプを楽しみたい25～30歳
の女性キャンパーをターゲットに設定
し、LEDランタンで「光の透け感」を
確認しながら商品改良を繰り返した。
シェードの2層化とシンプルな佇まいを
実現するため、1層目と2層目のシェード
のサイズを調整し、モニターの方々によ
る見た目と機能の評価確認も行った。

指導教員
石淵順也先生
からのコメント

AKEBONOは機能性と情緒性を併せ持つ優れた商品である。この班のマーケティング知識の豊
富さと創造力の高さは、キャンプ体験・調査から防虫と調光のニーズを見出し、二重構造のシェー
ドを考案した一連のプロセスから明らかである。経験を就活、将来の仕事に活かしてほしい。

アウトドア商品・PR企画

k a i〔AKEBONO〕

私たちが独自に行ったアンケート
調査の結果、ターゲットとなる女性
キャンパーの主な情 報 収 集 源が
Instagramであることが判明した。そ
のため、販促としてはFOLBOTの公
式Instagramにてプロモーションを
行い、販路としては、今後FOLBOT
が開設する自社ECでの販売を中心
に行うことで、購入に結び付けたい。
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京都産業大学　上元亘ゼミ/御書太一、田岡桂萌、児玉一樹、竹本涼

琵琶湖で星空カヤック

若い社会人に対し、付加価値によってこ
れならカヤックをやってみたいと思わせる
プランを作成。体験会だけでは、革新性
がないのでカヤックの体験会と、天体観
測をかけた。そこで琵琶湖で星空カヤッ
ク。星空が綺麗、集客しやすい場所、夜
でも安全であるポイントがあることを踏ま
えて、開催地を琵琶湖に設定。星空カ
ヤックの概要は、夕焼けツアーと星空ツ
アーの二部構成。収益から、体験会で
の人件費やフライヤーの印刷費、広告
費などを差し引いて、25日間で150万円
の利益がでる見込み。

カヤックをやったことがありますか。と
いうゼミ内アンケートに対し、57%が
無いと回答。そこで、大衆ウケのある
コンテンツを利用し、多くの人に知っ
てもらい、そこから製品の購入へと導
くことを考えた。また、イベントの開催
期間を7月中に設定することで8月の
キャンプ日和に備え、製品を買っても
らう。

実際に、開催地周辺の夕景や星空
を撮影した。思っていた以上に星
空は美しかった。さらに、調べている
中で、同じ星空カヤックを石垣島や
沖縄で開催されていることが判明。
景観は衰えるが、離島までいかなくて
も、滋賀県というアクセスしやすい場
所で開催することで集客が見込める
のではないかと考えた。

①インスタでフォトコンテストを開催
（フォロワー数の増加は集客に繋
がると考える）②インスタグラムでリー
ル動画の作成（写真投稿よりも、エ
ンゲージメント率が高い）③インスタ
ストーリーズの広告機能（興味を持
つユーザーのみをターゲティング）
④雑誌や広報誌に掲載を依頼（滋
賀県民に効果的）

指導教員
上元亘先生
からのコメント

メンバーに滋賀県民がいたことで、琵琶湖という観光資源を活用したプランを計画したが、
イベントの実行可能性や体験会を開催するにあたっての根回し、新商品の提案など、実践
的に更に踏み込んだ活動や付加価値を生み出すことが出来れば良かったと考えられる。

アウトドア商品・PR企画

トライアングル〔星空カヤック〕
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共立女子大学　東利一ゼミ/堀江恵加、内藤朱佳、内海璃紗

カヤック×人 距離を縮めるコミュ
ニティ

「カヤックリップ」は、カヤック専門コミュ
ニケーションアプリである。本アプリは、
興味はあるけど何から調べたらよいのか
分からないという初心者のニーズと、他
のカヤッカーとも情報交換を楽しみたい
というカヤック経験者のニーズを結び付
けて発案したものだ。初心者からの質
問機能・カヤッカー同士のチャット機能・
カヤックについての理解を深める紹介
ページ等を始めとした6つの機能を搭
載することで、初心者に対するカヤックの
ハードルを下げるだけでなく、カヤック文
化の発展に繋がるようなコミュニティの作
成を可能とする。

私たちはカヤックに対する現状調査の
ためにグーグルフォームを利用したアン
ケートを実施した。6割以上がカヤック
未経験者であったが、彼らのうちの半
数以上はカヤック自体に興味を持って
いるとの回答だったことから、初心者に
とって親しみを感じやすい製品やPR方
法を考え、カヤックについての認知を高
めることが今回の最優先の課題とした。

今までにカヤックを体験したことがない
私たちが、実際にカヤックのことを知る
為に様々なツールを使ったが、もっと
手軽に認知から購買までのプロセスを
踏める方法を考えた。その結果、複数
の企画アイデアから1つのツールで完
結出来るアプリに辿り着いた。他のコ
ミュニティやサイトにはない機能を入れ
ることで独自性を生み出そうと試みた。

指導教員
東利一先生
からのコメント

カヤック・ワールドの玄関先にいる未来のカヤッカーのために、どうしたら入りやすい玄関に
なるかを考えた企画。初心者を応援する心意気が感じられ、カヤックとカヌーの違いも分か
らないレベルから、カヤッカーへの取材をもとに、アプリコンテンツを熟考できるまで成長した。

アウトドア商品・PR企画

I r i s〔カヤックリップ〕

アプリの認知からカヤック購入を目的とし
たPR方法が必要であった。そのため、歩
く広告塔という移動型の広告を考案し
た。街中や電車を二次元コードがプリン
トされたFOLBOTのリュックで移動する
もので、遭遇時に好奇心をかき立て、話
題性を集めることが可能である。二次元
コードの読み取りで、全くカヤックを知らな
かった層への認知・検討へ繋げていく。
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近畿大学　廣田章光ゼミ/藤川陽菜、山地杏奈、中道大騎

どこでもらくらくお尻に優しく

登山を行う人をターゲットとし、休憩に焦
点を当てた商品となっている。何度も座
りたい時に簡単に使うことができ、田村
駒様の最大の強みである繊維製品を
使うことでどこでも使用できるエアークッ
ション椅子である。この商品は、登山で
使うどの椅子より荷物量が少なく、座り
心地が良い、行列の待ち時間でも使うこ
とができるという汎用性を持ち合わせて
いる。そのため、登山や他の活動の休憩
でもより快適に過ごしてもらうということを
目的としている。

カヤックや登山を実際に体験、そこ
でインタビューの実施、大学内での
インタビュー、アウトレットモールでの
競合調査、インスタグラムでアウトドア
の投稿をしている方にアウトドアにつ
いてDMをさせて頂き、情報収集を
行った。その結果、生の情報を収集
することができ、アイデアやプロトタイ
プへと繋げることができた。

今回はビーチボールにネックピロー
のポンプを取り付け、ポンプで空気を
いれることによりエアークッション椅子
を作成した。登山で使用してもらうた
めの特徴をプロトタイプで再現するこ
とは非常に難しかったが、実際に使
用した方から、お尻にフィットし、楽に
座れてよかった等の意見をいただい
た。

田村駒様のECサイトを利用。 ザッ
クに引っ掛けて荷物を減らすことが
できるという利点を活かし、田村駒様
のザックとコラボ販売し、固定客の
購入を促す。また、新規顧客層とし
ては、この企画で連絡をとらせて頂
いたアウトドアの投稿を行なっていた
インスタグラマーの方に協力していた
だき、PRを行う。

指導教員
廣田章光先生
からのコメント

アウトドア初心者の休憩、調理・食事の「座る」体験に発生する問題を解決する製品。日
常生活の中の気づきから「狭いが強い解決要求のある問題」を発見したところがすばらし
い!

アウトドア商品・PR企画

PADDLES〔Under l a y〕
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甲南大学　佐藤圭ゼミ/宮本勇太、山本和羽、古谷莞慈、田中奈々美

魅せる収納・隠す収納

「WALL RACK BAG」は、隠す収
納である「ウォールポケット」と、魅せる収
納である「ラック」に分けて使用できる
2wayのバックパックである。ウォールポ
ケットでは、忘れ物リストがついており、ま
た、隠したいものを収納できる機能を持
つ。ラックでは、キャンプギアをかけて魅
せることができる。全体としては、防水機
能を持ち、キャンプやカヤックといった場
面で活躍できる。この「WALL RACK 
BAG」により、多くのキャンパーの悩み
が解決されることを期待する。

私たちは、ベテランキャンパーの悩みを
知るために独自調査を行った。結果、
解決できそうな「天候」「忘れ物」「収
納」に着目することにした。そして、キャン
プ場へ実際に行き、キャンパーは「キャ
ンプ道具にこだわりが強い」「キャンプ
道具は運ぶのが大変」だと気づきを
得た。以上からキャンプの質を上げる
収納バックを作りたいと考えた。

2wayの機能に限らず、忘れ物リストや
マグネット素材を使用することで、ター
ゲットであるキャンプへのこだわりを
持っている人に魅力を感じてもらえるよ
うな商品を作成した。また、FOLBOT
のブランドイメージに合うようにデザイン
にもこだわった。作成した試作品は数
名のキャンパーに見てもらい、実際の
ユーザーからの意見を募った。

指導教員
佐藤圭先生
からのコメント

実際にキャンプを体験したり、キャンプを趣味とするユーザーたちから意見を募ったりするな
ど、現場・データ主義を貫き通した。結果として、キャンパーたちの要望を叶えるバッグが出
来上がった。また、情報発信や販路交渉も積極的に行っていた。

アウトドア商品・PR企画

ペグ〔WALL RACK BAG〕

「WALL RACK BAG」は、ニッチ
な層がターゲットである。そのために
「Instagramのリール動画機能」と
「キャンプ商品を紹介しているブログ」を
活用する。リール動画では実際に使用し
ているシーンを載せる。ブログでは実際に
使用して頂き、使いやすさや見た目などの
リアルな意見を掲載して頂く。これら2つを
活用することで認知を得て商品の購入
へ繋がると考えた。
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神戸大学　宮尾学ゼミ/後藤百萌、國森柊作、松下亘騎

雨が降っても救われる奇跡の4
機能付きてるてる坊主

「4WAY RAIN SHADE」はてるて
る坊主をモチーフとした多機能商品で
ある。その機能は1 .「晴れを願う機能」
であるてるてる坊主だけでなく、2 .「雨
をよける機能」レインポンチョ、3 .「着替
えを隠す機能」チェンジングポンチョ、
4 .「雨をしのぐ機能」タープの4機能
で、快晴を願いつつ、もし雨が降っても
活躍できるという天候に全対応のオー
ルラウンダー商品だ。てるてる坊主は手
作りの印象が強く、また可愛らしい印象
も強い。そこで【市場に少ない既製品】×
【「FOLBOT」のイメージにあった無
骨な印象を与えるデザイン】をコンセプト
に作成した。

私たちはSNSを通してアウトドア経験に
ついてアンケート調査を行うと、「雨が
降って楽しめなかった」といった意見が
散見された。またてるてる坊主を作った
経験についても100人を超える規模の
アンケート調査を行うと、8割以上もの
人が「作ったことがある」と回答した。こ
のことから天気の重要性・てるてる坊主
の日常への浸透に気づくことができた。

メインテーマのてるてる坊主はかわ
いい印象がある一方で、FOLBOT
は高 級かつシックな雰 囲 気があ
るため 、試 作 品 製 作 にあたり、
FOLBOTらしさを感じさせるような
配色、デザインを心掛けた。見た目
や機能性について試行錯誤を重
ね、既存のアウトドアアイテムと並べて
も遜色がないように工夫した。

【SNSでの投稿】落ち着いた雰囲
気を持ちながら、てるてる坊主になる
ギャップ映えを狙う。雨でもアウトドア
関連の投稿ができる。【既存顧客から
のルート】FOLBOTの購入層は40
～50代が多いことに加え、販売開始
が2022年春であることから、既存顧
客を逃さないようにしながら若者にリー
チできるよう、話題性も含めて考えた。

指導教員
宮尾学先生
からのコメント

てるてる坊主というアイデアにこだわったのはとても良かったが、そのこだわりを貫くのが難し
かった。プロトタイプのクオリティも高かったので、あと一歩というところだったか。商品だけで
なく、価格や販促方法、売り場づくりにもこだわって考えて欲しかった。

アウトドア商品・PR企画

カヤック部〔4WAY RAIN  SHADE〕
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神戸大学　吉田満梨ゼミ/川内宏起、沼倉有花、柳田淳之介

1泊2日の田舎でのアウトドアプラ
ン×川下りカヤック

私たちは、カヤックを広めるためのPRプ
ランとして「パドルーラル」というものを提
案した。「パドルーラル」とは、カヤック体
験を含んだ1泊2日のカヤックプランであ
る。2日間の中で、参加者は2回カヤック
を体験することができる。また、カヤック体
験を行う場所を流れのある川にすること
で、ワクワク感をもって体験できるようにし
た。このプランのFORBOT側のメリット
としては、To B向けの販路拡大、そして
「地方創生」という社会貢献事業とし
ての付加価値が挙げられる。

私たちは、「田舎でのアウトドアプラン
に興味がありますか」というアンケート
を行い、90%以上の人から興味があ
るという回答を得た。ここから、私たち
は既に需要のある田舎でのアウトド
アと、今回普及させたいカヤックを組
み合わせ、田舎でカヤック体験をして
もらうPRプランを考えることにした。

私たちは、パドルーラルの試験を行う
ために徳島県三好市で2泊3日のカ
ヤック付きアウトドアプランを行った。
ここで、私たち以外のゼミ生に、また
行きたいと思うか確認し、高評価を
貰った。また、徳島県三好市市長と
の対談で、パドルーラルは地方創生
にも意味があるという評価を得て、そ
の側面も押し出すことにした。

指導教員
吉田満梨先生
からのコメント

ターゲット顧客だけでなく、関係人口を増やしたい協力者の自治体の思いやリソースを明
確に意識したからこそ、実現可能性が高く、社会的意義もある企画になったと思う。「パド
ルーラル」というアクティビティは山や川が多い日本で広まる可能性があると感じた。

アウトドア商品・PR企画

クボンゼ〔パドルーラル〕

「田舎でのアウトドア体験」自体にはさほ
ど新規性がないため、ターゲットを呼び
込むためには実際のアウトドア体験の様
子を見てもらい、興味を持ってもらうこと
が必要と考えた。そのため、Instagram
でおすすめの旅プランを紹介している
フォロワー10万人越えのインフルエン
サーに実際に「パドルーラル」の体験動
画を作成してもらう広報案を採用した。
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駒澤大学　菅野佐織ゼミ/澁谷勇輝、篠崎なつみ、金子一希

簡単に組み立てられるトラッシュ
ボックス

既存の「ポップアップ型ゴミ箱」・「組み
立て型ゴミ箱」双方のメリットを含み、欠
点を克服した全く新しい形のキャンプ用
折りたたみゴミ箱。「組み立て時間を5
秒」、「地面から本体底面の距離を4.5
センチ」、「収納時の厚さを5センチ」、
「独立した組み立てパーツを無くす」
といったスペックを実現し、その他に「ビ
ニール袋固定用内側フック」、「蓋つ
き」、「外ポケット」、「パルスシステム（ス
トラップ固定用装備）」などの機能を搭
載。これらによってキャンプをより快適に、
アクティブにする価値をユーザーに提供
する。

私たちは調査でマナーを気にするキャ
ンパーが多いことが分かりゴミ箱に決め
た。その後、既存製品を調べると組み立
ては楽だが底面が汚れやすい「ポップ
アップ型」と底面の汚れを気にせず使え
るが組み立てが複雑な「組み立て型」
があった。そこでこの2つの型の良さを残
しながらユーザーが不満に感じている
点を解消した商品を作りたいと考えた。

テーマブランドのイメージや既存ユー
ザーが求める質感などの情緒的な価値
を保ちながら、 かさばりにくさや使いやす
さなどの機能性が最大限発揮されるデ
ザインを追求した。複数のデザイン案を
創出して試行錯誤を行う中で、使う部材
を最小にし、シンプルな折り畳みの仕組
みを用いたものが最も洗練され、扱いや
すいと結論づけ、現在の形が完成した。

テーマブランドではすでに販売経路
が確立されており、既存ユーザーに
は親が中年層のファミリーが多くいる
ことが前提としてあった。そのため、既
存のユーザーをメインターゲットとし、
コンパクトなサイズであるこの商品独
自のサブターゲットとして親が30歳前
後の規模が比較的小さいファミリー、
子どもをもたない夫婦を設定した。

指導教員
菅野佐織先生
からのコメント

カヌーもキャンプも未経験者であった彼らであったが、実際にカヌーに行って体験し、キャ 
ンプに関する調査を行う中で、彼らのまなざしが変化していったように感じた。最終的に完 
成したプロトタイプの出来は大変素晴らしく、驚いた。商品化されることを期待している。

アウトドア商品・PR企画

アウトドア班〔フォールディングトラッシュボックス〕
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専修大学　奥瀬喜之ゼミ/石川丈、大鳥晴菜

親子の記憶に残るカヤック体験を

「親子カヤック体験ツアー」は、親子二
人でカヤックに乗り、インストラクターに
指導してもらいながらカヤックを楽しめる
ツアーである。簡単に体験でき、カヤック
の楽しさに気づいてもらうことが目的だ。
所要時間は約2時間で、陸上にて漕ぎ
方の説明、カヤックの体験、家族対抗リ
レーで競争してもらい、時間次第で他の
競技も行う予定。若年層にもカヤック文
化を広めたい、カヤック文化の浸透に貢
献したいという想いから、このツアーを企
画した。

コロナ禍でキャンプ需要が大きくなっ
ている点に着目し、キャンプの繋がり
でカヤックに触れてもらいたいと考え
た。そこでキャンプの利用者を調査し
たところ、家族でキャンプを楽しむ人
が多いことが分かった。そのため、家
族にアプローチすることでターゲット
年代の取り込みに寄与することがで
きると考えた。

キャンプ場でカヤックを体験し、楽しい
と感じた方が今後も継続してカヤック
を嗜みたいと感じてもらえるようにエリア
別のマップを作成した。これはそれまで
は気がつかないカヤック施設へ足を
運んでもらう役割を担っている。また場
所だけではなく、施設ごとの特徴を記
載することで各家族に最適なカヤック
施設選びが出来るよう促進している。

指導教員
奥瀬喜之先生
からのコメント

カヤック文化を浸透させるために、キャンプに来たファミリーにカヤックを体験してもらおうと
いう提案。キャンプ場でカヤックに関心を示してもらうための工夫、他のレジャーにはないカ
ヤックならではの面白さを伝えられる工夫があるとよりよかった。

アウトドア商品・PR企画

NOPPO〔親子カヤック体験ツアー〕

キャンプ場のホームページに概要や予
約フォームを載せてもらう、チラシを置く
などの他に、ファミリーユーチューバー
の方の動画を通じたPRも予定してい
る。ファミリーユーチューバーの方にツ
アーを体験してもらい、それを動画にして
YouTubeに投稿してもらう。インスタグラ
ムのストーリー機能を使って宣伝してもら
い、YouTubeへと促すことを提案した。
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高崎経済大学　佐藤敏久ゼミ/中島紘太、伊藤みなも

冬にもカヤック、夏にもカヤック

カヤックロスとは雪上で行うカヤックのこ
とである。このカヤックロスを活用したPR
プランにすることでターゲットとして設定
した20代から30代に人気のあるスノー
ボードと関連付けて、スキー場で実施
できるアクティビティにすることが可能とな
り、さらにはカヤックの新しい楽しみ方と
しての訴求も実現できる。カヤックを現
在趣味としている人、さらにはウィンター
スポーツに関心のある人双方にとってメ
リットのあるアイデアとなっている。

私たちは、カヤックを現在行っている
ユーザ－に対して始めたきっかけや
魅力を調査することで、カヤックのニー
ズがどこにあるのかを明確にした。そし
て、そこでウィンタースポーツとの接点
を見出し、それらの人に関する特徴を
調査した。その結果をもとに、夏の趣
味を探している趣味がスキー、スノボ－
ドである人をターゲットに設定した。

カヤックロスをいかにして、スキーやス
ノーボードを目的としてスキー場にく
る人にアプローチしていくのかを考え
た。さらに、そこから夏の水上でのカ
ヤックに興味を持たせる手段、カヤッ
クロス独自の魅力を探し、それらを詰
め込んだPRプランになるように試行
錯誤を繰り返した。

このPRプランを広める手段としては、ま
ず単純な体験会に留まらぬようにレー
スとしてイベント化することで競技性を
持たせることとした。そして、これらをPR
していくためには新聞、アウトドア用品
店での広告、スキー場内の放送での
アナウンス、レジャーサイトへの掲載な
どアウトドアへの関心が強い層へのア
プローチに特化させることを想定。

指導教員
佐藤敏久先生
からのコメント

冬にスノボなどをする若者に雪上でカヤックを楽しむ経験をしてもらい、夏にも湖上でカヤック
を楽しむファンになって欲しいという相補効果を狙ったPR企画である。最低限の人数でも
熱意をもってそれを補い、最後まであきらめずに群馬県で実現可能性のある企画に育てた。

アウトドア商品・PR企画

高崎経済大学　佐藤敏久ゼミ　チームLOK〔カヤックロスを活用したPRプラン〕
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中京大学　宮内美穂ゼミ/図師優人、末澤菜生、鈴木菜々恵、吉見優成

カヤックと体験型飲食を掛け合
わせた、贅沢なPR案

「カヤックをしたことがない人にカヤックを
知ってもらうきっかけづくりを」ということを
テーマにチームで考え出したこの提案。
自分たちが初めてカヤックを体験したと
きのことを思い出しながら、案だしを行っ
た。
今、若者に流行りの体験型飲食とカヤッ
クを掛け合わせることで、自分たちが目
指していた提案に近づけることができ
た。
協力してくださった方々無しでは、完成
しなかった。
自分たちが考えあげる、最高の提案と
なった。

テーマがカヤックに関することということ
で、まずは、チームでカヤックについて知
ることにした。実際にカヤックを体験した
り、カヤックショップに訪問したり、カヤッ
クインストラクターの方にお話をお聞き
するなど、カヤックについて学んでいっ
た。その中で、気づいた点をチームで話
し合い、「初心者にきっかけを」というこ
とをモットーに案だしを行っていった。

実現可能性を高めるために、三重
県の賢島フィッシングパーク｢海遊
苑｣様と志摩自然学校のインストラク
ターの方々の協力のもと、本番を想
定としたプレテストを行った。プレテ
ストを行わなければわからなかった
課題点を発見することができ、提案
を進めていく中で貴重な体験となっ
た。

指導教員
宮内美穂先生
からのコメント

田村駒さまが提示されたターゲットやテーマを、最も忠実に考えたチームである。彼らの案
を現実とするよう、さまざまな協力者を自ら探し、説得し、協力を得てゆくプロセスは、きっと彼
らの今後に繋がると信じている。

アウトドア商品・PR企画

FUNBOT〔Fun Filled Kayak Life～心も体も充実したひと時を～〕

本提案は、三重県にある賢島フィッ
シングパーク海遊苑様の施設をお
借りして行う。そのため、プロモーショ
ンは、地元の三重テレビの協力のも
と、情報番組の中で広告を行う。ま
た、釣り雑誌の釣り人社、釣りウェブ
メディアのTSURI HACK、飲食店
のざうおでも広告を行う。
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同志社大学　冨田健司ゼミ/山口夏奈、松澤奈生、田中李奈

カヤックを通して、新たな趣味と
人に出会う

私たちはこの企画を通じて、一生涯続け
られる趣味、「生涯ホビー」を確立しても
らうことを目的としている。趣味友やパー
トナーと出会うことで、今後長きにわたっ
て趣味を共に続けられる、楽しんでいけ
る、そんな出会いの場になることを期待し
ている。カヤックが素敵な出会いのきっ
かけになること、そして出会った仲間とカ
ヤックを通して繋がり、趣味として続けて
もらう機会を作っていきたい。

趣味が趣味である理由は様々に考
えられるが、趣味を生涯続けるには
趣味を共有できる人の存在は大きく
影響してくる。趣味を共有できる人が
いるからこそ、より趣味を深め、長く続
けることができる。その趣味がカヤック
であればいいなという想いからこの企
画を考案した。

カヤック交流会 : 1日目の昼にBBQ
を行い、その後レクチャーを受けカ
ヤックを体験。夜は各班に分かれて
キャンプ飯とキャンピング。
カヤック合コン :  昼はBBQを行い、
その後レクチャーを受けカヤック体
験。最後にフリータイムを設け、1日で
終了。

インスタはブランディング力が高く、ツイッ
ターは拡散能力が高いという特徴、そ
してターゲット層の利用率が高い理由
から、二つを組み合わせて使うことでよ
りカヤック交流会/合コンを幅広いター
ゲットに知ってもらえるのではないかと考
えた。アウトドアが好きな人は、folbot
の公式ホームページを閲覧すると考え
て、ホームページにもリンクを貼る。

指導教員
冨田健司先生
からのコメント

カヤックは初心者でも気軽に楽しめるが、体験する機会がないので、このように人と知り合え
る手段と絡めると、やってみようと思う消費者は多いだろう。カヤックを通じて出会えば、継
続的にカヤックを続ける消費者は多いだろうから、顧客維持にもつながる仕組みと言える。

アウトドア商品・PR企画

A l ch i b a〔カヤック交流会・合コン〕
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名古屋市立大学　山本奈央ゼミ/高間駿、藤原未彩、村下経征、山﨑こなつ

新感覚体験型アクティビティナイ
トカヤック

ナイトカヤックは若者に人気のナイトプー
ルにカヤックを付け足すことで若者に人
気が出るようにし、カヤックが若者を中
心に広まるようにすることでカヤック競技
年齢の若返りを図った。フォールディン
グタオルはカヤックでパドルを漕ぐことで
手が濡れてスマホが触れないということ
に着目してタオルを作ることになり、その
中でタオルをコンパクトにすることでファッ
ション性を高めた。ナイトカヤックで若者
にカヤック文化に触れてもらい、そこから
FOLBOTを知ってもらう。また、フォール
ディングタオルでFOLBOTを知ってもら
うシステムを作った。

私達はカヤックを広めてカヤック人
口を増やすという目的と、カヤックの
競技人口の若返りを図るという目的
の2つを軸に活動を行っていた。その
2つを満たすものを考えていたところ、
ナイト〇〇が若者の間で流行ってい
ることに注目し、ナイトカヤックという案
になった。

カ ヤック 人 口 を 増 やし 、且 つ
FOLBOTの知名度を上げるために
フォールディングタオルを考案した。
試作品を作る過程で、2種類のプロ
トタイプを作成した。その上でコンセ
プト調査を行い、どちらの製品の方
がアウトドア、そして日常で使いやす
いかのアンケートをとり、現在のフォー
ルディングタオルに至る。

指導教員
山本奈央先生
からのコメント

「なぜナイトカヤックなのか」「いままでにないプランをどうしたら実現できるのか」という問い
に答えるために、できることを全てをやろう!という姿勢が高く評価できる。そして行動力のあ
るチームなので実現化に向けた活動も引き続き頑張ってほしい。受賞おめでとう!

アウトドア商品・PR企画

かやっかーず〔ナイトカヤック×フォールディングタオル〕

ハウステンボス様と姫路セントラル
パーク様に、ナイトカヤックを行わせ
て頂けないか交渉を行い、実現一
歩手前まで商談を進めた。PRにつ
いては、ターゲット層が多く使ってい
るであろうtik tokやインスタグラムな
どのSNSを使用することに加えて、ア
ウトドアイベントで集客しようと企画を
進めた。
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南山大学　川北眞紀子ゼミ/加藤万結、木村遥、暮田ひまり

3wayであらゆるシーンに活躍!
快適なキャンプライフをお手伝い

私 たちが 提 案 するのはキャンプ エ
プロン『 M u l t i f u n c t i o n a l  G e a r 
Jumper』だ。この商品はアウトドア用品
として、調理時だけではなく、テント設営
や焚き火周りでリラックスする際にも役立
つ。提案先の田村駒株式会社様が保
有するブランド「FOLBOT」の世界観
に合わせるため、カラーや生地の選定
に力を入れた。また、ターゲットとなる男
性に好まれるようなギア感を大切にした。
見た目より実用性を重視し、組み合わせ
ができるパルスウェビングを採用すること
で自由なカスタムを可能にした。私たち
はFOLBOTファンにとってより魅力的な
物となるように開発を進めた。

キャンプ場やFOLBOT取扱店舗への
ヒアリング調査に加え、Facebookで大
規模なキャンプグループに参加するなど、
ターゲットであるキャンパーの方 と々のコ
ミュニティケーションを大切にし、多方面
からアウトドア業界の動向を観察すること
に努めた。そして、これらの観察から私た
ちが提案するキャンプエプロンの有効性
について明らかにするのに尽力した。

私たちは、キャンパーの方々にとって
魅力的で使いやすく価値ある商品を
開発するために試作品制作に励ん
だ。観察で得た潜在ニーズをもとに
今までにない新しいアイデアをかたち
にするためいくつもの試作品を制作
し続け、完成した試作品を自らが使
用し、納得いくものを作り上げた。

FOLBOT様は大衆ではなく、こだわり
を持つベテランキャンパーをターゲット
にしているため、ブランドイメージを崩さ
ないためにも既存のFOLBOT製品
と同じ販路を使用する。PRに関しても
既存の公式媒体を使用する。また、新
規FOLBOTファンを獲得するために
認知度拡大を目的としたFacebook
公開グループへの投稿を行う。

指導教員
川北眞紀子先生
からのコメント

製品の完成度が素晴らしかった。本当に売り出せそうなところまで持っていっていた。実際
に縫って作ってみる。実際に使ってみる。実際に試してもらう。を繰り返していた。便利な機
能が多すぎたくらいである。世界観も企業にフィットしていた。

アウトドア商品・PR企画

か・き・く〔Multifunctional Gear Jumper〕
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日本大学　石田大典ゼミ/三田村和香、矢野瑞季、髙橋明日香

大人の友達作り

私たちはカヤックのPR企画として、「カ
ヤックトライアスロン」という企画を提案し
た。内容としては、3つのゲームを行い、
累計ポイント数を競ってもらう。そしてゲー
ム終了後にカレー作りを行ってもらうが、
ゲームの累計ポイント数に応じて、カレー
の具材をランクアップさせるかたちとなっ
ている。これにより、出会いが少なく新た
な友人を作りづらい大人に、友人を作る
機会を提供することが目的である。また、
新たな友人ができることで、永続的にカ
ヤックを趣味にしてもらえる取り組みに
なっている。

私たちはカヤックを永続的に取り組んで
もらうために、25歳から30歳のターゲッ
ト層が趣味を始める、維持する理由を
模索するためにインタビューを実施した
ところ、友人等の繋がりが重要である
ことを学んだ。そこから「大人の友達作
り」に着目し、共通の趣味の友人とカ
ヤックを永続的に楽しむことができること
をコンセプトに、PR企画を提案した。

開催地として河口湖を予定してい
る。河口湖は、特定の設備を設置し
なければ無償で商業利用可能であ
る。また、FOLBOTらしいデザイン
で、開催日時が明記してあるフリー
ペーパーを作成した。加えてインスタ
グラムで、自分たちがカヤックやアウト
ドアを体験した際の写真を投稿し、
フォトギャラリーマップを作成した。

指導教員
石田大典先生
からのコメント

カヤックトライアスロンは、カヤックを楽しむだけでなく、さまざまなゲームを通じて友達を作るこ
とができるイベントである。3つのゲームを終えてカレーを作る頃には、お互いにあだ名で呼
び合うほど親密になっている様子が想像できる、ユニークなプランである。

アウトドア商品・PR企画

三体の人魚姫〔KAYAK TRIATHLON〕

「フリーペーパー」と「フォトギャラリー
マップ」というかたちで、販売促進を
考案した。フリーペーパーの目的は、
特定の顧客層にターゲティングを行
うこと、また興味のある人に届きやす
くすることである。フォトギャラリーマッ
プは、インスタグラムを利用し、検索
の障壁を減らすこと、消費者との距
離を縮めることを目的としている。
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武庫川女子大学　西口智美ゼミ/関田美優、辰己奈夏江、安田彩菜

カヤックで広告活動しませんか

私たちはカヤックを広めたい25－30代に
むけてPR企画「カヤック大運動会」を
考えた。PR企画の内容は、企業の広告
活動として道頓堀で社員（25－30歳）
がカヤックの運動会に参加するというも
のだ。25－30歳は人間関係が原因で
転職率が高いというデータ、就活生が
会社選びの基準で社員の雰囲気を重
要視にしているデータから「企業の雰囲
気を伝える必要がある」と定義した。よっ
て、カヤックに広告活動という付加価値
をつけることで、カヤックの認知拡大と就
活生が注目する社風を伝えられると考え
た。

就職活動生である同級生に協力し
てもらった調査で就職するにあたって
譲れない条件は収入や福利厚生より
も『社員の雰囲気』であることを知っ
た。また、インターンシップに参加する
際は企業がアピールしたい点、就職
活動生がどのような意気込みで参加
しているのかを観察し、カヤックに取り
入れることができないか探索した。

自分たちでカヤックを実際に体験し、カ
ヤックの特徴から運動会のプログラム
を考えた。就職活動生だけでなく、25
歳から30歳の男女という企業から求め
られていたターゲットの両方に利用価
値が生まれる施策を目指した。考案時
はグループ内のみでなくゼミのメンバー
とも話し合いながらカヤックを実際に漕
いでも、見ても、楽しくなるよう考えた。

参加企業のイベント当日の様子や意
気込み動画をTikTokにて投稿す
る。その後、一般の方々にどの企業
が勝つのかを予想し、Tw i t t e rか
Fac e b o o kを使って自身の予想を
投稿してもらう。その際に、「#ビリケン
大運動会」「#企業名」を使用して
もらい、拡散を狙う。

指導教員
西口智美先生
からのコメント

企業の雰囲気を就活生に伝えるために、誰でも参加できるカヤックを活用したPRイベント
案。大阪道頓堀に流れる『道頓堀川』でカヤックを用いた【ビリケン大運動会】を企画し、
協賛企業と観光名所が結びつくことで、企業と地域の活性化に貢献する。

アウトドア商品・PR企画

かやちゃん〔ビリケン大運動会〕
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武蔵野大学　古川一郎ゼミ/福田翔大、大橋結衣、田多裕貴

キャンプ経験者だからこそ始め
やすいカヤックレンタル

カヤック文化を広めるというゴールのた
めに、まずは気軽にカヤックを楽しみ、
魅力に気づいてもらいながら趣味へと
つなげていくサービスが必要だと感じ、
「FREE PADDLING」を考案した。
「FREE  PADDL ING」は、カヤック
の出廷可能な湖畔キャンプ場にレンタ
ルスペースを設置し、キャンプをしながら
カヤックも楽しめるプランとなっている。こ
のプランでは、好きな時に好きなようにカ
ヤックを楽しめるので、ツアーや体験会
では経験できない、より趣味のカヤックに
近い、自由なカヤックライフを楽しむこと
ができる。

私たちはターゲットであるアウトドア中上
級者に対して、カヤック経験やイメージ
のインタビュー調査をした。その結果ア
ウトドア経験者であってもカヤック経験
者は少なく、経験者はカヤックが趣味
の友人に誘われている場合が多いこと
が分かった。そこでカヤック経験者が未
経験者を誘いやすく、今後趣味へと繋
げられるようなプランが必要と考えた。

キャンプ場でのカヤックレンタルの例
を調査したところ、ツアーは実施して
いてもレンタルを行っている場所はあま
りないことが分かった。そこで、実際に
カヤックレンタルを行っているキャンプ
場へ行き、自分たちのプランが実現可
能かについて確認を行った。また、キャ
ンプ場へアンケート調査も行い管理
面など具体的な部分も詰めていった。

指導教員
古川一郎先生
からのコメント

アウトドア好きのメンバーでまず全員でカヤック体験するという行動力は素晴らしいと思う。
企画内容がオーソドックスなものになったのもアウトドア好き故だが、このことが既存概念を
超えるアイデアを生む難しさになることが学べたのではないかと思う。

アウトドア商品・PR企画

HOT〔FREE PADDLING〕

安全面や修理の問題がカヤックレン
タルを行うキャンプ場が少ない要因
だと分かり、注意喚起の動画やリペ
アセットをプランに組み込むことで導
入のハードルを下げようとした。また、
アンケート調査を行った複数の湖畔
キャンプ場から「カヤック文化の形
成に効果があると思う」や「是非導
入したい」という意見をいただいた。
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流通科学大学　清水信年ゼミ/岸本優、春名慶亮、大竹武蔵、宮内将輝

主にキャンプ向けであり様々な
利用用途で使える

この商品を開発するにあたって着目した
点は、荷物がかさばらない、カヤックの
座席部分にも使え、それにキャンプにも
使用できるといった利用用途が複数でき
るという点である。空気袋を何個か袋の
中にいれ、一つのクッションを作り、それ
を連結することにより様々な用途で使用
することができる商品である。これらのクッ
ションの空気の出し入れにはポータブル
クッションの形を採用し容易に空気を入
れることができるのが1番のポイントだ。

キャンプの準備は早くするかゆっくり
するかという質問に対し100人にアン
ケートを行った結果、約75%がゆっく
りすると答えた。しかし、このような結
果でもクッションのようなすぐに必要
であろう商品については、早く準備
ができた方がよいと考えた結果、ワン
タッチで空気の放出ができるようにし
た。

製品制作は自分たちで棒状の風船
をいくつか並べて、それを布の中に詰
め、それを連結してどのくらいの強度
でできるか、どれぐらいの長さになれ
ば大体の人が問題なく使えるのかと
いう試作を行った。その際に懸念点
が見つかり、実際に試作品を作るこ
とにより新たな課題を見つけることが
できた。

販売促進は、各SNS上でカヤックや
キャンプについての投稿をし、まず、
カヤックやキャンプに興味を持っても
らい実際に体験してもらう。そうするこ
とによりクッションの大切さやどのよう
なものが必要かがわかると感じたの
で、販売促進は各SNSを使用した。

指導教員
清水信年先生
からのコメント

与えられたテーマを、具体的な取り組み課題に落とし込む作業でとても苦労した様子だっ
た。独自調査を行うなど行動力の高さと、冬カンでの最終プレゼンに向けてスライド資料や
説明方法に工夫を重ねた努力は高く評価したい。

アウトドア商品・PR企画

田村駒清水ゼミ〔まもるん〕
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和歌山大学　佐野楓ゼミ/大木優実、鈴木歩生、西村優花、藤田裕太郎

自ら創り出す冒険物語

和歌山、冒険、FOLBOTという3つの
要素を存分に引き出し、和歌山県から
魅力を発信する移動式ツアーの開催
を提案。「カヤックという自然のアクティ
ビティ」、「1から組み立てるフォールディ
ングカヤック」、「冒険心を高める和歌
山の景観」を体験し、カヤックに興味を
持ってもらうことを目的にしたPR企画で
ある。今回FOLBOTの特徴である「ミ
リタリー」という要素を取り入れている。
また、和歌山県は「水の国、わかやま」と
いう強みがあり、フォールディングカヤック
でツアーを行っている方の協力のもと、
希望する場所でカヤック体験のできる
PR企画を作成した。

若い世代にカヤックを広めたいという
ターゲット設定で行ったアンケートの
結果、多くの方がカヤックをしたいと回
答。さらにコンセプトでも示した、自分の
手で取り組むことに対しても、好意的な
意見が多く見られた。またカヤックの醍
醐味について尋ねたところ、自然を楽
しみたい方が大半を占めた。これらの
意見も参考にPR企画を作り上げた。

実際にフォールディングカヤックで
行った体験をはじめ、複数回に渡り
カヤック体験を実施。自然を楽しむ
アクティビティでは体験して初めて実
感することも多く、実体験から取り入
れた内容もある。特に、カヤックという
アクティビティの中にキャンプ飯のよう
な、自分たちで作る昼食体験を取り
入れる案には手ごたえを感じた。

指導教員
佐野楓先生
からのコメント

「水の国、わかやま」に注目し、和歌山県の観光資源を活かし、カヤック文化を広げるとい
う本チームの発想は良かったと思う。また、「自らの手で創り出す冒険」のコンセプトに基づ
いた、「カヤック×冒険×ミリタリー」というカヤックの新たなスタイルも面白かった。

アウトドア商品・PR企画

＃和KYAAK〔PR企画「自ら創り出す冒険物語」〕

カヤック文化を広めつつ、FOLBOTの
知名度向上も視野に入れた方法が必
要であると考えた。そこでFOLBOTの
カヤックを用いたツアーの他にも、ワーク
ショップの開催、体験マップ・フローチャー
トの作成などツアー以外の方法も提案し
た。SNS・HPなどのインターネットの利用
に加え、積極的に体験できる機会を設け
ることを意識したプロモーション提案を考
えた。
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和歌山大学　柳到亨ゼミ/田中緋莉、谷川穂果、前田怜音

あいのりカヤック ～カヤックから
始まる新たな恋～

「あいのりカヤック」は、カヤックと恋愛を
掛け合わせたマッチングイベントだ。目
的は、若者の興味関心が高い恋愛と
カヤックを繋げることで、カヤックの新規
ユーザーを獲得することである。そして、
イベントの流れは3ステップ。まず、BBQ
やレクリエーションで参加者の交流の場
を作る。次に、2人乗りカヤックを参加者
に組み立ててもらい、実際に体験する。こ
こでは、FOLBOTのフォールディングカ
ヤックに触れてもらうことでブランド認知
度向上を狙う。最後に、カヤック上で写
真を撮影して、カヤックの魅力を体感し
てもらう。

私たちは、ターゲットである25歳から
30歳の人 を々様々な観点から分析し、

“恋愛”に着目した。調査した結果、出
会いに積極的な人は多く、近年はアプリ
を用いた出会いの場や恋活等があり、
出会い方は多様であった。そこで、若者
がカヤックに触れる機会を新たに創出
できるよう、カヤックと恋愛を交えたマッチ
ングイベントを企画したいと考えた。

イベント運営にご協力くださった企業様
と相談し、効果的な出会いイベントを開
催するために、参加人数、価格、2人乗
りカヤックで実施する内容を調整した。
参加費は、利益・諸経費を考慮し男性
15,000円・女性11,000円と設定した。ま
た、検証的調査の結果85%の人が当イ
ベントに参加したいと答え、カヤックマッチ
ングイベントに需要があることがわかった。

イベントはバーベキューとカヤックを実施
するため、両方の施設が揃っている6つ
の体験場と施設提供の交渉が成立し
た。そして、運営人員を確保するため、
恋愛イベント会社に運営の協力を申し
出た。最後に、イベントの周知を図るた
め、ターゲット層がよく使用するSNSを介
し、恋愛サービスや和歌山の魅力を発
信するメディアに多数アプローチした。

指導教員
柳到亨先生
からのコメント

Oddsは若者にカヤックの魅力を広げるというミッションに、「あいのりカヤック」という分かり
やすいコンセプトで企画を考案した。当初、商品企画の方向性が定まらず、苦労をしたが、
いろんな人々を巻き込み、企画の完成度をさらに高揚させた3人の情熱を高く評価したい。

アウトドア商品・PR企画

Odds〔あいのりカヤック〕
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春⽇井製菓

花×キャンディでSDGs

春⽇井製菓で販売しているキャンディ商品と花を掛け合わせ、花に

関わる多くの人たちをハッピーにするようなSDGs企画を提案する。

商品化は、「おいしくて、安心して多くの人々に愛され続けるお菓子

作り」という経営理念を基に、菓子類の製造並びに販売を行う「春

⽇井製菓」が実施。
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168	 co lchicum
169	 サジュ
170	 大切な誰かに"そっと"キャンディ
171	 EMPADY
172	 感謝と共に贈る花のくちづけ
173	 フラワーベーゼ
174	 花のくちづけ
175	 恋花キャンディ
176	 花のくちづけ
177	 花のくちづけ×ロックハート城 アドベントカレンダー
178	 花のくちづけ
179	 Mindfulness×花のくちづけ
180	 想いが届く花のくちづけ
181	 Funygic 恋花ガチャ
182	 大切な人に魅力を伝える、花のくちづけ
183	 花のくちづけ
184	 「花のくちづけブーケ」
185	 花のくちづけ
186	 ハートフルパッケージ
187	 想いを届けるキャンディ



1 .観察 Observation 2 .試作品制作 Prototyping 3 .販売促進 Promotion

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 2168

愛知学院大学　油井毅ゼミ/鈴木恵、田島優太、吉岡拓海

花のくちづけで、気持ちをさりげな
く伝えるきっかけ作り

私たちはcolchicumという新たな花のくちづ
けの使い方を提案する。これは、思いを素直
に伝えられない人や、悩みを周りに打ち明け
られない人が花言葉により、安価で手軽に
思いを伝えることを目的とした活動である。こ
れは、SDGs3－8の項目の達成にも繋がると
考える。心の病気が新たな問題となる中で、
花のくちづけの新たな使い方colchicumによ
り、少しでも手軽かつ安価に思いを伝えたり、
相談するきっかけが出来たらいいなと考えて
いる。また、シーンによって使い分けるために、
恋愛系と友情系の2種類のパッケージを追
加する。さらに、ストーリー性のある作品を公募
し、公式YouTube、Instagramに投稿する
ことで、花のくちづけの新たな使い方の宣伝
を行う。

私たちは花のくちづけの特徴でもあ
る、誕生花と花言葉で気持ちを伝え
ることが可能か10代以上の男女63
名に調査をした。結果69%の人が花
を貰った時に花言葉を調べると回答
し、これは同様に花のくちづけを手渡
しした際にも気持ちや思いを伝えるこ
とが出来る効果があるのでは無いの
かと仮定した。

私たちが提案する新しい花のくちづ
けの活用法であるco l c h i c umは、
花のくちづけの花言葉で思いを伝え
ようという活動であり、消費者がシー
ンにあった花言葉で思いを伝えやす
くするために、恋愛系と友情系の2
種類のパッケージを追加した。これに
より、colchicumの浸透を図る。

指導教員
油井毅先生
からのコメント

アメをコミュニケーションツールととらえ、身近な人へ素直に言えない気持ちを花言葉に託し
た。ストーリー形式の作品コンテストは拡散が期待できる。花とSDGsを起点にした366個
に勝るとも劣らないアイデアの数々。その一つひとつは、甘酸っぱい青春の匂いがした。

花×キャンディでSDGs

H app i n a s s〔co l ch i c um〕

366日の誕生花をテーマにしたストー
リー性のある作品を公募する。また、
花のくちづけを実際に使用したシー
ンを取り入れることで、新たな使い方
の宣伝にもなると考える。また募集し
た作品は春日井製菓の公式ホーム
ページIns t a g r am・YouTubeで
紹介していく。
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大阪市立大学　小林哲ゼミ/飯田大貴、河原すみれ、桝谷伶奈

飴を食べない若者に、新しい飴
の食べ方を提案する

花のくちづけを入れたお酒を韓国語か
らサジュと命名し、夜カフェでディナータ
イム限定メニューとして提供する。このサ
ジュではお酒とグラス、花のくちづけの個
包装を一緒に提供し、ターゲット自身が
袋から出してお酒に入れる体験をしても
らう。また、同時に花のくちづけをイメー
ジした5色のラバーコースターを提供す
ることで、SDGsへの取り組みについて
の意識を高めることを目標とする。コース
ターに色展開を設けたのは、推し活の
一環で推しカラーとの写真を撮ることの
多いターゲットに訴求するためである。

私たちは春日井製菓さんの飴を若
者に広めるにあたってまず若者がど
れくらい飴を食べるのかを調査した。
その結果あまり食べないという結果
が得られた。そこで飴の新しい食べ
方を提案する事で飴を購入してもら
おうという結論になり若者が親しみや
すい韓国文化の要素を入れた提案
をする事になった。

現在スモモ味のチャミスルが販売され
ており、お酒とミルクスモモ味の親和性
が高いことが言える。これに着目し、花の
くちづけの酸味を活かせるお酒に絞っ
て試飲を繰り返した。結果、飴の酸味
とマッチしたのは梅酒だということが分
かった。一方飴が完全に溶けると酸味
が過剰になるため、中和するための甘
いシロップ等が必要になると考えた。

このサジュの販売促進の施策として
は主に提供してもらう夜カフェで宣伝
を行う。具体的にはカフェのメニュー
に限定メニューとして載せてもらい注
文してもらうなどして認知を高める。ま
た若者が使っている割合の高いカ
フェのインスタグラムでもPRの投稿
などを通じて認知度を上げていこうと
考えている。

指導教員
小林哲先生
からのコメント

「花のくちづけ」の課題を、ブランド・レベルではなく、製品カテゴリー（飴）の課題として捉
え、その解決策として「お酒と一緒に楽しむ」とい新たな使用シーンを提案するというアイデ
アは高く評価できる。それをどう個別ブランドの成果に結びつけるかが課題か。

花×キャンディでSDGs

フルール〔サジュ〕
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関西大学　徳山美津恵ゼミ/廣田明日香、柿花謙吾、松本亜依

キャンディをコミュニケーションの
ツールに

「疲れているお母さんにそっと」、「勉強
を頑張る友達にそっと」、「運転中の彼
にそっと」。身近な人にさりげなくアメを渡
すことができる商品だ。小さく丸いポーチ
型にすることで、持ち運びしやすくシェア
しやすいものとなっている。また、フックが
あるためキーホルダーのようにリュックに
付けることができ、ファッションアイテムとし
ても利用できる。ポーチの中に入れるア
メの「花のくちづけ」にちなんで、ポーチ
の柄は花柄である。この商品を通して、
女子高校生や女子大学生にキャンディ
を気軽に手に取ってもらえるようにした
い。

ターゲットである10～20代の女子高
校生・大学生の7割が普段アメを食べ
ないことが分かった。食べる際も人から
もらった時が多く、自分用ではなく誰か
とアメをシェアすることが需要につなが
ると考えた。30代以上の女性に人気
があるため、懐かしさを残しつつも若
者受けする商品にしたいと思い、従来
の商品を持ち運びしやすい形にした。

カバンに入れてもキーホルダーにして
も持ち運びしやすい大きさと形を検
討し、ポーチの中に入れるアメの数も
シェアしやすい量にした。ポーチに用
いる花柄は、10種類以上の中から
実際に持ち歩きたいと思う柄を周り
の女子高校生・大学生に聞き、柄と
色、文字のフォントを変えた4種類に
決定した。

指導教員
徳山美津恵先生
からのコメント

キャンディはもらうと嬉しい、というコミュニケーション・ツールとしてのキャンディの本質をよく捉
えた優れたコンセプトだと感じた。ポーチそのものに工夫をすることで、ターゲットとなる若い
女性たちが思わず拡散したくなる要素を期待する。

花×キャンディでSDGs

花咲くCanDs〔大切な誰かに"そっと"キャンディ〕

お菓子ではなく雑貨として販売するこ
とで、キーホルダーとして普及できる
と考える。ターゲットである若い女性
が利用する雑貨店（プラザ、ロフトな
ど ）に置いてもらうことで、彼女らの
認知度を上げる。同時に、インスタグ
ラムやTikTokでポーチを紹介する
アカウントに取り上げてもらい、多くの
若い女性の目に留まるようにする。
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関西学院大学　石淵順也ゼミ/室祐輔、安田結菜、岡本桜

EMPADYは音楽×花×キャン
ディで恋愛に寄り添う提案商品。

学生の“恋愛”に音楽で寄り添うキャン
ディである。一人の帰り道に、歌詞と自
分を重ね合わせて思いに耽る時間を提
供したい。みるくすももの優しい甘さで、あ
なたの恋を後押ししたい。恋愛のように、
長い時間をかけてなくなるキャンディの儚
さをお楽しみください。
音楽とキャンディで恋愛に寄り添う商品
を提供する。個包装パッケージには花の
名前の恋愛ソングを記載し、その曲の紹
介文を記載する。切ない曲は青色の個
包装パッケージにし、前向きの曲はピン
ク色の個包装パッケージにする。

私たちは、96%の学生が帰り道に音楽
を聴いている事を着眼点とした。また、帰
り道に何か口に含んでいる学生が42%
いて、その目的は小腹満たしや口寂しさ
である。そのため、帰り道の口内時間を
奪う戦略を考えた。また、Z世代は恋愛
でも共感を特に求めており、学生は恋
愛中に共感ソングを聴いていることから、
共感で結びつけるコンセプトを考えた。

帰り道に1人で音楽を聴いている学生
をペルソナに設定し、キャンディを舐め
ながら個包装の裏側に記載してある曲
を聴きながら帰る消費シーンをイメージ
している。個包装に記載する花の名前
の曲は、花のくちづけカレンダーから抜
粋した花の名前で、その中でもZ世代
に人気なアーティストの楽曲を選び、既
に掲載許可をいただいた楽曲である。

プロモーションは抽選懸賞である。恋愛
相談投稿用の Twitter ハッシュタグ
を設定し、投稿者の中からいいね数上
位10名様に花の定期便をプレゼントす
る。プレゼントについては、SDGs達成に
取り組む企業FORESTY様より、定期
便2ヶ月分を無償提供していただける事
を既に内諾済み。花の定期便の購入
を促進することで植林活動にも繋がる。

指導教員
石淵順也先生
からのコメント

EMPADYは、飴離れが著しいZ世代を対象に、飴の市場創造を目指す商品である。Z世代の
関心が強い音楽・恋愛と飴を「共感」で結び付けたコンセプトが素晴らしかった。音楽関係者
へのアプローチなど行動力も素晴らしかった。この経験を就活、将来の仕事に活かしてほしい。

花×キャンディでSDGs

ルピナス〔EMPADY〕
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京都橘大学　瀨良兼司ゼミ/上野浩介、原田大地、柳田桃花

感謝を伝える華やギフト

私たちが提案する新たな花のくちづけ
は、「感謝を伝える華やかなキャンディ」
である。
この商品は、部活やサークルなどに所属
している学生をターゲットに設定した。ま
た、一袋をプレゼントとして渡すこともで
き、相手に合った花言葉を選んで個包
装のみをプレゼントすることもできるという
シチュエーションを想定した。
他にも、顧客が自分用に買った際には、
外袋を箱状に折り、個包装が見える状
態で保管するという内容も考えた。このこ
とにより、花言葉が一層目に留まるように
なり、飴を可愛く保管できるという利点が
あると考えた。

私たちは大学生に対し、飴と花につい
てのデプスインタビューを実施した。そ
の結果、飴は自分用に購入し、花は相
手へのプレゼントとして購入する人が
多いことが分かった。また、プレゼントを
贈る際には必ず感謝の気持ちを添え
るという点から、私たちは、花のくちづけ
を、相手に感謝を伝える際に手に取っ
てもらえるキャンディにしたいと考えた。

試作品制作では、表面には感謝の花
言葉が添えられている花（カンパニュ
ラ・メディウム、宿根アマ、モルセラ）を
描き、プレゼント要素を追加するため
に花束のイラストを配置した。また、裏
面にメッセージ欄を大きく作り、しっかり
と感謝の気持ちを伝えられるようにし
た。他にも、素材をクラフト紙に変更す
ることでSDGsに貢献できると考えた。

指導教員
瀨良兼司先生
からのコメント

制約が大きく難しいテーマであったが、メンバーの実体験に裏付けされたニーズに基づい
て、応援だけでは終わらない、その後の感謝にも着目した企画である。「はなやぎさん」という
可愛らしいキャラクターによって、関わる人の心が華やぐ持続可能性のある提案となった。

花×キャンディでSDGs

飴ジスト〔感謝と共に贈る花のくちづけ〕

現在販売されている花のくちづけを、
全て新パッケージにするのは、多額の
コストがかかる。そこで、顧客に受け入
れてもらえるかを確認するために、テス
ト販売を実施したいと考えた。また、購
入した顧客が、花のくちづけの醍醐味
である花言葉について「自分の花言
葉」などのワードと共にSNSへあげるこ
とを狙い、そこから認知度を高める。
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共立女子大学　東利一ゼミ/稗貫芽緯、周藤菜月、中林結菜、神谷咲希

幸せを運ぶフラワーベーゼ

「フラワーベーゼ」は、全国各地を回る
移動販売のポップアップショップである。
四季折々のイベントに合わせて期間限
定でオープンし、「花のくちづけ」を使用
した様々な商品を販売する。ターゲット
を10代から20代の「花のくちづけ」を知
らない女子学生に設定し、環境問題に
関心はあるが、行動には移せていない
人に焦点を当てた。この企画を通して、
花に関わるすべての人を幸せにし、「花
のくちづけ」の認知度向上と環境問題
である＂ロスフラワー＂の削減に取り組
んでいきたいと考えた。

私たちは、「花のくちづけ」の抱える課
題を知るために、10代から20代に花の
くちづけを知っているかを調査したとこ
ろ、約8割の人が知らないと回答した。
その結果から、若者への認知度が低
いことが課題と考え、より幅広い世代
に知ってもらうため、認知度の低い10
代から20代の女性をターゲットにポッ
プアップショップを行うことにした。

ロスフラワーの製品は既存商品を使用
するため、「花のくちづけ」を使用した
商品案を試作した。各々材料を用意
し作成したが、キャンディーを溶かしす
ぎて焼き色がつく、なかなか溶けず固
形のままなど、綺麗に溶かすために何
度も商品改良を繰り返し行った。改良
の結果、商品化可能なレベルの綺麗
なプロトタイプを作成することができた。

より多くの若者に「花のくちづけ」を
知ってもらうため、若者が日常的に利
用するSNSでの販売促進を提案し
た。フラワーベーゼで販売するお菓
子キットを実際に作ってもらい、SNS
に、「ハッシュタグ花キャンチャレン
ジ」という風にタグ付けで投稿しても
らう。いくつかのタグを用いることで多
くの若者の目に留まるよう考えた。

指導教員
東利一先生
からのコメント

春日井製菓さんの経営理念に基づいた提案コンテンツは、商品の枠を超えて経営理念も
意識しているという点で、これまでにはなかったスケールの大きな企画。お菓子のアレンジキッ
トは、親子などのコミュニケーション促進と相性がいい。ポテンシャルの高い提案になった。

花×キャンディでSDGs

R e :F l ower〔フラワーベーゼ〕
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近畿大学　廣田章光ゼミ/門脇史奈、新井彩織、川上若菜、三宅さくら

これまでもこれからも気づけばそ
ばに

現在販売されている「花のくちづけ」を
基に作成した、正面のQRコードから
Ins t ag r amのエフェクトがもらえるパッ
ケージである。「花のくちづけ」はロング
セラー商品であることから、多くの人の
思い出を作ってきた。今や、若者が思い
出を残す手段はIns t a g r amのエフェ
クトであり、それを活用して若者たちにも
「花のくちづけ」を通して思い出を作っ
てほしいという想いから作成した。また、
パッケージは現ロゴを活かしたレトロ調の
デザインとなっており、今の「花のくちづ
け」にある要素を最大限に活かしたパッ
ケージとなっている。

私たちは「花のくちづけ」の魅力を知
るべく、現ユーザーにインタビューを
行った。その結果、様々な思い出エピ
ソードが出てきたことから「花のくちづ
け」の魅力は“思い出を作ること”だと
判明。この魅力を若者世代にも伝えた
いと思い、若者が思い出を残す手段
であるInstagramのエフェクトがもら
えるパッケージを作成したいと考えた。 

現ロゴのレトロ感を活かすために、レ
トロ関連のインフルエンサーにレトロ
のイメージや色に関するインタビュー
を行ったり、“思い出”に寄り添うもの
としてその花言葉を持つお花の調査
を行ったりして作成した。また、エフェ
クトに関しても、若者たちがどんなエ
フェクトを好むのかを調査し、その調
査結果を基に作成した。

指導教員
廣田章光先生
からのコメント

ロングセラーである商品をZ世代にブランディングするためのプロモーション。写真・動画を投
稿する行動の理解から得た気づきをもとに、全く新しいキャンディの役割を企業のもつリソー
スと学生の持つ資源を活用した企画。メンバーのチームワークと行動力には驚くばかり。

花×キャンディでSDGs

c a n _ t ough〔花のくちづけ〕

若者の認知を獲得するため、まずは
若者が多く集まる公共施設や大学
といった場所で無料配布を行い、エ
フェクトを体験してもらうことで、最初
の一手を作る。また、「花のくちづけ」
の公式Instagramを運営し、若者
にダイレクトに接する機会を増やすこ
とで、認知を拡大し購買までの道筋
を作る。
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甲南大学　佐藤圭ゼミ/大澤来未、司馬友香、春名瑠依

放課後の恋バナに花を咲かせ
る一粒を

恋花キャンディとは、現在販売されてい
る花のくちづけと恋みくじを掛け合わせ
たキャンディのことである。366日分の個
包装がある強みを活かし、各個包装に
運勢と花言葉に纏わるメッセージを記
載している。また、パッケージデザインもリ
ニューアルし、現在の花のくちづけらしさ
を残しながらもひと目で恋がモチーフで
あることをわかるように改良した。コンパク
トサイズ（10粒入り）で販売し、価格は
11 0円である。恋みくじの結果が女子
高校生の恋バナをさらに盛り上げるだろ
う。

私たちは女子高校生の恋事情を知る
ために、16－18歳の女子高校生126名
に好きな人がいるか、アンケート調査を
行った。また、女子校5名・共学8名の
計13名にデプスインタビューも行った。
好きな人がいないと答えた人でも好きな
人は欲しいと思っているなど恋を求めて
いることがわかった。このことから恋に関
する恋みくじは需要があるといえる。

個包装はひねり包装に変更し、プラス
チックから紙素材に変更する。紙素材に
することでプラスチック削減になり、SDGs
に貢献する。表は花がわかりやすいデザ
インにし、裏には御籤を記載する。運勢
は大吉から凶までの5段階である。また、
花のくちづけの強みである366種類の個
包装に合わせて、366種類の運勢と誕
生花にまつわるメッセージを考案した。

女子高生126名に「普段何を利用して
情報収集するか」とアンケートを実施した
ところ、TwitterとInstagramが割合とし
て多かった。Twitterでは購入商品の
写真を投稿してもらい、その中から抽選で
プレゼント企画を行う。またInstagramで
は春日井製菓の公式アカウントを用いる。
そこで、ターゲットである恋愛に興味のあ
る女子高生に向けて花言葉と関連させ
た恋愛特集を投稿する。これらにより女
子高生への認知を高めることができる。

指導教員
佐藤圭先生
からのコメント

秋カン時から「恋」を主軸として企画を深めてきた。Z世代の女子高生と真正面から向き
合った結果、「恋みくじ」の提案としてまとまった。「一人一人の恋を応援できるように」と考
案した重複なしの366日分のメッセージには、彼女たちの並々ならぬ情熱が詰まっている。

花×キャンディでSDGs

キャンディぼんぼん〔恋花キャンディ〕



1 .観察 Observation 2 .試作品制作 Prototyping 3 .販売促進 Promotion

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 2176

駒澤大学　菅野佐織ゼミ/伊藤恵哉、才本未央、長谷川えり奈

スモモちゃんの366日の花言葉
日記

「花言葉はあなたをきっと、とろけさせる。
スモモちゃんの366日の花言葉日記」。
花のくちづけの強みである、366日分の
花言葉を活かすために、毎日つける日記
と掛け合わせた。この花言葉日記を書
いているイメージキャラクターを設定し、
ミルクスモモちゃんと名付けた。スモモ
ちゃんは高校生で、勉強や恋愛など懸
命に頑張る日々を花言葉と掛け合わせ
て日記に綴っている。スモモちゃんの日記
は、消費者に「共感、癒し、楽しみ」をも
たらすことができる内容だ。

デプスインタビューをし、パッケージか
ら何味かわからないという弱みや、
366日分の花言葉の面白みという強
みを再確認した。また、SDGsの観点
からロスフラワーに着目し、駒沢にあ
るFlower sh i p  komazawaの塚
田様にお話をお伺いした。その際、
花業界の現状や課題を実感した。

「このお菓子といえばこのキャラク
ター」そんな消費者の記憶に残る商
品にしたいと思い、ミルクスモモちゃん
を真ん中に配置した。それに加えて、
カラーをミルクスモモ色のマーブルに
する事で味を連想しやすくした。最後
にスモモちゃんの背景をスケルトンに
することで中身が見えるようになって
いる。

指導教員
菅野佐織先生
からのコメント

彼らは、高校生のミルクすももちゃんというキャラクターを設定したコンテンツ提案を行い、プ
ロモーションではロスフラワー問題に着目するなど、時代にマッチした提案を行った。専門
学校やロスフラワー専門店の協力を仰ぐなど、チームワークと行動力が素晴らしかった。

花×キャンディでSDGs

駒澤大学花×キャンディでSDGs〔花のくちづけ〕

花のくちづけってどんな味キャンペー
ン Twitter投票機能を使用した消
費者参加型のSNSプロモーションで
ある。花のくちづけの新パッケージを見
せて、4つの選択肢から何味か予想
し投票してもらう。 2花に触れながら飴
を楽しむという、花のくちづけの世界観
を表した有料イベント。 以上により、花
のくちづけを知ってもらうことができる。
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高崎経済大学　佐藤敏久ゼミ/稲葉芽生、森田栞理、山谷孟央

毎日楽しむキャンディとクリスマス
までのカウントダウン

手頃な価格でクリスマスまでのカウントダ
ウンを楽しめるアドベントカレンダー、そし
て、1つずつ毎日楽しめるキャンディの2
つを掛け合わせた商品である。
花のくちづけとイギリスの古城というレトロ
な世界観があっており、ターゲットである
若者やカップルが多く訪れるロックハート
城とのコラボレーションを計画。アドベン
トカレンダーには、「花のくちづけ」の他、
ドライフラワーを同封する。24日間楽しん
だ後にはフラワーポプリを作ることができ
るため、アドベントカレンダーだけでなく、
フラワーポプリとしても楽しめる。

「キャンディは1つなら食べたい」の仮
説を立て、学食にキャンディを設置し、
約1日で終了。1つなら食べたいが、買
わないとの声を受けた。 また、冬のトレ
ンド“クリスマス”の1つ「アドベントカレ
ンダー」を挙げたが、価格が高くて買
えないとのこと。これを受け、手頃な価
格で1つずつキャンディを楽しめるアド
ベントカレンダー企画を考えた。

アドベントカレンダーは、お土産として
は持ち帰りやすく、インテリアとしては家
で飾っても邪魔にならないサイズにな
るように試作を重ねた。また中に入れる
ドライフラワーは、フラワーポプリが完
成する量の調整、輸送時に崩れない
ような加工方法について考えた。また、
フラワーポプリの香り付けやクッション
材として、スポンジの導入も検討した。

ロックハート城2023年で移築30周
年を迎える。30周年イベント期間に、
ロックハート城のお土産の新定番
としての販売を計画。 さらに、ロック
ハート城で現在販売されている香水
とのセット販売や、城内で行われて
いるドレス着用体験時に撮影した写
真とのセット販売などのコラボレーショ
ンを企画している。

指導教員
佐藤敏久先生
からのコメント

クリスマスのアドベントカレンダーにキャンディを入れ、ドライフラワーも同封し、キャンディを
楽しんだ後もポプリとして利用し続けることを考えた商品。お城のテーマパークから同様の
テーマパークへ展開してもよし、クリスマスから別の行事への展開も可能である。

花×キャンディでSDGs

bala〔花のくちづけ×ロックハート城 アドベントカレンダー〕
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同志社大学　冨田健司ゼミ/臼井美結、音川真央、小西真由

共感を得る飴

私たちが今回提案したコンセプトは、共
感を得る飴で、恋愛と飴を掛け合わせ
た。デザインは、SDGsを考慮して個包
装をなくし、食べ切れるコンパクトサイズ。
パッケージは恋する女の子と花をイメー
ジした若い女性向けのデザイン、既存の
ミルクスモモ味を初恋の味と記載するこ
とで、普段スモモを食べない消費者に
甘酸っぱい味であることをわかりやすくし
た。さらに、あえて味を曖昧な表現にす
ることで興味を持ってもらえるように考え
た。

私たちは、アンケート調査により、若
者の飴離れが進んでいることを理解
した。そこでターゲットを女子学生と
設定し、①美味しい+付加価値のあ
る飴が欲しい、②食べ切れる量のゴ
ミが出ない飴が欲しいというターゲッ
トの2つのニーズに着目し、「恋愛」
という女子学生に共感できる要素を
組み入れながら提案を考えた。

私たちは、販売促進として学園祭で
売り出す恋みくじを、折り紙を使って
作成した。
花のくちづけを連想させるような花を
たくさん作り、それを花束のようにする
ことで、よりおみくじ感を出すと共に、
ターゲットである女子学生に興味を
持ってもらえるように工夫した。

指導教員
冨田健司先生
からのコメント

女性視点ならではの可愛らしい商品で、買ってみたいと思わせる商品でもある。女子中学
生や高校生に特に人気を得そうで、店で売っていたら、手に取ってみたくなるのは間違いな
い。友達どうしであれば、それだけで大きな話題となり、SNSで拡散されることも期待できよう。

花×キャンディでSDGs

m ' s〔花のくちづけ〕

飴を買う際に重視することとして、多
数が味と答えため、販売促進を行う
際には、味を知ってもらうことを第一
に考えた。そこで私たちは、学生たち
が付加価値として挙げている恋愛に
着目し、学園祭で恋みくじを行い、お
みくじと飴1袋をセットで販売すること
で、若者に花のくちづけの味を知って
もらえるのではないかと考えた。
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日本大学　水野学ゼミ/今村光希、平井一輝、松本佳奈

脳疲労を改善し、心の健康を
提供する

この商品は、世界最高の休息法と謳わ
れるマインドフルネスを機能性として提供
することで、脳疲労を改善し心の健康を
提供するという商品である。多くの人は
疲労を改善する手段としてマッサージな
どを行うが、それ等は全て一過性の改
善に過ぎない。なぜなら、根本的な原因
は脳疲労だからだ。現に、前述した改
善手段も全て身体的疲労を改善するも
のである。就活などで精神的に不安定
になりやすい大学生に向けて、マインドフ
ルネスを用いて心の健康を提供するとい
う商品を自分たちの手で作っていきた
い。

私たちは、大学生の飴を舐めない人達
に対してなぜ舐めないのかを調査し、
大学生と飴を繋ぐのは機能性だと考え
た。また、今日の大学生の大きな悩みと
して心が健康ではなく、その原因は脳
疲労であると考えた私たちは、花のくち
づけに脳疲労を改善するという機能性
を持たせることで、購買につながるので
はないかと考え活動を行った。

実際に飴コーナーに足を運び、現在
の競合他社のパッケージの特徴を
言語化した。さらに、自分たちが興味
を持った広告の写真をメンバー全
員で持ち寄り、新しい機能性の価値
をパッケージのみで人々に理解しても
らうのに最も適した形式はどれである
かを考え、様々なパターンのパッケー
ジ案を作成した。

最初からスーパーなど様々な場所に
置いて貰える可能性は低い。そのた
め、既存の販路であるダイソーの飴
コーナーに来る人をメインターゲットと
し、そこで認知をしてもらってから、より
大学生とのタッチポイントを増やすこ
とができるコンビニに移行していく。

指導教員
水野学先生
からのコメント

商品開発は、自分たちの思いや理屈だけでは不十分。周囲から学ぶ謙虚さ、現場に何度
も通うフットワーク、試作品へのこだわり、そして日程管理。それが揃わないと自己満足。次
の成長に向けて、足りなかった部分を見直しましょう。

花×キャンディでSDGs

e ngage〔Mind f u l n e s s×花のくちづけ〕
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兵庫県立大学　秋山秀一ゼミ/三村南海、吉川実希、松下楓

思いを伝えたいあなたを応援す
る魔法のキャンディ

日頃のちょっとした思いを伝えるきっかけ
を作るキャンディである。個包装には、花
のくちづけの魅力である既存の366日の
花言葉にプラスして想いを伝えるきっか
けとなる一言メッセージを印刷する。例え
ば、毎日頑張っている両親や友達にお
疲れ様の気持ちを伝えたい時に、この商
品が活躍する。商品パッケージには、新
たなターゲットであるZ世代の目に入るよ
うに男女が花畑にいる様子を描いた可
愛いイラストを採用した。さらに、商品を
購入することで“チャンスフラワー”を扱う
農家や花屋さんを応援する、SDGsに
貢献する企画を考案した。

私たちは花のくちづけのコンセプトが花
であることに着目し、神戸の人気店で
あるフラワーサロンGROUND様へイ
ンタビューをした。お話を伺うことで記
念日ではなく何でもない日常に想いを
伝えることの大切さ、ロスフラワーや規
格外の花をチャンスフラワーとして活
用することなど提案して頂き、商品コン
セプトの方向性を決めることができた。

パッケージはターゲットであるZ世代に
向けたイラストに変更するため、Z世代
が目新しいものを好む点、親近感のあ
るものに惹かれる点に着目し、競合商
品にはない目新しさと親近感のある人
物のイラストを採用した。個包装には想
いを伝えるというコンセプトをもとに、感
謝や応援など様々な想いやシチュエー
ションに対応するメッセージを入れた。

指導教員
秋山秀一先生
からのコメント

ロングセラー商品を新たなターゲットに届けるため、直筆イラストによるパッケージデザインを
考案し、個包装に一言メッセージを付け加えた。購入から食べた後の行動までの体験価値
を考えたユニークな商品である。さらに検証することで、面白いSDGsの企画ができるだろう。

花×キャンディでSDGs

はぴじゃぱbonbon〔想いが届く花のくちづけ〕

既存の売場であるスーパーマーケットと
ダイソーで販売する。また、それに加えて、
若者の利用率が高いInstagramでの
応募キャンペーンを行い、商品の話題
性の向上と認知度の拡大を目指す。キャ
ンペーンでは、花農家から購入したチャ
ンスフラワーを活用してフラワーアレンジ
メントを作成し、当選者に送るものである。
これにより、SDGsの貢献も期待できる。
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武庫川女子大学　高橋千枝子ゼミ/田中里奈、南野瞳、塚本彩乃、長野友紀

花のくちづけリニューアルとロスフラ
ワー問題の認知向上を目指す参
加型PRイベント
恋をコンセプトにリニューアルする花のく
ちづけキャンディと、ロスフラワー問題を
若者へ認知させる参加型PRイベント
である。花のくちづけリニューアルに関し
て、外包装はロスフラワーインクから着想
を得た高級感のあるパッケージだ。個
包装は、366日の花と花言葉を含んだ
キュンと甘い恋のメッセージを提案した。
PRイベントは、花のくちづけオリジナルの
巨大ガチャを設置し、リニューアルした
キャンディとロスフラワーを使用した製
品、ロスフラワー問題を訴求するカード
等が入ったガチャを回すことができるイベ
ントである。

探索的調査としてWEBでの定量調
査、花屋で働く学生へのデプスインタ
ビューを行い、飴の問題点や認知度
を調査した。問題点として、若者の飴
の購買率が低いこと、好まれる飴の形
状や包装に傾向があること、花のくち
づけの認知度の低さなどが挙げられ
た。また、ロスフラワー問題の認知度
の低さや深刻さを目の当たりにした。

ガチャで使用するロスフラワー製品の試
作品作りでは、大学周辺の生花店・グ
リーンハウスひぐち様にロスフラワーを提
供して頂き、武庫川女子大学経営学
部がビジネスを展開するENSEMBLE 
magi・cに商品の制作を依頼し、私た
ちも制作に関わった。パッケージの試作
品は花のくちづけの既存の花言葉を引
用し、恋のメッセージを考案した。

花のくちづけの販売促進として、巨大
ガチャイベントを考案した。置いてある
だけでインパクトのあるモンスターカプ
セルを使用し、参加者にSNS投稿をし
てもらうことで宣伝効果が得られる。ま
た、様々な提供企業の広報やプレスリ
リースに加え、ゼミ活動でZ世代の実
態を調査し発信している私たちパープ
ルアスターズが、自らSNS発信を行う。

指導教員
高橋千枝子先生
からのコメント

秋カン・コンセプト一位のプレッシャーの中、提携先や協力先との交渉、プロトタイプの作り
込み、受容性調査等に尋常ではないエネルギーを投じて、冬カンでテーマ一位を勝ち取っ
たことは称賛に値する。引き続きプラン実現に向けて、パワーを発揮して欲しい。

花×キャンディでSDGs

Purple Asters （パープルアスターズ）〔Funygic 恋花ガチャ〕
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武庫川女子大学　西口智美ゼミ/今井秋音、吉田桃華、松田歩美

大切な人をちょっと後押しする
キャンディ

本商品は大切な人にプレゼントすること
を想定して企画した商品だ。日本人の
自己肯定感の低さに着目し、花のくちづ
けと人に寄り添う気持ちの「やさしさ・あ
たたかさ」がマッチしているという考えから
「大切な人にちょっと寄り添いたい場面
で使ってほしい」という想いを込めて企
画した。内容量は少量のお菓子にニー
ズがあったことから5個入りに変更した。
ミルクスモモ味をイメージしやすくなるよ
うにキャッチコピーを掲載している。パッ
ケージはお守り型で環境にやさしい素
材を使用、褒め言葉などのメッセージを
書けるスペースを作った。

探索的調査ではグループインタビュー
を2回実施し、若者のキャンディに対す
る考え方や実態を探った。結果から若
者にはキャンディを購入する習慣がない
ことが分かった。アンケート調査では花
のくちづけのパッケージについて調査し、
パッケージ変更の必要性が明らかに
なった。その後店舗に出向き、消費者の
購買行動について観察調査を行った。

プレゼント用として提供したいと考えて
いたため、女子大生ならではの視点か
ら「可愛い、欲しい」と思えるように意識
して制作した。花のくちづけの花言葉
は強みであるため、個包装の花言葉
が外袋からも見えるように小さな窓をつ
けて花言葉が外からも見えるように工
夫した。紐やリボンを通して持ち歩いて
もらうために、上部には穴をあけている。

指導教員
西口智美先生
からのコメント

既存商品に対して、ブランドコンセプトを再定義した商品案。「大切な人をちょっと後押しす
るキャンディ」という新しいポジションは、大切な人に魅力を伝える「花のくちづけ」を他の類
似商品と差別化させ、「やさしさ」と「あたたかさ」の新価値を創出できた。

花×キャンディでSDGs

AmaChan〔大切な人に魅力を伝える、花のくちづけ〕

花のくちづけの認知拡大を目指し、
花に関わる方を幸せにするための
企画として、全国の花畑で実施す
る「f l owe r  k i s s  p r o j e c t」を考
案した。大切な人に向けたあたた
かいメッセージを書いてその様子を
Ins t agramで投稿していただけた
方に、花のくちづけと無料配布予定
だった花をプレゼントするイベントだ。
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明海大学　小谷恵子ゼミ/小川倫太郎、張ロケイ、ザン金ティ、寿敏ケツ

ロスフラワーによるアート作品の
展示販売と新商品の提案

我々が提案するのは、廃棄される花と学
園祭を絡めたイベント企画である。社会
問題に目を向けることは大切であるが、
そのためには興味を持ってもらわなくて
はいけない。この提案では廃棄問題に
関心を持ってもらえるよう、美術学校の
学生らにアート作品を作成してもらい、
学園祭にて展示や販売を実施。また
ファッション性のあるシールも同時に提
案し、SNSで多くの若者にアピール。無
理なく自然に花のくちづけ、そして社会
問題に興味を持ってもらえる企画となっ
ている。

花に関わる社会問題を調査したとこ
ろ、花の廃棄が深刻であることが分
かった。またこの問題を多くの人が認
知していないことも判明。そこで我々
は「花のくちづけ」と廃棄される花、
「ロスフラワー」を組み合わせアート
作品を作成することにより、ブランドを
アピールすると同時にロスフラワーの
現状を周知できないか考えた。

我々は持ち運びしやすいということ
が、人気向上の理由のひとつだと考
えた。そこでパッケージを持ち運びが
できるサイズへ縮小。また、パッケー
ジのデザインは誕生花を活かした手
描きのものに。周囲からアンケートをと
り、日常に溶け込むスマートな印象を
与えてくれるようなデザインに。

製品に同封することにより花のくちづけ
購入者全員がシールを手に取ることが
可能。学園祭ではシールを配布し、購
入者以外の若い世代へも周知を図
る。また複数のSNSを活用しシールの
使い方や実際の使用例などを紹介。
多くの媒体で拡散することにより、シー
ルのみならず花のくちづけ、ひいては春
日井製菓の認知度向上を目指す。

指導教員
小谷恵子先生
からのコメント

ダイバーシティのあるチームでしばしば意見を戦わせることも。しかし最後まで手を抜かずに
考え抜き、シールの試作品も作成。プロモーションの難しさと楽しさが経験できたのではと思
う。

花×キャンディでSDGs

SAKUBOTA〔花のくちづけ〕
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目白大学　長崎秀俊ゼミ/内田紗瑛、平手実南、加藤紗衣、佐藤宏哉

「推し活キャンディブーケ」

「花のくちづけブーケ」は、切端の上部
の切り取り部分をブーケにする際の紐と
して代用し、キャンディブーケにすること
ができる。また、近年若者の間で流行し
ている推し活とキャンディブーケを掛け
合わせ、パッケージを透明化にすること
で推しのグッズを入れ、SNS映えする商
品を開発した。お菓子言葉では、キャン
ディは「あなたが好き」という意味があ
り、キャンディで推しへの気持ちを表現す
ることができる。推し活を充実させるアイ
テムの一つとして、低価格でSNS映えす
る商品の提供をしたい。

私達はキャンディの消費量を調べ、
他の年代と比較すると消費量が低い
事が分かった。その為ターゲット層で
ある若者世代にキャンディについてど
のような意識をしているのか独自でア
ンケート調査を行った。その結果から
キャンディに関心を持つ若者が少な
いと判断し最近の流行りである推し活
と掛け合わせた商品作りに決めた。

キャンディブーケをいかに現状の生
産ラインで作れるか商品改良を繰り
返した。その中で飴やグミなどのパッ
ケージで捨ててしまう上部の切り取
り線を結ぶ際の紐として上手く活用
し、普段捨ててしまうゴミを再利用に
繋げた。また、定性調査では実際に
推し活をしている人から使用感など
の確認も行った。

指導教員
長崎秀俊先生
からのコメント

一番良く集まり、一番よく議論し、一番行動したチームであった。学園祭でのプロトタイプ展
示に際しては全員が参加し、熱心に顧客の声を集めていた。秋カンでよい評価を得ていた
だけに残念な結果であったが、チームビルティングは素晴らしかった。

花×キャンディでSDGs

「キノピオ」〔「花のくちづけブーケ」〕

花畑が若者の訪れる場所として人気の
ため、花畑がある公園に実際に電話に
て商品販売の交渉を行った。花畑があ
る公園でキャンディブーケを販売し、認
知度を向上させた後、女性に人気の
300円均一のお店での販売拡大も考
えている。また推し活を楽しむ人に、推し
グッズをキャンディブーケに入れて写真
撮影を楽しんでもらいたいと考えている。
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山梨学院大学　粘逸彦ゼミ/中村俊太、朱益霄、コウセツブン

花のキャラクター化

我々の商品は花をキャラクター化したも
のをパッケージに採用するというものであ
る。我々の行った市場調査では味が好
評であったため、若者の人気を高める
ためには、手に取って貰うことが出来れ
ば人気が出ると考察したためパッケー
ジに変化を出すという結論に至った。ま
た、花をキャラクター化することで、でき
ることの幅が広がり、多くの選択肢を選
ぶことが出来る。そのため、花のキャラク
ター化が功を奏した場合、飴の分野だ
けでない、新たな市場を開拓していきた
い。

我々の実施した観察法では、認知
度のある飴を選ぶ傾向にあることが
分かった。また、インタビュー調査で
は、味と花言葉のコンセプトが強み
で、イメージと認知度の低さが弱み
であることがわかった。この弱みを改
善するために手に取りやすい要素と
話題性が必要であると考えた。

観察法、インタビュー調査で収集し
たデータを元に、パッケージの配置、
花をキャラクター化した絵の制作、プ
ロトタイプの作製などを行った。また、
花をキャラクター化するという特殊な
試みであったため、世界各国の花を
キャラクター化するのか、日本だけの
花をキャラクター化するのか等、取
捨選択が非常に難しかった。

花のくちづけは市場での土台はでき
ており、少しの工夫があれば良さを
知って貰う事はできるため、パッケー
ジに変化を持たせ、手に取って貰い
やすくした。 また、花のキャラクター
化を消費者自身にして頂き、実際に
描いていただいた絵等を募集し、
Twi t t e rやQRコードなどを駆使す
ることで広く知って頂く事が出来る。

指導教員
粘逸彦先生
からのコメント

『花のキャラクター作り』は従来と異なる市場－若年層での認知度を高めるための提案で
ある。既存の市場から離れるわけではないので、この提案をどのように既存のブランド・パー
ソナリティと結びつけるかを説明できたら、より良い提案になるのではないかと思う。

花×キャンディでSDGs

花×キャンディでSDGs〔花のくちづけ〕
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立命館大学　今井まりなゼミ/川島愛結、小森優太朗、野口紗来

花のくちづけでハートフルなエー
ルを送ろう!

私たちが考えた若い世代が良いな・ほ
しいなと思えるような"花のくちづけ"は、"
花のくちづけでハートフルなエールを送
ろう"がコンセプトである商品だ。主な特
徴は、個包装の撤廃による商品の縮
小化、従来の飴製品には珍しいハート
型のパッケージ、ファスナー付きパッケー
ジ、外装に一部再生紙を利用することに
よるSDGsへの貢献、の4点である。

若者世代の人達に飴についてインタ
ビューしたところ、自分から進んで買
わないといったマイナスのイメージが
強いことがわかったためパッケージに
注目し、魅力的なパッケージの商品
を作りたいと考えた。

まず始めに既成品がどのようなサイ
ズで作成されているのかについて調
査した。実際にプロトタイプを作る前
の段階で、既製品の外装を切り貼り
し、サイズの決定を行った。この情報
を元にプロトタイプの作成を行った。
また作成をした後に、何名かに提供
し、商品に対する反応を確認した。

指導教員
今井まりな先生
からのコメント

商品に対する関心の低い顧客層にいかに関心を持ってもらうかは簡単な課題ではなかっ
たが、良いチームワークで取り組んでいた。商品については、具体的な販路の提案や、商
品そのものだけではないストーリー性の部分での工夫があるとより良かったと考えている。

花×キャンディでSDGs

ma rb l o om〔ハートフルパッケージ〕

販路については、百均やスーパー
マーケットといった既存の販売場所
に加え、学生のお客様が多い、大
学内や大学付近に設置されたコン
ビニ、また既存以外のスーパーマー
ケットでの販売を想定している。また、
花との関連性から花屋での販売も
効果的ではないかと考え、販路候補
として提案した。
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流通科学大学　清水信年ゼミ/山脇希美、大原有紗、柘植恵美

人と人を繋げるキャンディ

私たちが製作した「想いを届けるキャン
ディ」は、主にバレンタインやホワイトデー
などに、いつもは言えない想いをコソッと
伝えることができるキャンディである。〝花
のくちづけ〟を通して人と人とが繋がる
機会を作りたいという私たちの想いから
できた商品だ。花のくちづけの特徴の一
つである、花言葉を恋愛の花言葉に変
更し、パッケージをプレゼントでよく使わ
れる形状に変更することで、特別感と他
の商品との差別化にこだわった商品に
なっている。

キャンディについて詳しく調べてみた
ところ、キャンディは〝口の中に味が
長く残ることから関係や愛が長続き
する〟などとインターネット上で多く言
われていることを知った。花言葉だけ
でなく、キャンディを贈る事自体にも
素敵な意味が込められているというこ
とからこの商品を作ることにした。

「想いを届けるキャンディ」を作るに
あたってまずはパッケージの変更が
必要だと考えた。袋のパッケージをプ
レゼントにもよく使われる包装に変え、
より贈り物の雰囲気が伝わる特別
感があるものに変更した。変更したこ
とによりコンビニのキャンディコーナー
でも目につきやすい所に置いてもらえ
る可能性が高いと考えた。

この商品のターゲット層である大学生
世代の方に花のくちづけを知り、手に
取ってもらうため、私たち大学生世代
の多くがスマホケースにステッカーを
挟んでいることから、パッケージの中に
花言葉が記載されたオリジナルステッ
カーを作った。挟んでいるステッカーか
ら会話が広がることも多くあることから、
可愛い上に宣伝効果もあると考えた。

指導教員
清水信年先生
からのコメント

制約条件が多い中で、とてもユニークな提案に仕上げたチーム。スライド資料や試作品の
作りこみも丁寧だった。何より毎回のゼミで楽しそうにグループワークをしている様子から、
自分たちが自信をもってお奨めできるような企画を完成させるだろうと予想できた。

花×キャンディでSDGs

流通科学大学 清水ゼミ〔想いを届けるキャンディ〕
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Sカレ2021総合優勝戦［商品化達成チーム］

和歌山大学 / 柳到亨ゼミ
「ノートラブル」

総合優勝 社会課題を解決する印刷製品

クリアシート便利グッズ 法政大学 / 西川英彦ゼミ
「ぺらっぷ」

総合3位

和歌山大学 / 佐野楓ゼミ
「南紀白浜　SDGs を学ぶ　
  リアル謎解き旅」

総合準優勝 SDGs に貢献する旅行商品

在宅生活に役立つ磁石商品 甲南大学 / 佐藤圭ゼミ
「はぴたつ」

優秀賞

神戸大学 / 宮尾学ゼミ
「小動物埋葬袋」

優秀賞 生分解性エコ袋の日本展開

法政大学 / 杉浦未樹ゼミ
「FIG COOKIE」

優秀賞 イチジクを使った特産品

京都橘大学 / 瀨良ゼミ
「多可むすび」

優秀賞 多可町の定番お土産

Sカレ2022コンセプト・テーマ1位

法政大学 / 西川英彦ゼミ
「Niiiicot」

体験価値のある
段ボール商品 

南山大学 / 川北眞紀子ゼミ
「川北ゼミ便利商品チーム」

暮らしに役立つ
便利商品 

近畿大学 / 廣田章光ゼミ
「紙縒」

未来が描ける
ノートづくり

専修大学 / 奥瀬喜之ゼミ
「Terra girls」

地球が笑顔になる
通販配送箱

 関西学院大学 /石淵順也ゼミ
「Cham」マグネット商品でSDGs!

日本大学 /水野学ゼミ
「ほえい」

社会課題を解決する
印刷製品

名古屋市立大学 /山本奈央ゼミ
「かやっかーず」

アウトドア商品・PR企画

武庫川女子大学 /高橋千枝子ゼミ
「Purple Asters」

花×キャンディでSDGs

専修大学 / 奥瀬喜之ゼミ
「かくしてほせるん」

優秀賞 長期型避難自粛ケア商品
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Sカレ2021総合優勝戦［商品化達成チーム］

和歌山大学 / 柳到亨ゼミ
「ノートラブル」

総合優勝 社会課題を解決する印刷製品

クリアシート便利グッズ 法政大学 / 西川英彦ゼミ
「ぺらっぷ」

総合3位

和歌山大学 / 佐野楓ゼミ
「南紀白浜　SDGs を学ぶ　
  リアル謎解き旅」

総合準優勝 SDGs に貢献する旅行商品

在宅生活に役立つ磁石商品 甲南大学 / 佐藤圭ゼミ
「はぴたつ」

優秀賞

神戸大学 / 宮尾学ゼミ
「小動物埋葬袋」

優秀賞 生分解性エコ袋の日本展開

法政大学 / 杉浦未樹ゼミ
「FIG COOKIE」

優秀賞 イチジクを使った特産品

京都橘大学 / 瀨良ゼミ
「多可むすび」

優秀賞 多可町の定番お土産

Sカレ2022コンセプト・テーマ1位

法政大学 / 西川英彦ゼミ
「Niiiicot」

体験価値のある
段ボール商品 

南山大学 / 川北眞紀子ゼミ
「川北ゼミ便利商品チーム」

暮らしに役立つ
便利商品 

近畿大学 / 廣田章光ゼミ
「紙縒」

未来が描ける
ノートづくり

専修大学 / 奥瀬喜之ゼミ
「Terra girls」

地球が笑顔になる
通販配送箱

 関西学院大学 /石淵順也ゼミ
「Cham」マグネット商品でSDGs!

日本大学 /水野学ゼミ
「ほえい」

社会課題を解決する
印刷製品

名古屋市立大学 /山本奈央ゼミ
「かやっかーず」

アウトドア商品・PR企画

武庫川女子大学 /高橋千枝子ゼミ
「Purple Asters」

花×キャンディでSDGs

専修大学 / 奥瀬喜之ゼミ
「かくしてほせるん」

優秀賞 長期型避難自粛ケア商品
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3 級

受賞結果

Sカレ2022プラン・テーマ1位［商品化権利獲得チーム］

法政大学 / 杉浦未樹ゼミ
「NEKO＆」

体験価値のある
段ボール製品

愛知学院大学 / 油井毅ゼミ
「カサポート」

暮らしに役立つ
便利商品

近畿大学 / 廣田章光ゼミ
「しおりノート」

未来が描ける
ノートづくり

駒澤大学 / 菅野佐織ゼミ 
「Re:pack」

地球が笑顔になる
通販配送箱

南山大学 / 川北眞紀子
「タッチャレ」

社会課題を解決する
印刷製品

法政大学 / 西川英彦ゼミ
「ゴミ箱からのひとこと。」マグネット商品でSDGs!

名古屋市立大学 / 山本奈央ゼミ
「Night Kayak」

アウトドア商品・PR企画

武庫川女子大学 / 高橋千枝子
「Funygic 恋花ガチャ」

花×キャンディでSDGs

S t u d e n t  I n n o v a t i o n  C o l l e g e  2 0 2 2 R e s u l t s

Sカレ2022プラン優勝戦

南山大学 / 川北眞紀子ゼミ
「タッチャレ」

プラン優勝

暮らしに役立つ便利商品

社会課題を解決する印刷製品

愛知学院大学 / 油井毅ゼミ
「カサポート」

プラン準優勝

マグネット商品で SDGｓ！
法政大学 / 西川英彦ゼミ

「ゴミ箱からのひとこと。」

プラン3位

アウトドア商品・PR企画
名古屋市立大学 / 山本奈央ゼミ

「Night Kayak」

日本マーケティング学会賞

近畿大学 / 廣田章光ゼミ
「しおりノート」

吉田秀雄記念事業財団賞 未来が描けるノートづくり

南山大学 / 川北眞紀子ゼミ
「タッチャレ」

学生賞の結果 社会課題を解決する印刷製品
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3 級

受賞結果

Sカレ2022プラン・テーマ1位［商品化権利獲得チーム］

法政大学 / 杉浦未樹ゼミ
「NEKO＆」

体験価値のある
段ボール製品

愛知学院大学 / 油井毅ゼミ
「カサポート」

暮らしに役立つ
便利商品

近畿大学 / 廣田章光ゼミ
「しおりノート」

未来が描ける
ノートづくり

駒澤大学 / 菅野佐織ゼミ 
「Re:pack」

地球が笑顔になる
通販配送箱

南山大学 / 川北眞紀子
「タッチャレ」

社会課題を解決する
印刷製品

法政大学 / 西川英彦ゼミ
「ゴミ箱からのひとこと。」マグネット商品でSDGs!

名古屋市立大学 / 山本奈央ゼミ
「Night Kayak」

アウトドア商品・PR企画

武庫川女子大学 / 高橋千枝子
「Funygic 恋花ガチャ」

花×キャンディでSDGs
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Sカレ2022プラン優勝戦

南山大学 / 川北眞紀子ゼミ
「タッチャレ」

プラン優勝

暮らしに役立つ便利商品

社会課題を解決する印刷製品

愛知学院大学 / 油井毅ゼミ
「カサポート」

プラン準優勝

マグネット商品で SDGｓ！
法政大学 / 西川英彦ゼミ

「ゴミ箱からのひとこと。」

プラン3位

アウトドア商品・PR企画
名古屋市立大学 / 山本奈央ゼミ

「Night Kayak」

日本マーケティング学会賞

近畿大学 / 廣田章光ゼミ
「しおりノート」

吉田秀雄記念事業財団賞 未来が描けるノートづくり

南山大学 / 川北眞紀子ゼミ
「タッチャレ」

学生賞の結果 社会課題を解決する印刷製品
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委 員
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冬 カ ン
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佐藤敏久

徳山美津恵

秋カン学生委員長
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